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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　この合宿を準備し、集まった若手狗く牙が絶だち衆しゆうを殺そうとした者がいる。


　それが誰だれなのか、駿しゆんにはもう判わかっている。


　確信している。


　問題は。


　其奴そいつが何い時つ襲おそってくるのかということ。


　其奴とどうやって闘たたかうかということ。


　香か月づきだけでは、しんどい勝負になるだろう。


　相手がひとりならともかく、ふたりでは。


　香月自身も「難むずかしい」「厳きびしい」と言っている。


　勝てる相手だと思ったら、「勝てる」と言うのを躊躇ためらうような香月ではない。


　彼女が「厳しい」と言うなら、それは本当に厳しい闘いになるということだ。


　けれど、ふたりだろうか。


　駿はもう一度考える。


　すでに何回考えたか判らない。


　その都度、駿は同じ結論を出す。


　間ま違ちがいない、と。


　相手はふたりのはずだ、と。


　であれば、どう闘うかが重要になる。


　香月が一対二にならないように闘わなくてはならない。


　一対一でも厳しい相手だというのに、一対二では勝ち目が薄うすい。


　いや、勝ち目はないと言っても過言ではない。


　とはいえ、そうそう此方こちらの思い通りの展開にはならないだろう。


　様々な状じよう況きように上う手まく対応して、臨りん機き応おう変へんに闘わなくてはならない。


　そのためにも、今のうちに皆みなで話し合っておいたほうがいい。


　相手が現れたときの対応を。


　実戦の進め方を。


　駿はそう考えた。


　香月も、明あきらや棚たな倉くら兄妹きようだいに話をして、そのときに備えたほうがいいと言ってきた。


　だから、こうして三人を集めて話し合いの場を持ったのだ。





　　　　２




　北海道の道央の何ど処こかにある、合宿所として使われた元宿しゆく泊はく施し設せつ。


　二階建だての建物の玄げん関かんに近い一階の客室。


　天てん井じようも壁かべもアイボリーで統一された落ち着いた色合いの部屋だ。


　其そ処こに駿たちはいる。


　今では営業を止やめているとはいえ、部屋はそれほど汚よごれてはいない。


　大きな窓の外はまだ暗いが、そろそろ東の空が白み始める頃ころだ。


　果たしてそれは、絶望という暗さを打ち破る希望の光を象しよう徴ちようしているのだろうか。


　それとも。





　　　　３




　此の部屋にいるのは。


　葛かつら城ぎ駿と。


　修しゆう学がく院いん香月と。


　桃もも山やま美み玖くと。


　そして鞍くら馬ま明に。


　棚倉兄妹──雅まさ美みと暁あき壬み──の六人。


　生存者でここにいないのは一いち乗じよう寺じ善よし樹きだけだ。


　美玖に対する考え方の違ちがいから、彼は……彼だけは駿たちと共に行動しようとはせず、ひとりで食堂に籠こもっていた。


　狗牙に襲われて大おお怪け我がをした美玖は、ベッドの上で目を瞑つぶったまま身動きしない。


　かといって意識不明の重体になったというわけでもない。


　呼吸は落ち着いているし、あれほど酷ひどかった出血も今ではほとんど止まっている。


　おそらく眠ねむっているだけだろう。


　彼女の眠りを妨さまたげないように、駿は小声で自分の考えを明と棚倉兄妹に話した。


　駿と香月がもうひとつのベッドの端はしに並ならんで腰こしを下ろし、ふたりに向き合うようにして、明と雅美、暁壬は持ってきた椅い子すに腰を下ろしている。


　深刻な顔で駿の話を聞いていた三人だが、彼の話が一段落したところで、堪たまらず雅美が口を開いた。


「駿さん、あなたが言う『僕たちを殺そうとする者』って、誰なの？」


　それに対し、駿は静かに相手の名を告げた。


　自分たちを殺そうとする者の名を。


　明、雅美、暁壬の三人は、ある者は愕がく然ぜんと顎あごを落とし、ある者は顔面蒼そう白はくになり、ある者は目を見開いて固まった。


　三人にとって、駿の話はそれほど衝しよう撃げき的な内容だった。


　誰も動こうとしない。


　誰も言葉を発しない。


　部屋の中を重い重い沈ちん黙もくが支配する。


　立ち直るのは明よりも棚倉兄妹のほうが早かった。


　まだ茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていの明を後しり目めに、兄妹は顔を見合わせ、首を捻ひねっている。


　やがて雅美が小さな声で言葉を発した。


「……話の筋は通っているように思うけど」


　大きな衝撃を受けた割には冷静な口調だ。


　この兄妹はいつも恬てん淡たんとしているというか、淡々としているというか、感覚が常人とは違うというか、常識では推おし量はかれないところがある。


　切せつ羽ぱ詰つまった此の状況で、それがいいほうに出たと、そう思えばいいのだろうか。


　雅美の言葉を受けて暁壬も小さく首肯うなずいた。


「そうね。筋は通っているわね」


「筋のある硬いお肉は嫌きらいなんだけど、こういう場合、やっぱり筋が通っていないと駄だ目めだよね」


　言ってることは相変わらず意味不明で無茶苦茶だけどな。


　ふたりの冷静さにちょっと感心した駿は、しかし、ふたりの不お可か解しさにやっぱり呆あきれてしまう。


　それでも。


　無茶苦茶だろうが非常識だろうが、俺の話を頭から否定しようとしないのが、今は頼たのもしく思えるよ。


　兄妹の態度に心強さを感じた駿は、


「信じてくれるんだな、ふたりとも」


　と迫せまった。


　雅美は、う～ん、とひとつ唸うなって、小さく首を捻ったが。


「そうだねぇ、理論的には破は綻たんしていないように思えるよねぇ、暁壬」


「そうよねぇ、雅美。そう考えると確かにいろいろ腑ふに落ちるというか、いろいろ説明がつくというか。感情論はさておいてね」


「気持ち的には、あんまり認めたくない結論だけどねぇ」


「認めたくないものよね、若さ故ゆえの自分の過あやまちというものを」


「暁壬、自分の過ちじゃないだろ」


　にやりと暁壬が笑った。


「突つっ込こんでくれてありがと、駿さん」


「あ……いや、礼を言われてもな」


「でも、女子中学生相手にいきなり名前を呼び捨てだなんて、馴なれ馴れしくない？」


「そう呼んでいいと、おまえから言われたように俺は記き憶おくしているんだが？」


　と駿は返し技を放ったが。


「大変だよ、暁壬。修学院さんに殺されちゃうよ？」


「無視かよ！」


「そうね。きっと駿さんがわたしの全ぜん裸らを、上から下まで、それはもう舐なめるように観賞していたのが気に入らないのよ。そうなのよ。そこへもってきて、駿さんがわたしを馴れ馴れしく呼び捨てにするものだから、修学院さんてば、怒いかり心しん頭とう、わたしに対する殺意がむらむらと湧わきあがって……」


「おい、暁壬。俺は舐めるように観賞なんてしてないぞ！　出で鱈たら目めを言うな！」


「だったら修学院さん、自分も見せればよかったのにねぇ？」


「あくまでシカトかよ！」


「あ～～、えほん、おほん、うほんっ」


　それまで黙だまって駿と棚倉兄妹のやりとりを聞いていた香月が、この上なくわざとらしい咳せき払ばらいをしたので、ふたりは香月のほうへ顔を振ふり向けた。


　香月がとてつもなく冷ややかな目でふたりを見ている。


「棚倉兄、棚倉妹」


　兄妹は、ぎくりと頭を引いた。


「だ、だから雅美でいいよ？」


「暁壬でいいわよ？」


「……そうか。では、わたしも香月でいいが。ところで雅美、暁壬！」


　香月が、くわっと口を開いた。


「いま我々は生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわに追い詰められているわけだが、君たちにはそれが判っているのかな。ん？　どうなんだ、雅美。判っていないのなら、わたしが教えてやってもいいのだぞ。君の体に」


「いやぁん、教えて教えてぇ。わたしの体に教え込んで刻み込んで欲しいのぉ」


　暁壬が胸の前で両手を組んで、くねくねと体をくねらせている。


　こ……此奴こいつらは。


　呆れて言葉も出ない駿である。


　しかし。


　仲間が何人も殺され、自分たちの命も危険に晒さらされてるっていうのに、何い時つもとなんら変わらない此奴らの態度はどうだ。見事なもんだ。いっそ清すが々すがしいとさえ思える。これはこれで並外れた胆たん力りよく、度胸の持ち主といえるのかもしれないな。


　呆れると同時に、少し感心してしまう駿であった。


「わたしは本気なんだがな、雅美、暁壬」


　左の握にぎり拳こぶしを右の掌てのひらで包んだ香月は、ぱきりぽきりと盛せい大だいに指の関節を鳴らしながら、ふっと腰を浮うかせた。


　彼女の瞳ひとみには苛いら立だちと焦しよう慮りよと憤ふん怒ぬが色いろ濃こく浮かんでいるのが見て取れる。


　雅美、暁壬が思わず腰を浮かせてしまうほどに。


　雅美など、お風ふ呂ろ場ばの騒そう動どうの際に、香月に思い切り殴なぐり倒たおされていたから、香月の拳の痛さは体が覚えている。


「「ごめんなさいぃ」」


　ふたりは全身全ぜん霊れいを以もつて頭を下げた。


「「真ま面じ目めに話を聞きます～～」」


　棚倉兄妹が米こめ搗つき蝗虫ばつたのようにへこへこと頭を下げているのを見た香月は、立ったまま全身の力を抜ぬき、小さなため息を吐ついてから駿を見た。


「じゃあ、話を戻もどすぞ。ここからは戦せん闘とうの話になるから、わたしが引き継つごう。いいか、駿？」


「ああ、それはいいけど、でも」


　駿は、ちょっと待って、と香月に向かって掌を広げてみせる。


　まだ明が復活していないからだ。


　駿は彼女に声をかけてみる。


「おい、明、大だい丈じよう夫ぶか？」


「……へ？」


　明がぼんやりとした目を駿に向けてきた。


「何……が？」


「なんか、心此こ処こに非あらず、みたいだから」


「それは……」


　一いつ瞬しゆん、むっとした表か情おになった明だったが、直すぐにがっくりと肩かたを落とした。


「だってさ、いきなりあんなこと言われたら普ふ通つう、驚おどろくじゃん。だって……だって、狗く牙が絶だち衆しゆうの中に裏切り者がいるなんて。裏切り者があの人だなんて。なんで棚倉さんたち、そんなふうにあっけらかんとしていられるのかが、あたしには判らないんだけど」


「だから、雅美でいいよ？　呼び捨てでかまわないから」


「あたしも暁壬でいいわよ。その代わり、明ちゃんて呼ぶけど？」


「……え？　いやまぁ、いいけどさ」


　っていうか、もうとっくにそう呼ばれてるような気がするんだけど、と首を傾かしげてから明は言葉を継いだ。


「それより、えぇと、雅美も暁壬も、あんまり驚いてないみたいだけどさ、想定の範はん囲い内だったとかなの？」


「ううん、全然。僕たちだって驚いてるよね、暁壬」


「それはもう腰を抜かしそうなくらいに驚いているわよ？　駿さん好みの表現で喩たとえれば、おしっこちびりそうなくらい驚いてる」


「ちょっと待て！　どうしてそれが『俺好みの喩え』なんだ!?」


「え？　好きじゃないの？」


「そんなもの好きなわけがあるか！」


「駿、君という奴やつは」


「え？　ちょ、ちょっと、香月？　どうしてそこで俺を蔑さげすみの目で見るわけ!?　蔑むなら此奴だろう！　暁壬の奴だろう!?」


「君も同罪だ」


「酷ひでえぇぇ」


「ほらほら、駿さんも香月さんも、また話が横道に逸それてるよ」


　と雅美がしたり顔で言うと。


「おまえらが逸らしてるんだっ！」


「おまえたちが逸らしているのだろう！」


　駿と香月から鋭するどい突っ込みが──美玖に配はい慮りよして声は小さかったが──炸さく裂れつした。


「もう、いい、駿。このふたりは強制的に黙らせておくしかなさそうだ」


　と言うと同時に香月はいきなり腰を沈しずめ、無言で右拳を雅美の鳩尾みぞおちに突き入れた。


「ぐぼぁぁあっ」


　雅美は左手で鳩尾を、右手で口を押さえたまま頽くずおれ、床ゆかに膝ひざを落とした。


「さっき食べた物が……出ちゃうぅぅ」


「汚よごしたら君が掃そう除じするんだ」


「酷ひどいぃぃぃ」


「さて」


　香月が暁壬に向き直る。


「わたしは女子を殴るのは好きではないが、そうしなくてはならないのなら、遠慮せずに殴るぞ」


　かくかくかく。


　暁壬は壊こわれた首振り人形のようにひたすら首を縦に振った。


「は～～～～っっ」


　明が盛大なため息を吐ついた。


「香月さんも駿さんも、雅美も暁壬も、余よ裕ゆうだな～～。どうしてそんなふうに平然としていられるの？　だって。だってさ……」


　苦しそうに顔を上げた雅美は、よろよろと立ちあがった。


「べつに……平然とはしてないよ、僕ら」


「そうよね。さっきも言ったけど、これでも驚いているのよ、わたしたち」


「でもさぁ」


　不服そうに頰ほおを膨ふくらませた明が、何か言いたそうに唇くちびるを動かしかけたが、暁壬がそれを遮さえぎった。


「驚いているけど、だからって考えるのを止やめるわけにはいかないじゃない。驚こうが、吃驚びつくりしようが、仰ぎよう天てんしようが、そこで考えるのを止めたら負けだわ」


「え……いや、それ全部同じこと……」


「そうだぞ、明」


　仁に王おう立だちの姿勢のまま腕うで組ぐみをした香月は、重々しく首肯うなずいた。


「闘たたかいの最中に足を止めたら死ぬ。闘う前に考えるのを放ほう棄きしても、やはり死ぬ。足も頭も動かすことを止めては駄だ目めなのだ。暁壬も、たまにはいいことを言うのだな」


　ひょいっと立ちあがった暁壬は、よよと泣き崩くずれる真ま似ねをして、腰を引き気味の姿勢で立ったままの雅美の胸元に顔を埋うめた。


「誉ほめられてるようで、実は貶けなされてる～～」


「よしよし」


　雅美は妹の頭を軽く撫なでてやった。


「『たまには』って、暁壬にタマなんてないのにね」


　次の瞬しゆん間かん、暁壬の右膝が跳はねあがり。


「ぐぼぅうぁっっ」


　雅美の股こ間かんにめり込んでいた。


　股間を押さえて崩れ落ちた雅美は、再びその場に悶もん絶ぜつする。


「雅美にはちゃんとあるみたいね、タマが」


　腕組みを解といた香月が、ふっと右手を水平に伸のばし、がしっと暁壬の額を摑つかんだ。


　あまりに滑なめらかな動きだったので、暁壬はまったく対応ができなかった。


　うわぁ、香月の奴、本気で怒おこってるよ。


　香月の形ぎよう相そうが憤ふん怒ぬのそれであるのが判った駿は、思わず震ふるえあがった。


「あ痛いたたたた」


　香月の腕を押し返そうと、暁壬がじたばたと踠もがいている。


「修しゆ行ぎようが足りないのは自分でも判る。だが、わたしはそろそろ自分を律りつし切れなくなってきた。このまま君の頭を、トマトを握り潰つぶすように潰したい気分だ」


　居い合あいの厳きびしい修行で鍛きたえられている香月の右腕の握あく力りよくは、見た目以上に強力だ。


　暁壬も必死になって両手で香月の右腕を持ちあげようとしているのに、食い込んでいる指はびくともしない。


　どころか、さらにぎりぎりと暁壬の額に食い込んでいく。


「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい、降参降参降参」


　暁壬は降参の意思表示として、香月の右腕を右手でぺしぺしと叩たたいた。


　だが、香月は右腕を放はなそうとせず、暁壬の顔に自分の顔を近づけていった。


「わたしは真面目に話をしたいのだが、いいだろうか？　い、い、だ、ろ、う、か」


「も、もちろんよぉ。っていうか、わたしは何い時つだって真面目……痛いた痛いた痛いた痛いたっっ」


　暁壬が香月の腕を叩く間かん隔かくが短くなった。


　もう、ほとんど連打している。


　ようやく香月が摑んでいた暁壬の額を手放した。


「は～～～～っっ」


　額を両手でさすりながら暁壬が安あん堵どの息を吐はいた。


「……本当に潰れちゃうかと思ったわ」


　股間を押さえて床の上に丸くなっている雅美が、ぼそっと呟つぶやいた。


「潰れちゃえばよかったのに」


「なんですっ……」


　雅美に対して何か言おうとした暁壬だが、香月の視線を感じたのか、びくっと震えて、開きかけた口を閉とじた。


「話を戻してもいいだろうか」


　暁壬の目を射い貫ぬくような鋭するどい視線で香月が見み据すえている。


　暁壬は頸けい骨こつも折れよとばかりに全力で首を縦に振ふった。


　肩を小刻みに震わせ、声を押し殺すようにして明が笑っている。


　先ほどまでの茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態からはだいぶ戻ってきたようだ。


　それを見た暁壬が不服そうに頰を膨らませて言った。


「明ちゃん、笑いすぎだわ」


「あはは、ごめんごめん」


　と謝あやまりながら、なおも笑っていた明だが、ようやく笑いを収め、香月や棚倉兄妹の顔を順じゆん繰ぐりに見やった。


「みんな、ありがとね。駿さんも」


　どうやら明は、みんなが自分を元気づけるためにと、敢あえて三さん文もん芝しば居いっぽい、あるいはコントっぽいやり取りをしていたのだと思ったようだ。


　いや、棚倉兄妹のは何い時つものとおりの何時もの奴だったと思うぞ。そして香月にそんな気配りができるはずがねえ。とはいえ、まぁ明が元気になったのなら、それはそれでいいんだけどさ。


「では、肝かん心じんの話を進めようか。今度、話の邪じや魔まをされたら、たぶん、わたしは自分を止められないと思うので、それだけは先に言っておく」


　びくっと頭を引いた雅美と暁壬は、しかし直ぐに頭を戻もどし、かくかくと首を縦に振った。


「明も、いいか？」


「うん。ありがとうね、香月さん。あたしは大だい丈じよう夫ぶ。話を進めて」


　香月は大きく首肯うなずいて再び腰を下ろした。


「まず問題になるのは」


　いったん言葉を切った香月は、明、雅美、暁壬の顔を見み渡わたした後、駿のところで視線を留めた。
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「相手が伊砂いすかさんだけなのか、岩がん洞どうさんを含ふくめてふたりなのか……ということだが」


　そう、駿が三人に告げた名は。


　この合宿に集まった若手狗牙絶ち衆を殺したのは、そして今も殺そうとしているのは、合宿に於おける教官役の伊砂と岩洞に違ちがいないということ。


　もちろん、最初に見つかった岩洞の死体は予あらかじめ用意した偽にせ物ものだ。


　まずは集まった若手に大きな衝しよう撃げきを与あたえ。


　そして岩洞が死んだと思い込ませる。


　腕うで利ききの狗牙絶ちである岩洞が死んだ。


　狗牙に殺された。


　岩洞を殺せるほどの狗牙が近くにいる。


　そう思った若手狗牙絶ち衆は驚きよう愕がくし、動どう揺ようし、不安に駆かられた。


　彼らは岩洞の死について深く考えることもせず、岩洞の遺体を詳しよう細さいに調べることもしなかった。


　駿ですら岩洞の遺体の不自然さが気になったというのに。


　たぶん調べようとしても、伊砂がなんらかの理由をつけて止やめさせたのだろうが。


　抑そもそも、岩洞が死んだと言ったのは誰だれか。


　伊砂だ。


　他の可能性など一いつ顧こだにせず、彼女は断定した。


　ミステリふうに言えば、伊砂によってミスリードが為なされたことになる。


　岩洞が死んだことにしてしまえば、以降、岩洞はフリーハンドで動けるようになる。


　椥なぎ辻つじと鳴なる滝たき。


　このふたりは、おそらく岩洞に襲おそわれ殺されたのではないかと駿は疑っている。


　椥辻のほうは、もしかすると伊砂が手を下したのかもしれないが、鳴滝は岩洞だろうと思う。


　鳴滝は突つき殺されていたのだ。


　そして伊砂と岩洞が犯人だとしたら、いくら戸と締じまりをしても意味がない。


　此この場所が合宿に使われることを知っていたふたりなら、秘密の抜ぬけ道だって知っていたはずだ。


　いや、そうではなく、あんな秘密の抜け道があったからこそ、此こ処こが合宿場所として使われたのかもしれない。


　あるいは此処を使うことにして、それから抜け道を造らせたのか。


　なんのために？


　狗牙の仕し業わざだと思わせておき、自分たちが密ひそかに若手狗牙絶ち衆を殺すため。


　ひょっとしたら伊砂さんは、あの抜け道が俺たちに見つかることまで予想していたのかもしれない、と駿はそこまで考えた。


　実際、抜け道を見つけた鳴滝はひとりだけ先走って、挙あげ句くに殺されてしまったのだ。


　狗牙絶ち衆の実力者ふたりが、集まった若手狗牙絶ち衆を殺そうとした。


　そして実際に殺した。


　それだけでも衝しよう撃げき的なのに、さらに恐おそろしいのは狗牙が襲ってきたことだ。


　上かみ桂かつらは狗牙に襲われ、殺された。


　駿たちの目の前で。


　それが何を意味するのか。


　伊砂と岩洞が狗牙を手引きしたということに他ほかならない。


　要するにふたりは、二重の意味で裏切り者なのだ。


　仲間である若手狗牙絶ち衆を自らが襲い、そして殺し。


　あるいは狗牙を手引きして狗牙絶ち衆を襲わせ、殺させた。


　理由は判わからない。


　香月たちに判らないのに、外部の人間である駿に判るはずがない。


　しかし、伊砂と岩洞が裏で狗牙となんらかの取引をしているのは確実のように思える。


　だからこそ、明はあれほどの衝撃を受け、茫然自失になってしまったのだ。


　だが、理由の詮せん索さくは後でもいい。


　今はもっと大事なことがある。


　生きて此の場所から脱だつ出しゆつする。


　それこそが最優先課題。


　最重要命題。


　ふたりの裏切りの理由を考えるのは生せい還かんが成なってからの話だ。


　生還できるだろうか。


　駿は甚はなはだ心こころ許もとない。


　相手は腕利きの狗牙絶ち衆ふたり。


　一方、此方こちらは実戦経験者がかろうじてふたりいるだけで、残りは今回が初めての実戦となった、いわば初級者。


　香月なら、互ご角かく……とまではいかなくても、まともに闘たたかえるだろうけど、明や棚倉兄妹は一対一では勝負にならないだろう。


　もっとも雅美と暁壬は「ふたりでひとり」という闘いをすると自ら言っていた。


　つまり二対一でもまだ勝てないことになる。


　三対一で、ようやくどうにか闘えるというレベルだろう。


　であれば、香月がひとりを引き受け、別のひとりとは三対一で闘ってもらうしかない。


　それが駿と香月の下した結論だった。
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「駿はふたりだろうと予測している」


　三人の視線が集まった。


　駿は静かに首肯うなずいてみせる。


「香月さんは……どう思うの？」


　と明が訊きくと。


　香月は軽く肩かたをすくめるようにして応こたえた。


「前提となる推測が正しければ、ふたりなんだろうな」


　明がごくりと唾つばを呑のみ。


　棚倉兄妹が顔を見合わせた。


「なんかさぁ」


「勝てる気がしないわよね」


　ふたりは不安そうな表か情おを香月に向ける。


「どうやって闘えばいいのかな？」


「勝算はあるのかしら？」


　香月は胸を張って応えた。


「勝算は、ない」


　明と棚倉兄妹が、がくぅっとずっこけた。


「それでも闘いは避さけられない。此こ処こが何ど処こかを知らない我々は、どちらへ逃にげればいいのか判らないし、森の中にまだ狗牙が潜ひそんでいる可能性も皆かい無むとは言えない」


「うん……でも」


「勝算はないが、少しでも勝利の可能性を高める努力はする。現状、わたしたちにできるのはそれだけだ。それこそが生き残るための唯ゆい一いつの方法だよ、明、雅美、暁壬」


　三人は香月の迫はく力りよくに気け圧おされたように上体を引いた。


「さて、その可能性を高める方策だけど」


　今度は三人が身を乗りだすようにして香月の口許を見つめる。


「二対四の闘いでは不利だ。というより、抑そもそも、此の建物の中では六人が入り乱れて闘えるような戦せん闘とう空間が確保できないからな。それにだ、相手方に闘いの主導権を握にぎられてしまうと、各個撃げき破はされかねない。そんな事態だけは避けなくては」


　三人が小さく首肯うなずいた。


　駿も内心で首肯いている。


　この辺は、すでに駿と香月とで煮に詰つめてある部分だ。


　いま駿が考えているのは。


　思案しているのは。


　決めかねているのは。


　その先のことで。


　香月が話を再開させるのを横目に、駿は沈ちん思し黙もつ考こうに入った。


「かといって、外に飛びだしてしまえば逆の意味で不利になる。判るな？」


　明が目を細めて香月を見た。


「外……って、岩洞さんの得え物もののこと？」


「正解だよ、明」


　あ、なるほど、と兄妹も手を打った。


「岩洞さんの得物は槍やりだ。戦闘空間が広く取れる場所で漫まん然ぜんと闘っても、向こうが有利になるだけだ。槍と刀の組み合わせは、相当に厄やつ介かいだぞ」


「そうだね。あたしのも槍だけど、ちょっと特とく殊しゆな形状だし、二本繫つなげても、岩洞さんの槍より短いだろうし」


「ということで、できれば建物の中で迎むかえ撃うちたい。そうなれば、槍の有利さは消える。わたしが伊砂さんを引き受けるから、君たちは岩洞さんを引き受けてくれ」


「え？　香月さん、それでいいの？」


「いいか悪いかは関係ない。それしかないだろうと、そう思うだけだ」


「あのさ」


　と雅美が口を挟はさんできた。


「なんだ？」


「やっぱり、一乗寺さんも引っ張り込んだほうがいいんじゃない？」


「そうよね」


　暁壬も大きく首肯いた。


「あの人がいるかいないかで、此方の戦闘力は段だん違ちがいよ？」


　一乗寺の名前が聞こえたので駿が顔を上げると、香月が困った表か情おで頭を搔かいていた。


「それは判っているのだが。しかし、あの人に今の話をしたところで、はいそうですかと信じてもらえる自信がない」


「確かに」


「ないわよね」


　兄妹きようだいが、はぁ～～っとため息を吐つく。


「あの人、意外と頑がん固こなんだよねぇ」


「意固地だしねぇ」


「疣いぼ痔じよりはいいけどねぇ」


「雅美、今しばらくはそういう冗じよう談だんを言わないほうがいいと思うけど～～？」


　雅美が、ぎくりと顔を振ふり向けると。


　眉まゆを顰ひそめて自分を睨にらんでいる香月と目が合ってしまう。


　慌あわてて目を逸そらせた雅美は、


「うんうんうん、そうする」


　と妹に向かって首肯うなずいた。


　駿は思わず苦笑してしまう。


　でもさぁ、と明が言った。


「香月さんと伊砂さん……伊砂。あたしたちと岩洞……ってのは判ったけど、どうやってそういうふうに仕向けるの？」


　明は敢あえて呼び捨てにすることで、ふたりに対する闘とう志しを呼び起こそうとしているようだった。


「それに関しては」


「関しては？」


　三人が身を乗りだした。


「出たとこ勝負だ」


　三人が三人とも、思い切り情けない表か情おになってしまう。


「……そんなに胸を張って言われましても」


　明は大いにぼやいた。


「しかし、そこは臨機応変にいくしかない。闘いというものは。斬きり合いというものは。何い時つだって出たとこ勝負だし、何時だって臨機応変さが命だよ、明」


「うんまぁ……そうなんだろうけど……」


「なぁ、香月」


　四人が一いつ斉せいに顔を駿に振り向けた。


「ん？　どうした、駿？」


「やっぱり、一乗寺さんにも話すべきじゃないかな？」


「しかし、駿、美玖が此方こちらにいる限り、あの人は耳を貸してくれないと思うのだが」


　このとき、美玖がうっすらと目を開けたのだが、香月を含ふくめてそれに気づいた者は誰だれもいなかった。


「とも思うけどさ。でも、結論はどうであれ。一いつ緒しよに闘ってくれなかったとしても。それでも話だけはしておいたほうがいいと思うんだ。つまり、警告をしておいたほうが」


「うん、そう……だな」


　小さなため息を吐ついた香月が、大たい儀ぎそうに立ちあがった。


「では、話をしに行ってくる」


　明が吃驚びつくりした表か情おで訊きいた。


「え？　香月さん、此こ処こを離はなれちゃいけないでしょ？　だって」


　明は視線をずらして、ちらっと美玖を見た。


　先ほど一いつ瞬しゆんだけ開かれた美玖の目は、今はまた閉とじられている。


　香月は軽く頭かぶりを振った。


「これだけ時間が経たったのに狗く牙がに変わらなかったんだ。もう変わらないだろう。わたしはそう判断した。だから」


　香月は続く言葉を探すような素そ振ぶりで視線を宙に彷徨さまよわせたが、しかし、それも一瞬だけのこと。


　直すぐに視線を明に戻した香月は、強い意志の籠こもった口調で言った。


　言い切った。


「わたしが美玖を見張る必要なんて、もうないんだ」


　明の顔がぱっと輝かがやいた。


　駿も密ひそかに安あん堵どの息を吐はく。


　どういう心境の変化かは判らないが、香月の決断が駿にはとても嬉うれしかった。


　命いのち懸がけで香月の前に立ちはだかったかいがあったなと、そう思う。


　そうだ。だからこそ。俺たちは三人揃そろって帰らなきゃいけないんだ。遊眞あそまさんの道場へ。であれば、俺はもう一度命を懸けるべきなんじゃないだろうか。


　香月たちが負ければ、駿も殺される。


　狗牙絶ち衆だけを殺して、部外者の駿を見み逃のがしてくれるほど伊砂は甘あまくないだろう。


　何しろ駿は此処で起きたことの生き証人なのだから。


　しかし、何かをしようとしても、香月を手助けしようとしても、戦闘では門外漢の駿にできることは何もない。


　いや、本当に何もないだろうか。


　自分にもできることはあるのではないだろうかと駿は自問する。


　あるような気がする。


　しかし。


　下へ手たなことをすれば、香月の闘たたかいの邪じや魔まをしてしまう。


　それだけは避さけなくてはならない。


　どうするべきか。


　何かをするべきか。


　それとも。


　何もしないほうがいいのか。


　でも。


　香月たちの闘いをただ見ているのは嫌いやだと思う。


　香月たちが殺されるのをただ見ているのは嫌だと思う。


　自分が殺されるときを何もせずに迎むかえるのは嫌だと思う。


　駿は香月を信じたいとは思うが、しかし。


　あらゆることを想定して対策を練っておくのは必要なことじゃないだろうか。


　香月はなんと言うだろうか。


　余計なことをするな？


　却かえって邪魔なだけだ？


　あるいは……。


「では、行ってくるよ」


　立ちあがった香月が弱なゆ竹たけを腰こしに差し、部屋から出ていこうとする。


「あ、待って、香月。俺おれも行く」


「しかし、駿」


「香月だけだと、話し合いにならないかもしれないだろ。部外者の俺がいたほうがいいと思う」


「……そうかもしれないな」


　意外にあっさりと香月は駿の申し出を受け容いれた。


「では、明、雅美、暁壬。留守番を頼たのむ。美玖の様子に注意していて欲しい」


「うん、任せて」


　明は右手を水平に挙げ、ぐっと親指を立ててみせた。


　一方、棚倉兄妹は。


「香月さんと駿さん、ふたりきりになったからって、いちゃいちゃしてたら駄だ目めだよぉ？　ねえ、暁壬」


「そうよね。いちゃいちゃするなら、わたしたちの前でして欲しいわよね、雅美」


「君たちは……いや、もういい」


　諦あきらめ切った表か情おで、香月が小さく首を横に振った。


「行こう、駿」


「うん」


「行ってらっしゃ～～い」


　兄妹は、にこにこと笑いながら手を振った。
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　食堂のほうへ廊ろう下かを少し歩いたところで、駿は香月を呼び止めた。


　振り返った香月は、駿の様子が普ふ通つうではないのに気づいて眉まゆを寄せる。


「どうした、駿？」


「あのさ、こうなった以上、あらゆる事態を想定して、すべての場合に備えておくべきだと思うんだ」


「そうだな。それが？」


「こんなこと言い難にくいんだけど、だからもしも万が一、香月が伊砂さんに負けそうになったときの話」


　香月は、ふぅと息を吐はく。


「万が一ではないよ、駿。わたしとあの人は技術的にはほぼ互ご角かくかもしれないが、経験値が違ちがいすぎる。生きるか死ぬかの闘いでは、経験が何よりものを言うのだから。なんとか食らいつくつもりだけど、それでも勝てない場合はあるだろう。そのときは、なんとしてでも相討ちに持ち込んで彼女を斃たおすつもりだ」


　険けわしい表か情おになった駿が低い声で言った。


「それじゃ駄目だ、香月」


「は？」


「俺たちは一いつ緒しよに戻らなきゃ。俺と。香月と。美玖ちゃんで。三人揃そろって遊眞さんのところへ戻らなきゃ」


「それはそのとおりだ。だけど駿、こちらの思うような展開になるとは限らない。さっきも言ったけれど、彼方あちらのほうが経験を積んでいる。わたしは……勝てないまでも負けない闘いをせざるを得ない。わたしは君に死んで欲しくないから」


　香月のその言葉に、駿の胸は熱くなる。


　彼は少し表ひよう情じようを和やわらげた。


「ありがとう、香月」


「あ、いや、べつに、そんな改まって礼を言われることでは」


「香月、俺さ」


「うん？」


「此処から無事に戻れたら、香月といちゃいちゃしてみたいな」


　香月の目が点になった。


「………………は？」


「あ、でも、いちゃいちゃというのは少し違うか」


　と駿は首を捻ひねるが。


　香月の目には大いなる疑念が浮うかんでいる。


「駿。君まであの兄妹きようだいと同じように、こんなときにそんな冗じよう談だんを言うのか」


「ごめん、言葉が悪かったね。そうじゃなくて、なんて言えばいいか……例たとえば、もっと香月の傍そばにいたいというか、もっと香月のことを見ていたいというか、もっと香月の役に立ちたいというか。俺が言いたいのは、そういうことなんだ」


「あ……」


　香月は驚おどろいた表か情おで固まり、次に慌あわてて顔を背そむけた。


　赤くなっているだろう自分の顔を駿に見られないようにと。


「何も、こんなときにそんなことを言いださなくても」


「でもさ、いま言っておかないと、言う機会が永遠に巡めぐってこないかも……しれないじゃないか」


「いや、だから、そんなことは……」


　絶対にない、と香月は断言できなかった。


　皆みなが揃ってここから生せい還かんする。


　その可能性は、あまり高くないように思える。


　けれど。


　駿を生還させることなら、そう、できるかもしれない。


　わたしが命を懸ければ。自分の身を犠ぎ牲せいにすれば。相あい討うちとなっても、伊砂と岩洞さえ倒たおしてしまえば。


　今日にも遊眞が来るかもしれないのだ。


「俺はさ、香月」


　という駿の声こわ音ねの真しん剣けんさに、香月は思わず顔を振り向けた。


「香月と一緒に還かえりたいんだ。そのために、香月の役に立ちたいんだ」


「駿、君の気持ちはありがたい。そしてわたしの……」


　自分の顔が熱を持っているのを感じながら、香月は言葉を継ついだ。


「わたしも同じ気持ちだよ、駿。もっと君と一緒にいたいと思う。もっと君のことを知りたいと思う。君がどう感じているかは判わからないけれど、これはべつに君を殺そうとしたことへの贖あがないでもなんでもない」


　香月のその言葉を聞いて、駿は心の底から嬉うれしくなった。


「でも。万が一、最悪の場合」


　香月の表か情おが少し歪ゆがむ。


「君には生還して欲しいんだ。君にだけは。そうでないと、わたしは君を巻き込んだ責任感に潰つぶされてしまう」


「香月がどう感じているか判らないけど」


　と駿も同じように言う。


「俺は巻き込まれたことを恨うらんだりしていないよ。むしろ喜んでいる。香月や美玖ちゃんや遊眞さんと知り合えて、短い間だったけど一緒に暮くらせて楽しかった。ほら、俺の家、両親が長いこと不在だろ。だから嬉しかったんだ。家族の温ぬくもりって、きっとこんななんだろうなって思えて。だから、香月が俺を巻き込んだことを気にする必要はないんだ」


「ありがとう、駿」


「というわけだから」


　駿が柔やわらかく微笑ほほえんだ。


「俺だけ還るなんて駄目だよ、香月。一緒に還ろう。美玖ちゃんも連れて還ろう」


　駿の笑顔を見た香月は。


　思わず胸が熱く、そして痛くなる。


　涙なみだが出そうになるのを、歯を食いしばって堪こらえた。


「しかし、現実問題として、駿。わたしは君に勝利を約束できない」


「だったら、俺が香月に勝利を約束するよ」


「え？」


「いや、約束は無理か。まぁでも、可能性は高くなる……んじゃないかな」


「ど、どういうこと？」


「ちょっと考えたことがあるんだ」


　駿は右手の指を動かして香月を手招いた。


「な、何を考えたのだ？」


　駿は近づいてきた香月に顔を寄せ、耳打ちするように囁ささやいた。


　駿の話に耳を傾かたむけていた香月だが、しかし直すぐに驚きの表か情おになって上体を引き、駿を見つめた。


「どうかな、香月？」


「どうかなって……そんな無茶な……無む謀ぼうなことはできないよ、駿」


「無謀とまでは言えないと思うんだけど」


「無謀だよ。だって、一歩間ま違ちがえたら、君は……君が死んでしまう」


　それはそのとおり。


　失敗すれば駿は死ぬだろう。


　失敗したときのことを考えれば。


　恐こわくないわけがない。


　しかし、成功すれば可能性は高くなる。


　香月が伊砂を倒す確率は跳はねあがるはずだ。


　だからやってみる価値はあると、駿は考えた。


　どうせ一度は死んだ身だし、香月が負ければ、やっぱり死ぬんだし。


　それだけではない。


　駿は香月の役に立ちたかった。


　なんとしても香月を手助けしたかった。


　その思いが恐きよう怖ふを振ふり払はらってくれた。


「そうだけどさ。でも、香月が負けたら俺も死ぬんだよ。俺が死なないためには、俺も命いのち懸がけで香月の闘たたかいを助けるべきだと、そう思ったんだ」


「し、しかし。それでは仮かりにわたしが勝ち残ったとしても、君が死んでしまう虞おそれがある。わたしはそんな策を採とりたくないよ、駿」


「でも」


「だから」


　駿と香月は互たがいに見つめ合い。


　そのまま黙だまり込んでしまった。


　駿の提案は香月の了りよう解かいを得ることはなく。


　かといって、香月は駿の提案を拒きよ絶ぜつしたわけでもなく。


　どうすればいいのか。


　どうしたらいいのだろうか。


　ふたりは考え込んでしまう。


　しかし。


　駿の提案に対する香月の結論は、とうとう出ないままに終わる。


　何な故ぜならそのとき。


「貴様っっっ!?」


　はっとして、駿と香月が顔を振り向けた。


　声は食堂のほうから聞こえた。


　そして声は確かに一乗寺善樹のものだった。


「まさか」


「もう来たっ!?」


「抜ぬけ穴あなを使ったか！」


　香月の躊ちゆう躇ちよは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。


「駿、君は食堂には来るな、此こ処こにいろ！　もしものときは明たちのところへ」


　そう言い残すと、香月は身を翻ひるがえした。


　左手で左ひだり腰こしの狗く牙が絶だちの劔つるぎを押さえ、滑すべるように走り、あっという間に食堂へと飛び込んでいった。
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　廊ろう下かにひとり取り残された駿は迷った。


　どうするか。


　どうするべきか。


　自分の提案は、結局、結論が出ないままだ。


　出ないまま、最後の闘たたかいが始まろうとしている。


　どうする。


　どうすればいい。


　駿はまだ決められない。


　香月は言った。


　わたしはそんな策を採りたくはないと。


　それは駿の身を案じてくれた彼女の思い遣やりの言葉。


　彼女のその言葉が、駿の覚かく悟ごを、駿の決意を、少しだけ鈍にぶらせる。


　けれどやっぱり、すべてを香月に任せてしまうのは。


　香月の未来も。


　自分の未来も。


　美玖や明や棚倉兄妹の未来も。


　すべてを香月に背負わせてしまっていいはずがない。


　香月の言葉を無視して香月を救うために動くのは、出過ぎた真ま似ねなのだろうか。


　香月の言葉を尊重して、香月の抜ばつ刀とう術じゆつを信しん頼らいして、ここは香月にすべてを任せるべきなのだろうか。


　結論はもう出ているはずだった。


　しかし、一歩が踏ふみだせない。


　駿は迷った。


　もう時間はないのに、最後の一歩が。


　食堂で伊砂と香月が対たい峙じすれば。


　直ぐに斬きり合いが始まり。


　さほど時間がかからずに決着を見るだろう。


　決めなくては。


　俺は決めなくては。


　どうするかを。


　俺はどうしたいのかを。


　たとえ自分の命が危険に晒さらされたとしても。


　しかし、勝手に動いて香月の邪じや魔まをするようなことはしたくはない。


　俺は。


　俺は……。


　俺は…………。


　いや、いくら考えていても何も変わらない。


　やってみよう。


　俺自身に賭かけてみよう。


　俺が鞘さやの体質だというのなら。


　俺が此こ処こにいる理由は、刀である香月の役に立つためだ。


　俺が香月と出で遭あったのは、刀である香月を助けるためだ。


　運命という言葉を使うのは少し安っぽい気がするけれど。


　でも、ふたりの出遭いは何か特別なものだったのだ。


　ふたりの出遭いに何か意味があるのなら。


　ここで駿がするべきことは自おのずと明らかだろう。


　駿は決めた。


　自分の未来を。


　自分と香月の未来を。


　駿は。
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　駿は視界の端はしにその男の姿を捕とらえていた。


　その男、岩洞那原なばるの姿を。


　しかし、今の彼には何もできない。


　明や雅美、暁壬を手助けすることは彼には不可能。


　三人がなんとかして岩洞を撃げき退たいしてくれるよう、此処で祈いのることしかできない。


　だが。


　香月のほうは、どうだ？


　香月であればできるのではないか。


　香月を手助けすることは。


　香月と共に闘うことはできるのではないか。


　そうだとも。俺は香月のために動こう。たとえそれが自分の命を危険に晒さらすことだとしても。とはいえ、俺だって簡かん単たんに死ぬつもりはない。たぶん大だい丈じよう夫ぶなはずなんだ。だって俺は……俺は鞘なんだから！


　駿は我知らず駆かけだしていた。


　食堂へ向かって。


　いましも食堂では、香月と伊砂が最後の決着をつけるべく闘い始めたはずだ。


　斬り合いを始めたはずだ。


　香月が勝てるのなら、それでよし。


　だが、もしも香月が負けそうになったら、そのときは。


　そのときこそ。


　駿は覚悟を決めていた。


　自分の命を懸かけて。


　あるいは自分の命を賭けて。


　香月に逆転勝利をもたらしてやると。
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　食堂に飛び込んだ香月の目に入ってきたものは。


　床ゆかに倒たおれている一乗寺善樹。


　白い学ランは鮮せん血けつで赤く紅あかく染まり。


　抜き身みを提さげたままの伊砂斉いつきが、冷ややかに一乗寺を見下ろしている。


　一乗寺の体の周りは血ち溜だまりができていて。


　伊砂の刀は血に濡ぬれていて。


　一乗寺は低く呻うめいたまま動こうとしない。


「伊砂斉！」


　伊砂がゆっくりと顔を巡めぐらせた。


　左手の親指で鍔つばを押し、香月は弱なゆ竹たけの鯉こい口ぐちを切った。


　右手を柄つかに乗せ、何い時つでも抜ばつ刀とうできる体勢のまま、じりっと足を前に運ぶ。


「来たか、カヅキン」


「その名でわたしを呼ぶな！」
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「あまり驚おどろいてないね。ってことは、判わかっていたのかな、カ、ヅ、キ、ン」


「判っていたよ。もっとも貴様が黒くろ幕まくだろうと推理したのは、わたしではなく駿だけど」


「ふぅん。やっぱりあの子、面おも白しろいね。此処で殺してしまうのは少し残念だな」


「殺させたりはしない。駿はわたしが護まもる。貴様を斬って」


「カヅキンに斬れるかな、わたしが」


「斬れなくても。相討ちでも。駿に手出しはさせない」


「うわぁ、聞いてるこっちが恥はずかしくなるような熱愛宣言だね、カヅキン」


「どうとでも言え。そんなことより」


　香月は一瞬、倒れている一乗寺に視線を向けたが、直ぐに視線を戻もどした。


「何な故ぜこんなことをした!?　何が目的だ!?　我々を殺してどうするつもりだ!?」


「そうだねぇ。君たちを殺す理由……理由は」


　伊砂は、にたりと笑った。


　その笑みはどす黒く陰いん惨さんで、香月は軽い吐はき気けを覚えた。


「今が二十一世紀だってことかな。時代は変わっているんだよ、カヅキン。狗牙も変わる。となれば、狗牙絶ち衆だって変わらざるを得ないだろう？」


「……意味が判らない」


「判らなくてもいいよ。カヅキンはどうせ此処で死ぬんだから。カヅキンだけじゃなく、みんな此処で死ぬんだから。わたしたちの思おも惑わくなんか聞いたって意味ないよ」


　わたし……たち？


　香月は伊砂の言葉尻じりが気になった。


　つまり伊砂の行動は、狙ねらいは、彼女ひとりのものではないと？　共通の目的を持つ仲間がいるというのか!?


「そうか。では気が変わったら言うがいい。わたしに斬られた貴様が死ぬ前に気が変わったらな」


「言うね言うね、カヅキン」


　刀の切っ先を上げた伊砂は嬉うれしそうな表か情おを隠かくそうともせず、じりっと前に出てきた。


「それにしても、一乗寺がカヅキンたちと一いつ緒しよでなかったのはラッキーだった。いちばん警けい戒かいすべきはカヅキンと此奴こいつだからね」


　香月も抜刀できる体勢のまま間合いを詰つめていく。


「そうだな。それは失敗したと思っている」


「まぁでも、その場合はガッチンとふたりでかかればいいだけだ。残りの雑ざ魚こは脅きよう威いにはならない」


「わたしにふたりがかりで来ないのか？」


「カヅキンだけなら、わたしだけでもなんとかなるさ。もっとも此処での斬り合いが長引けば、いずれガッチンが駆かけつけてきて二対一になるよ」


「つまり、残りの者のところへ向かったというわけだ」


「おや。それも織り込み済ずみ？」


「その程度のこと、充じゆう分ぶんに想定の範はん囲い内だ」


「それも葛かつら城ぎ君の読みかい？」


「そうだと言ったら？」


「ますます殺すのが惜おしくなった。でも殺すけどね」


「殺させはしない！」


　ダイニングテーブルを挟はさんで、伊砂と香月が睨にらみ合う。


　さすがに踏み込んで抜刀するにはテーブルが邪魔だ。


　しかしそれは伊砂のほうも同じこと。


　ふたりは足を止めたまま、其そ処こで相手の出方を探る。


　しかし。


　時間的な余よ裕ゆうがないのは香月のほうだ。


　明と棚倉兄妹が、岩洞相手にどこまで保もつかが心配だ。


　三人がなんとか岩洞の攻こう撃げきを撥はね返している間に加勢に駆けつけたい。


　そのために、なるべく早く伊砂を倒さなくてはならないのだが、しかし、そう甘あまい相手ではないことも承知している。


　焦あせっては駄だ目めだ。しかし、のんびりしているわけにもいかない。どこかで勝負をかける必要があるのだが……。


　抜刀の体勢のまま、香月は相手の動きに神経を集中させる。


　向こうが先に動いてくれれば、つけ込む隙すきもできそうだが、しかし、そうそうこちらの思おも惑わくどおりにはいかないか。


　とそのとき。


　食堂の出入り口のほうで人の気配がした。


　岩洞？　いや違ちがう。これは……駿か!?


　香月の意識がほんの少し逸それた。


　図らずもそれが、伊砂が先に動くきっかけを与あたえる形となった。


　伊砂がテーブルを蹴けった。


　テーブルは勢いよく香月のほうへと倒れてくる。


　香月が跳とび退すさってテーブルを避よけたが、その僅わずかな隙を伊砂は衝ついてきた。


　テーブルを飛び越こえた伊砂は、一気に間合いを詰めて香月に斬きりかかる。
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　明たちが残った部屋に、ひとりの男が音もなく足を踏ふみ入れた。


　誰だれかが近づいてくる気配──それは駿や香月のものではありえない剣けん呑のんな雰ふん囲い気きをまき散らしていた──に気づいていた明や棚倉兄妹は、ついに来るべきものが、いや者が来たことを知った。


　その男、岩洞那原は部屋の中を見み渡わたし、小さな声で呟つぶやいた。


「死に損ないがひとりに雛ひよこが三人か」


　彼は続けて何か一言二言口にしたが、それは声が小さすぎて明たちのところまでは聞こえなかった。


　おそらく「問題ない」とか、その類たぐいの言葉だっただろう。


　岩洞が平然と槍やりを構えたのを見て、明が戦せん慄りつする。


　狭せまい部屋の中で振ふり回すには、岩洞の槍は長すぎる。
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　それでも彼は、平然と部屋に足を踏み入れ、平然と槍を構えている。


　自分が不利だなどとは欠片かけらも思っていない証しよう左さだ。


　あたしが此こ処こで闘たたかう場合は、決して二本を繫つなげようとはしない。左右に一本ずつ持って闘う。なのに此奴こいつは……。


　岩洞はベッドの上に横たわる美玖を一いち瞥べつしたが、特に何もしなかった。


　美玖が瀕ひん死しの重傷であることを見み抜ぬいたから無視したのだろう。


　どのみち動けないのだから、三人を始末した後に止とどめを刺させばいいという判断か。


　その判断は間ま違ちがっていない。


　明らかに間違っていなかった。


　明と雅美、暁壬は、岩洞に圧おされるようにじりじりと後ろに下がり。


　そして窓際まで下がると、もう後がなくなった。


「死ね」


　低い声で一言だけ発した岩洞は静かに槍を引いた。
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　槍やりでの闘たたかい方を熟じゆく知ちしているのは、自分も槍使いである明あきらだ。


　だから三人の間では、まず明が岩がん洞どうに立ち向かい、棚たな倉くら兄妹きようだいは参戦の機会を窺うかがうということで話がついていた。


　部屋で闘うにしろ廊ろう下かで闘うにしろ、三人が同時にかかれるような戦せん闘とう空間はとうてい確保できない。


　特に雅まさ美みと暁あき壬みは「ふたりでひとり」という闘いをするから、一対一で闘うときよりも広い戦闘空間が必要となる。


　兄妹は狭せまい場所では実力を十二分に発はつ揮きできない。


　かといって闘いの場を屋外に移せば、今度は岩洞が持つ長なが柄えの槍が、その威い力りよくを存分に発揮してしまう。


　やはり室内で迎むかえ撃うつしかないのだ。


　となれば、明が相手をするのが当然の策である。


　もしも明が岩洞の動きを抑おさえることができたら、そのときにはふたりが岩洞を攻こう撃げきするチャンスも生まれるだろう。


　問題は、明に岩洞を抑えられるのか否いなかということだ。


　岩洞は腰こしの辺あたりに構えた槍を、明の胴どう体たいに向かって真まっ直すぐに突ついてきた。


　恐おそるべき速さと大きな破は壊かい力りよくのある鋭するどい突きだった。


　部屋は狭くても縦に長いから、真っ直ぐに突くだけならさほど問題はない。


　逆に言えば、この場所では槍を突くことしかできないわけだ。


　槍を振ふり回したり振りおろしたり横に薙ないだりはできない。


　そんなことをしようものなら部屋の天てん井じようや壁かべに槍がぶつかるだけで、相手に大きな隙すきを見せることになる。


　だから明は、相手が突いてくることを予測していた。


　突いてくることしかできないと予測していた。


　岩洞の突きがいくら鋭くても、いくら威力があっても、予測さえできていれば、明でも対応が利きく。


　分割した槍を両手に持った明は、穂ほ先さきを交差させるようにして岩洞の槍を受け止め、軌き道どうを逸そらせた。


　明は岩洞に対して半はん身みになっている。


　体たい側そくを向けているから、正対しているときより的まととなる表面積が小さい。


　相手の攻撃が突きに限られるのであれば、こうして少し軌き道どうをずらしてやればいい。


　岩洞の槍の穂先は虚むなしく空間を貫つらぬいただけだった。


　岩洞は素早く槍を引いた。


「ふむ」


　岩洞は小さく首を捻ひねり、己おのれの槍の穂先を見つめて低く小さく呟つぶやいた。


「今度は連撃で行こう」


　もう一度、岩洞が突いてきた。


　明は前回と同様に、二本の槍を交差させ受け流す。


　岩洞は目にも留とまらぬ速さで槍を引き、続けざまに突いてきた。


　二度、三度、四度。


　狙ねらいを微び妙みように変えたその連続攻撃を、明はその場ですべて受け流した。


　行ける！


　明は確かな手て応ごたえを感じていた。


　相手の突きがどれほど速くても鋭くても、予測ができている限り受け流せる。こうして時間を稼かせいでいれば、そのうち香か月づきさんが伊砂いすかを倒たおして駆かけつけてくれる。そうすれば。


　明の表か情おに希望の色が点ともった。


「ふむ」


　また岩洞が首を捻った。


「少し舐なめていたか」


　改めて岩洞が構え直した。


　足を軽く前後に開き。


　槍を右腰の横に置き。


　今まで同様、突いてくる体勢だ。


　少なくとも明にはそう見えた。


　さっきは四連。今度はもっと来るかな。でも大だい丈じよう夫ぶだ。あたしはやれる。受けられる。


　明はそう自分に言い聞かせた。


　しかし。


　岩洞の動きは明の予測を裏切るものだった。


　岩洞は不意にその巨きよ体たいを沈しずめた。


　低く、低く。


　まるで床ゆかに這はい蹲つくばるかのように低く。


　明は一いつ瞬しゆん、岩洞の体を見失ったが、直ぐに気がついた。


　岩洞の巨体が床に張りついている。


　まるで大きな蜘く蛛もか蛙かえるが其そ処こにいるようだ。


　なんだ!?　あれはなんだっ!?　何をしようっていうんだっ!?


　岩洞が極限まで姿し勢せいを低くしたせいで、槍も床につきそうな低さになっている。


　岩洞が這い進むように前に出たその瞬間、槍の穂先が跳はねあがった。


　柄えの後こう端たんは床につくほど低い場所にあるから、槍が四十度近い角度で持ちあがっても、穂先が天井にぶつかることはなかった。


　岩洞はそのまま槍を振りおろした。


　！！！！！っっ。


　この場所では槍を突くしかない。


　突くことしかできないと思い込んでいた明は、完全に対応が遅おくれてしまった。


　がら空きになっていた明の頭上目がけて穂先が迫せまる。


　明の眼前で穂先が煌きらめいた。


　殺やられたっっっ。


　明は自分の頭に迫り来る穂先を、呆ぼう然ぜんと見つめることしかできなかった。
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　伊砂の切っ先が香月の体に迫った。


　香月は最小の刀捌さばきで伊砂の斬ざん撃げきを受け流してから後方へ下がった。


　伊砂から視線を外さないまま、香月は背後にいる駿しゆんに鋭い問いかけを放つ。


「駿、君はどうしてここに来た!?」


「香月を助けるためだよ」


　そう応こたえる駿の声には落ち着きが感じられた。


　それは覚かく悟ごと言い換かえてもいい。


「馬ば鹿かな。君は……」


　と言いかけた香月を駿が遮さえぎった。


　彼の囁ささやき声が香月の耳に届いた。


「やろう、香月。君が命を懸かけて俺たちを護まもろうとするなら、俺おれも命を懸けて香月を護る。だから、ふたりでやろう」


　香月は、ふぅとため息を吐つく。


「判わかった。だが、それは最後の手段だ」


　香月は抜ぬいた刀をいったん納刀して。


　そのまま、するすると前に出た。


　駿を危険な目に遭あわせなくても、わたしが勝てばいいんだ。わたしが伊砂を斬きればいい。もう一度駿を殺すなんて、ご免めん蒙こうむりたい。


　相手が間合いに入った瞬間、香月の左手が鋭く鞘さやを引き。


　同時に右手首が返る。


　いつの間にか現れた白はく刃じんが宙を疾はしり。


　伊砂の体に迫った。


　伊砂は手にした刀を最小最短の動きで体の右前方へと動かし、刀の峰みねで香月の刀、弱なゆ竹たけの軌道を逸そらせた。


　香月の渾こん身しんの抜ばつ刀とうを軽々と受け流してしまうとは、伊砂斉いつきもさすがに歴戦の兵つわものである。


　逸れていった香月の刀はすぐに空中で止まり、方向を転てん換かんして再び伊砂に襲おそいかかる。


　元々、斬撃は相手の体の前で止めるものだ。


　だから空くうを切っても逸らされても、すぐに次の攻こう撃げきが可能になる。


　だが、香月の鋭い連撃も、伊砂はすべて受け流し、あるいはかわしてしまった。


　ちっっ。


　内心で舌打ちして、香月は伊砂から距きよ離りを取る。


「どうしたの、カヅキン。それで終わり？」


　さすがだな。ここまで見事に受け流されたのはお師し様さまを除けば初めてだ。もっとも、お師様の場合は、受け流すだけでなく反撃されて一本取られるから、反撃されていないだけまだましか。しかし、いつまでもこうしてはいられない。


「じゃあ、今度はこっちから行くよ」


「駿、下がって」


「ん……ああ」


　駿は慌あわてて出入り口のところまで後こう退たいする。


　鋭い風かざ切きり音が響ひびく。


　伊砂の激げき烈れつな斬撃が香月に迫り。


　香月は華か麗れいな足捌きで伊砂の白刃をかわす。


　かわし、反撃の刀を振ふるう。


　伊砂も香月の斬撃をかわし。


　間かん髪はつを容いれずに刀を振るってくる。


　風切り音が止むことなく響き。


　食堂内の空気が震ふるえる。


　駿たちは食堂で寝ね泊とまりしようとしたときにエリアを三つに分けた。


　今はそのときの状態のままだから、邪じや魔まなテーブルや椅い子すの多くが部屋の隅すみに押しやられていて、普ふ段だんよりも広々としている。


　伊砂が蹴けり倒した食しよく卓たくが、床に転がっているし、まだ幾いくつか椅子も残っているのだが、普段よりも広い空間があって動き易いのは間ま違ちがいない。


　ふたりは転がっている食卓やら椅子やらを避さけながら──あるいは邪魔な椅子を蹴り飛ばしながら──ワルツを踊おどるようにくるくると体を回転させ、刀を振り続ける。


　やがて、刀と刀が衝しよう突とつする音が連続して響くようになった。


　それだけ二人の間合いが縮まっているのだ。


　くそっ、室内だと思うような間合いが……このままでは弱なゆ竹たけが保もたないな。


　香月は小さな焦あせりを覚えた。


　彼女が振るっている狗く牙が絶だちの劔つるぎ──弱竹は、日本刀にしてはやや細ほそ身みの刀で、あまり斬撃には向いていないのだ。


　以前に香月が言っていたように、どちらかというと斬るより突くほうが向いている。


　このように刀と刀をぶつけ合う闘たたかいは得意ではなかった。


　やはり玉たま響ゆらがないのが痛いな。


　香月は背後にいる駿に思いを馳はせる。


　その玉響は、いま駿の体の中にある。そして駿はそれを……いや、しかし、それは……。


　香月の意識が一瞬、眼前の伊砂から逸れた。


　その瞬間を見み逃のがすほど伊砂は甘あまくなかった。


「余よ所そ見みしてる場合か、カヅキン！」


　香月は余所見をしているわけではなかった。


　視線は伊砂から外れてはいない。


　だが、意識が少しでも逸れたら。


　集中が少しでも途と絶だえたら。


　達人級の闘いにおいては、余所見をしたに等しい隙すきを見せることになる。


　伊砂の斬撃が香月に迫った。


「ちぃっっ」


　香月はかろうじて相手の刀を受け止めたが。


　受け流す余よ裕ゆうはなかった。


　まともに刀で受け止めることになったため、両手に大きな衝しよう撃げきが走った。


　軽い痺しびれが香月の両手を襲う。


　伊砂は続けざまに斬撃を放つ。


　香月の応対が少しずつ遅おくれていく。


　もはやかわしたり受け流したりする余裕はない。


　伊砂の斬撃のすべてを弱竹で受け止めることになる。


　拙まずい。このままでは本当に弱竹が保たない。どころかっっ！


　香月のスカートの裾すそが、大きく切り裂さかれていた。


　まだ切っ先は体には届いていない。


　けれど、このままでは体に届くのも時間の問題のように思える。


　だが。


　伊砂は刀を振るう手を止め、ひゅ～～っと口くち笛ぶえを吹ふいた。


「いい恰かつ好こうだね、カヅキン。葛かつら城ぎ君に見てもらったらどう？」


　跳とんで間合いを取り直した香月が、吐はき捨すてるように言った。


「駿にはもう、いろいろ見られている」


「あ、そうなの？」


「スケベな駿に見られていないわけがない」


「なんてこと言うんだ、香月っっ！」


「まぁ、そうか。葛城君なら覗のぞくよね」


「そしてあんたも適当なこと言って納なつ得とくしてるんじゃないっっ」


　駿の突つっ込こみをスルーして、伊砂はにやりとほくそ笑む。


「じゃあ、もっと切り刻きざんじゃおうかな。セーラー服とスカートなら刻めそうだし。葛城君も、死ぬ前にカヅキンの色っぽい姿すがたを拝おがんでおきたいでしょ？」


　遊ばれてるな、くそ。伊砂としては時間を稼かせげばいいのだから、無理して勝負を挑いどんでは来ない……か。このまま時間が過ぎていくのは拙い。明たちが保ち堪こたえられなくなる。そして明たちが倒たおされれば、岩洞はここへ来る。それは二重の意味で拙い。


　香月は迷った。


　勝負をかけるべきかどうか。


　伊砂から間合いを取った安心感からか、つい彼女は駿のほうを振り返ってしまった。


　駿が目を見開いてこちらを見ている。


「ん？」


　駿の視線を追って香月が目を落とすと。


　切り裂かれたスカートの切れ間から、香月の白い太ふと腿ももが丸見えになっていた。


「駿、君はこんなときでも……」


　ぶるぶるぶる。


　駿は香月に向かって思い切り首を左右に振った。


「あははは。もうちょっと待ってなよ、葛城君。カヅキンを下着姿にしてあげるからさ」


　ぶるぶるぶる。


　駿は伊砂に向けて思い切り右の掌てのひらを左右に振った。


「駿」


「だから、これは不ふ可か抗こう力りよくだって……」


「これ以上の時間をかけてはいられない。不本意だが。不ふ愉ゆ快かいだが。勝負をかけよう」


「あ！」


「だが、本当に君はそれでいいのか!?」


　香月が真まっ直すぐに駿を見つめる。


　恐こわいのは恐い。


　まかり間違えば死ぬのだ。


　駿には大だい丈じよう夫ぶだろうという予感はある。


　なんとかなりそうな期待はある。


　だが、保障は何もない。


　これは命を懸かけた大勝負。


　とてつもなく恐かった。


　だが、駿はもう決めたのだ。


　為なすべきことを。


　成すべきことを。


　だから怯ひるまない。


　だから迷わない。


　自分と香月が助かるために。


　美み玖くや明や棚倉兄妹を助けるために。


　そして、もしも万が一、此こ処こで果てるなら。


　ただ殺されるのではなく、香月と共に闘って、香月と共に死にたいから。


　駿は正面から香月の視線を受け止め。


　そして力強く首肯うなずいた。


「いいよ」
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　鈍にぶい大きな音がして岩洞の槍やりは止まった。


　明の頭まで、あと十数センチの距きよ離りだった。


「あ……」


　呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいた明は、いつの間にか棚倉兄妹が自分の両りよう脇わきに立っているのに気がついた。


　明の右側から雅美が。


　明の左側から暁壬が。


　それぞれの刀を突きだし、Ｘ型に交差させて岩洞の槍の柄えを受け止めたのだ。


「たっ……助かった。ありが……とう、おふたりさん」


「いいけどっっ」


「重い、これっ」


「早く退どいて、明ちゃん」


　慌てて明が後あと退ずさる。


　穂ほ先さきの下から明の頭が消えたので、雅美と暁壬も槍の柄を支えたまま後退する。


　跳はねるように立ちあがると同時に槍を持ちあげた岩洞が、素早く槍を引き。


　そして下がる途と中ちゆうの雅美目がけて突いてきた。


　雅美は刀で槍を払はらったが。


　突きの威い力りよくに負け、逸そらしきれなかった。


「くぅっっ」


　槍の穂先が雅美の右みぎ腰こしの上を掠かすめていった。


　服と一いつ緒しよに皮ひ膚ふがすっぱりと切られた。


　傷口に血が滲にじむ。


「なかなかやるな。雛ひよこというのは訂てい正せいしよう」


　岩洞はまったく表ひよう情じようを変えぬままそう言った。


「だが」


　岩洞が踏ふみ込んでいた。


「死ぬのが数分、延のびただけだ」


「下がって、ふたりとも」


　雅美と暁壬では、あいつの槍に対応しきれない。ここはあたしが頑がん張ばるしか。


　いったん後退した明が、前に出て岩洞の槍を受けようとする。


　だが間に合わなかった。


　穂先は今度は雅美の左脇腹を狙ねらってきた。


　雅美はかろうじて槍を刀で弾はじく。


　だが、それが岩洞の狙い。


　弾かれた槍はそのまま雅美の左に立っている暁壬のほうへと向かった。


「ふんっ」


　岩洞が槍を持つ手に力を込めた。


　雅美と暁壬の距離は一メートルかそこらしか離はなれていなかったが、そのわずかな距離の間で槍が加速した。


　暁壬はなんとか刀で槍の打だ撃げきを受け止めたが。


「きゃぅっっ」


　槍の勢いをまともに受けた暁壬は、横に吹ふっ飛とんで壁かべに叩たたきつけられた。


「あ……がっ」


　一いつ瞬しゆん、身動きが止まったその瞬間を狙って岩洞の槍が引かれ、そして突きだされる。


　穂先は暁壬の胴どう体たいを貫つらぬく軌き跡せきで真っ直ぐに彼女に迫せまった。


「暁壬ぃぃっっっ」


　雅美の絶ぜつ叫きようが虚むなしく響ひびき。


「くそっっ」


　明は必死で跳んだが、間に合いそうもない。
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　切っ先が肉と骨を貫く不ふ吉きつな音が雅美と明の耳に届いた。
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　駿が進みでた。


　香月を庇かばうように彼女の前に立った駿は、大きく手を広げ、伊砂に相あい対たいする。


「もう止やめにしませんか、伊砂さん。これ以上、仲間同士で殺し合って何になると言うんですか!?」


「おやおや、それが君たちの切り札ふだなの？　お姉さん、ちょっとがっかりだな」


　伊砂は、右手の刀を斜ななめに振ふった。


　空気を斬きり裂さく音がして。


　風圧が駿の体にまで届いた。


「一いつ般ぱん人の君が立ちはだかれば、わたしが刀を振るうのを躊躇ためらうとでも？　お生あい憎にく様さまだね。誰だれが立ちはだかろうと、わたしは刀を止めはしない」


　倒れている食しよく卓たくを回り込んで、伊砂がゆっくりと近づいてくる。


「君たちも覚かく悟ごを決めているようだけど、わたしも覚悟を決めているんだよ。目的のためには手段を選ばない覚悟をね。たとえ君が一般人であろうとなかろうと、ここにいる以上、わたしは君を斬る。今さらそんなことをしても無む駄だだよ」


　伊砂の恫どう喝かつにも駿は広げた両手を下ろさない。


　心臓は早はや鐘がねのように速く大きな鼓こ動どうを繰くり返し。


　口の中が乾かわき。


　足がすくみそうになる。


　腰が砕くだけそうになる。


　それでも駿は、その場から一歩も下がらなかった。


「俺にできることはこれだけだから。だから、あなたの前から退どきませんよ」


「そっか。じゃあ」


　伊砂の目が吊つりあがった。


「死ね！」


　するっと滑すべるように前に出た伊砂が刀身を右の体たい側そくに動かし。


　そして駿に向かって振ろうとした瞬間。


「伊砂ぁぁっっ」


　駿の体の陰かげから香月の上体が覗のぞいた。


　香月は右手を回し込み、手にした弱なゆ竹たけを投げた。


　伊砂の体は駿のすぐ前にある。


　ここから投げれば、とうてい避さけられない距離だ。


　そのはずだった。


　だが。


　伊砂は刀で香月の投げた弱竹を払った。


　甲かん高だかい金属音が響き。


　弱竹の切っ先は食堂の合板製の床ゆかに突つき刺ささっていた。


「危ない危ない」


　ふぅと息を吐はいた伊砂が、自分が払った香月の刀にちらっと目をやった。


「なるほど、勝負をかけたか。油断も隙すきもないねぇ、カヅキン。まさか君が葛城君の命を的に乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負に出るとは思わなかったよ。ちょっと驚おどろいた。だけど」


　視線を戻もどして駿と香月を見み据すえた彼女は、口の端はしを吊りあげる。


「剣けん士しが刀を手放したらお終しまいだね。もう君に対たい抗こう手段はない。抵抗手段がない」


　凄せい絶ぜつな笑みを浮うかべ、伊砂は左手を伸のばした。


「わたしからのせめてもの手た向むけだ。葛城君、君をカヅキンの刀で殺してあげよう」


　床に刺さった刀を左手で引き抜ぬいた伊砂は、その切っ先を無む造ぞう作さに駿に向けた。


「直ぐに死んだら面おも白しろくないな。葛城君がゆっくりと死んでいく様さまをカヅキンに堪たん能のうしてもらいたいから、そうだね、まずは腹を刺そうか」


　伊砂が左手の刀を駿の腹に向けて突いてきた。


「駿～～～～っ！」


　悲鳴のような香月の絶ぜつ叫きようが食堂の空気を震ふるわせる。


「香月ぃぃっっ！」


　伊砂が迫っても、駿は逃にげなかった。


　恐きよう怖ふに体がすくみそうになっても。


　恐怖に心がすくみそうになっても。


　両手を広げたまま、その場に立ちはだかっている。


　駿は信じているのだ。


　香月を。


　そして自分を。


「見事だ、葛城君。君を此こ処こで殺してしまうのは返す返すも残念だよ」


　弱竹の切っ先が駿の胴体に突き刺さった。
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　切っ先が貫つらぬいていた。


　槍の穂先ではなく刀の切っ先が。


　岩洞の左前ぜん腕わん部ぶを貫いていた。


　岩洞が目を見開いている。


　見開いて、己おのれの左腕うでを刺し貫いている刀を見やり。


　やがてゆっくりと顔を巡めぐらせたその先にいたのは。


　腹に致ち命めい傷しようともいえる傷を負い、道着を血に染めている美玖だった。


　ベッドの上に片かた膝ひざを突いた体勢になった美玖が、自分の狗牙絶ちの劔──常とこ闇やみで岩洞の左腕を刺し貫いていたのだ。


「なん……だと……貴様は……」


　左腕を刺されたときの衝しよう撃げきで、槍やりの軌き道どうは逸それていた。


　暁壬の体の脇わきを掠めた穂ほ先さきは、虚むなしく宙を貫いただけだった。


「み……美玖！」


　明が叫さけんだ。


「おまえ、動けるのかっ!?」


　という明の思いは、岩洞にも共通したものだった。


　どうして……その怪け我がでこれほどの動きが……できる……。


　だが、岩洞にはその疑問を追つい及きゆうする暇ひまはなかった。


　美玖は黙だまって刀を引いた。


　引いた瞬間に刀を返す。


　美玖の次なる攻こう撃げきに対抗しようと岩洞は必死の形ぎよう相そうで槍を引こうとする。


　だが、刺し貫かれた左腕はいうことを聞いてくれない。


　美玖が刀を振りおろした。


　岩洞の右腕が肘ひじの部分で断ち切られた。


　切断面から血を噴ふきだした岩洞は大きく仰のけ反ぞり。


　しかし前腕は、まだしっかりと槍を握にぎっている。


　刺された左腕だけで槍を支えられるはずもなく。


　岩洞は槍を取り落として絶叫を放った。


「貴様どうして動けるんだっっ!?」


　これほど大きな声を上げたことなど、彼のこれまでの人生で一度もなかったのではないだろうか


　そして、これから上げる可能性もなくなった。


　振りおろした刀を腰こしの前で止めた美玖は直ぐに刀身を跳はねあげ、流れるように滑なめらかな動きで自分の頭の後ろ側へ送って、刃やいばを横向きにしたまま水平に一回転させる。


　煌きらめく白はく刃じんが宙を疾はしり。


　岩洞の太い首から上が飛んだ。


　首の切断面から大量の血が噴ふん出しゆつし、天てん井じようを、壁を、そして美玖の体を朱あけに染める。


　首を無くした岩洞の巨きよ体たいがゆっくりと傾かたむき。


　どうと床の上に倒たおれ込んだ。


　自分の血と岩洞の返り血で、美玖の道着と袴はかまは真っ赤だった。


　ゆっくりと美玖が振り返る。


　彼女は微笑ほほえんでいた。


「よかった。間に合ったです。みんな無事でよかっ……た……」


　よろっとよろめいた美玖は、そのままベッドに倒れ込んだ。


「美玖！」


　明が慌あわてて駆かけ寄よった。


　一方、雅美は床に蹲うずくまっている妹に駆け寄る。


「大だい丈じよう夫ぶ、暁壬？」


「ああ、うん、なんとか」


　壁かべに激げき突とつした左腕をさすりながら、暁壬が立ちあがった。


「さっきは殺やられたと思ったけどね。美玖ちゃんに感かん謝しやだわ」


　その美玖はベッドに横たわっていた。


　ベッドに片膝を突いた明が、美玖の顔を覗のぞき込んでいる。


「おい、大丈夫か、美玖!?」


　ベッドに仰あお向むけに横たわったまま、美玖は明に笑いかける。


「平気です……よ明さん」


「いや、だって……」


　つい先ほどまで美玖は虫の息同然だった。


　自分では歩けず、ここまで駿や明、暁壬に支えられて運ばれてきたのだ。


　それなのに、この短時間で、どうしてあれほど素早く鋭するどく動けるようになったのか。


　動くだけではなく、刀で攻撃を加え、岩洞を屠ほふってしまった。


　いくら岩洞が美玖に対して無む警けい戒かいだったとしても。


　美玖の攻撃がいくら不意打ちだったとしても。


　瀕ひん死しの人間の攻撃を易やす々やすと許すような岩洞ではないはずだ。


　自分が岩洞の背後から不意を衝ついたとして、あれほど綺き麗れいに彼を倒せるだろうかと考えた明は、直ぐにできないと結論を出した。


　それなのに、瀕死のはずの美玖の攻撃の鋭さはどうだ。


　どうして美玖にあんな動きができたのか、明にはまったく理解できなかった。


「美玖ちゃん、どんな様子？」


　明の脇から雅美と暁壬が覗き込んできた。


「いや、大丈夫って言ってるんだけど」


　確かにもう出血は止まっているようだが。


　それでも。


　彼女の怪け我がは、動けるだけで奇き跡せき的だと思えるような重傷なのだ。


「本当に大丈夫なの、美玖ちゃん？」


「平気……ですよ暁壬さん」


「じゃあ」


　暁壬がひょいっと跳とんで、膝からベッドの上に着地した。


　制服のスカートがふわりと翻ひるがえった。


　そのまま正座の姿し勢せいとなった暁壬が、美玖に向かって頭を下げる。


　額が布ふ団とんにめり込みそうなほど深々と。


「ありがとう、美玖ちゃん。おかげで助かりました」


「わたしのことは気にしないで……いいです。それよりも」


　美玖は体を横向きにして、それからなんとか上体を起こそうとした。


　明が手を貸してやって、美玖はようやく上体を起こすことができた。


「や、なんかあんまり大丈夫そうじゃないけど」


　と雅美が心配そうに言う。


「わたしはいいです。それよりも皆みなさん……姉あね様さまの加勢に行ってくださいませんか」


「あ、そうだ。香月さん！」


　三人が顔を見合わせる。


「食堂のほうで誰だれか……闘たたかっている気配がしますです」


　振ふり返った三人が外の気配を探さぐると。


　確かに食堂のほうで闘とう気きが迸ほとばしり、ぶつかっているのが感じられた。


「そうだね。こちらはもう片付いたんだから、加勢に行こう」


　と雅美が言うと、明が、待って、と止めた。


「美玖をこのままにしてはいけないよ」


「じゃあ、ひとりが美玖ちゃんとここに残って、ふたりが加勢に行くってのは？」


「それがいいね、暁壬」


　少し考える素そ振ぶりを見せた明だが、やがて。


「うん、まぁ、そんな感じかな」


　と首肯うなずいた。


「となると、あたしたちが加勢組よね」


「どうして!?　あたしだって加勢しに行くよ！」


「あら、明ちゃん、忘れたの？　あたしたち、ふたりでひとりなの。明ちゃんとどちらかひとりが加勢に向かっても、結局は役立たずなのよ」


「いや、そんなに胸を張って役立たずとか言われても……」


　はぁ、と明がため息を吐ついた。


「そうだね。判ったよ。加勢はふたりに任せる。やっぱり美玖のことも心配だし、あたし、此処に残るよ。それでいいか、美玖？」


「はい、それでいいです。ふたりとも、姉様のこと……よろしくお願いするです」


　美玖が頭を下げると、暁壬が美玖の肩かたに左手を置き、右手で握にぎり拳こぶしを作った。


「任せて、美玖ちゃん。あなたに救われたこの命、香月さんのために捧ささげるわ」


「あ、いえ、そんな大げさに考えなくてもいいです。ふつうに闘えば姉様は負けないと思いますし。ただ……勝てるかというと少し難しいかもしれませんので、ちょっと手助けしていただければ……勝てると思うです」


「ん、判わかった」


　暁壬が弾はじかれたように立ちあがった。


　ベッドから飛び降りた暁壬が、雅美に呼びかけた。


「じゃ、行きましょう、雅美」


「うん、行こう、暁壬」


「香月さんが待っているわ」


　ふたりは美玖と明に向かって手を振り、岩洞の遺体を飛とび越こえて部屋から出ていった。
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「なんか、あのふたり、信しん頼らいしちゃっていいのかどうか、今ひとつ不安だな。でも」


　部屋から出ていった兄妹きようだいの背中を見送った明は、倒れている岩洞の遺体にちらっと目をやり、そしてすぐに逸そらせた。


「あと少しで殺やられそうだった割には、折れてないよな。あんなに勇んで香月さんのところに加勢に向かうとはね」


　あたしも行くなんて言ったけど、かなりいっぱいいっぱいなんだよね。


　明は、ふぅとため息を吐ついて力なく顔を巡めぐらせた。


「なぁ、美玖」


「はい、明さん？」


「本当に何ともないのか？」


　明が美玖の顔を覗のぞき込むと、美玖は笑顔を消し、どことなく寂さびしそうな表情になった。


「なんともないです。なんともないからこそ、わたしはもう……」


　その先の美玖の言葉は消え入りそうなほど小さくて、明の耳に届かなかった。


「え？　なんて言ったの!?」


「わたしはもう人では……ないのかもしれないです」


　ぎくりと、明の表か情おが強こわばった。


「な……なに言ってるんだよ、美玖。おまえが人でないわけないじゃないか」


「でも明さん、人だったら、この怪け我がであんなふうに動けると思いますか？」


「いや……それは……」


　少し頭を引いた明は、しかし、すぐに上体を乗りだし、美玖に迫せまった。


「じゃあ、おまえは狗く牙がになったってぇの？　そんなわけないだろ」


「はい、狗牙ではないと思いますです。今のところ……人を食べたくもなりませんし」


「だ、だよな～～」


「でも、人間でもないと思うです。見てください、明さん」


　いきなり美玖が道着の前をはだけた。


　血に染まった薄うすい胸が艶なまめかしい。


「おっ、おい、何するつもり!?」


「お腹の傷が、もう塞ふさがってきているです」


「え？」


　顔を背そむけていた明は、美玖の言葉に思わず彼女の腹部に開いた穴に目をやった。


　確かに、廊ろう下かで再会したときよりも傷口は小さくなっているように思えた。傷口からはみ出していた損傷した内臓も、今ではあまり目立たなくなっている。


　いや、しかし、そんなことがあるだろうか。


　あれほど大きな怪我が。


　普ふ通つうだったら致ち命めい傷しようとなるような大怪我が、ろくな治ち療りようもしていないのに、これほどの短時間で回復していくなんてことがあるだろうか。


　美玖の言うとおり、人間だったらあり得ないことだ。


「だ、だけど……でも……」


　明はなんと応こたえればいいか判らなかった。


「人間なら、これほどの怪我が自然に治るわけないですよね。だからわたしは、もう人間ではないのではないかと思うです。でも……狗牙でもありません」


「い……いや、だから意味が判らないって」


「そうですね。わたしにもよく判っていないです。お師様がいらしたら訊きいてみますけど、そうしたら……いえ、お師様ではなく先代様のほうが詳くわしいでしょうか」


　顔を上げた美玖は、面食らった表か情おで自分の言葉を聞いていた明に声をかける。


「明さん、手を貸してください」


「え？　どうする気？」


「姉様のところへ応おう援えんに行きましょう」


「いや、でも、だって、おまえ……香月さんなら負けないからって言ってたじゃん」


「はい、姉様は。でも、駿様が」


「あ！」


「此方こちらに来ていないということは、姉様と伊砂さんの闘いに巻き込まれている可能性があります」


「そう……だな。あの人、要領が悪そうだしな」


　くすっと笑った美玖は、ですから、と続けた。


「万が一、伊砂さんに人質にでも取られたら、姉様は刀を捨てるかもしれません。そんなことになったら一大事です」


「捨てるって……本当か？」


「はいです。普通なら狗牙絶ち衆は仲間を人質に取られても刀を捨てることなどしません。でも、駿様だと姉様は……捨てるかもしれないです」


「困った人たちだな～～」


「困ったですね」


　そう言う美玖も明も、顔は笑っている。


「でも、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　さっきも岩洞を斬きった後、倒たおれそうになったじゃないか。というか、ベッドに倒れ込んでた」


「あのときは全力を出さなくてはいけませんでしたですから。でも、明さんに助けていただければ……歩くことくらいなら、なんとかなりそうです」


「判った。じゃあ、連れてくよ」


「ありがとうございます、明さん」


「いや、いいって。というか、礼を言うのはあたしのほうだ。美玖に救われたんだからな、あたしと棚倉兄妹は」


「それは気にしなくていいです。友人を助けるのは当然のことですから」


　明は美玖に肩を貸かして彼女を引き起こしながら言った。


「うん、やっぱり美玖は人間だよ。人にん間げん離ばなれした治ち癒ゆ力りよくがあっても、間ま違ちがいなく人間だ。あたしはさ、美玖に何があっても友達だから。だから遠えん慮りよせずになんでも言って。できる限りのことはするよ」


「あ……ありがとうございます、明さん。嬉うれしいです」


「よし、行こうか」


　美玖は履はいていた草履ぞうり──というか、サンダルというか──のまま寝ねていたから、改めて靴くつを履く必要はない。


　明は美玖を肩で支え。


　美玖は明に体を預け。


　信頼と友情で結ばれたふたりは、濃のう厚こうな血の匂においに満ちた部屋を出て食堂へと向かうのだった。
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　駿の体を刺さし貫つらぬいた弱なゆ竹たけは……いや、しかし!?


　確かに伊砂は弱竹で駿の体を刺した。


　それなのに刺し貫けはしなかったのだ。


「ん？　なんだ、これ？」


　伊砂はその奇き妙みような手て応ごたえに戸と惑まどった。


　切っ先が駿の体に潜もぐり込む手応えはあった。


　だが、切っ先が背中側へ突つきでる感かん触しよくがない。


　肉を斬り裂さく感触がない。


　豆とう腐ふか何かに刀を突き刺したような不思議な手応えだ。


　いや、どちらかというと豆腐より粘ねん土どかもしれない。


　おかしいな。まぁ、いい。もう一、二度刺せば、それで致命傷だ。


　刀を引こうとして伊砂は仰ぎよう天てんする。


　何か見えない手で摑つかまれたかのように刀が動かなかったからだ。


　な、なんだ、これ!?　どうなってるんだ、おい！


　さすがの伊砂も予想外の事態に混乱し、困こん惑わくした。


　その瞬しゆん間かんを狙ねらって香月が攻こう撃げきをしかける。


　スカートの裏に隠かくしておいた金かな串ぐしを手に取り、駿の体の陰かげから躍おどりでた香月は、気合い一いつ閃せん、金串を伊砂目がけて投とう擲てきした。


　札さつ幌ぽろのホテルで襲おそってきた狗く牙がを、遊眞あそまが竹串で屠ほふったのを覚えているだろうか。


　あれと同じ攻撃法だ。


　もっとも、遊眞が使ったのは竹串で、香月は金串。


　その違ちがいが遊眞と香月の戦せん闘とう力りよくの差だと言ってもいいのだが、それはさておき。


　香月の殺気に反応した伊砂は咄とつ嗟さに弱竹を手放し、跳とび退のきながら右手に持った自分の刀を振ふるった。


　香月が続けざまに放った金串を三本まで、伊砂は弾はじき落とした。


　混乱していても困惑していても、敵からの攻撃には即そく座ざに体が反応する。


　見事な対応だった。


　しかし。


　四本目は落とせそうもなかった。


　距きよ離りが近すぎたのだ。


　もう少し離はなれていれば、金串であろうと手しゆ裏り剣けんであろうと、伊砂は易やす々やすと叩たたき落としたに違いない。


　だが、駿の体は目の前にある。


　香月はその陰から出てきたのだ。


　手を伸のばせば届きそうな至し近きん距離から金串を投げている。


　三本までは対応が間に合ったが、四本目は刀が間に合いそうにない。


　刀で払はらえないのを悟さとった伊砂は、体を捻ひねり、金串をかわそうとした。


　それも間に合わなかった。


　腹部に刺さることだけは阻そ止ししたが、金串は伊砂の左の上じよう腕わんに刺さった。


「くぉっっ」


　顔を歪ゆがめ、伊砂が跳び退すさった。


　駄だ目めだったか。


　香月は顔を歪め、内心で舌打ちした。


　逆転の絶好機を活いかせなかった。


　少なくとも今の不意打ちで、香月は伊砂の戦闘力を半減させるつもりだった。


　確かに負傷させたが、とても半減とまではいかないだろう。


　せいぜい微び減げんといったところだろうか。


　だが、今はそれを考えている場合ではない。


　それを悔くやんでいる場合ではない。


　香月は駿の肩かたに手を伸ばし、背後から肩を摑つかむと揺ゆさぶった。


「おい、駿、大丈夫か!?」


　駿は腹に弱竹を生やしたような恰かつ好こうで応える。


「ああ……平気だ、香月……今のところはね。だけど……」


　刀身の半分までもが腹に刺さっているのに、平気であるはずがない。


　だが、彼には前科がある。


　香月の刀、玉たま響ゆらを呑のみ込んでしまったという前科が。


　だとすると、これはそのときと同じことが彼の身に起きているのだろうか。


「だけど、どうした!?」


「なんか……変だ」


「変？　何がどう変なのだ!?」


「なんか……出そう」


「で、出そうって、吐はき気が!?」


「そうじゃ……なくて……」


「うっっ？」


　こっこれはっっっ!?


　目の前に信じられない物を見た香月の顔が驚きよう愕がくに歪む。
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　跳とび退のいて、駿と香月から間合いを取った伊砂は、大きく舌打ちをした。


「危ない危ない、こっちが本命か」


　伊砂は刀を持ったまま右手を挙あげ、左ひだり腕うでに刺さっている金串を引き抜ぬいた。


　抜く瞬間の鋭するどい痛みに、伊砂は思わず顔を顰しかめる。


　彼女が身に着けている白いブラウスに赤い花のような血の染みがじんわりと広がった。


　ちっ、これじゃ全力で刀は振れないな。


「どうしてどうして、本当に油断も隙すきもないじゃないか、カヅキン」


　金串を叩きつけるように捨てた伊砂は、眉まゆを吊つりあげて香月と、そして駿を睨にらんだ。


「……っていうか」


　そこで伊砂の表か情おに戸惑いが浮うかぶ。


「葛城、君はどうして平気なんだ？」


　腹に刀が刺さったまま立ち尽つくしている駿を見て、伊砂が首を傾かしげる。


　おかしい。腹に日本刀を突き刺され、あんなふうに立っていられるはずないんだけど。血も出てないし。


　と思って、伊砂はもう一度、駿の腹に刺さっている刀を見やった。


　確かに駿の着ているＴシャツには、血の一いつ滴てきも滲にじんでいない。


　そこで伊砂は奇き妙みようなことに気がつき、目を見開いた。


　は？　何あれ!?　どういうこと、あれ!?


　伊砂は我が目を疑った。


　駿に突き刺した刀が鍔つばの間ま際ぎわまで消えている。


　伊砂はそこまで押し込んでいない。


　というより、途と中ちゆうで手応えが怪あやしくなり、刀が止まってしまったのだ。


　その後、刀を引き抜こうとしたのだから──結局、抜けなかったのだが──刀身が根本まで消えているのはおかしい。


　どう考えてもおかしい。


　駿が自分で押し込んだのでなければ、あり得ないことだ。


　そして駿が自分で押し込むことなどあり得ない。


　奇妙な事実に伊砂が目を奪うばわれている間に、駿の背中ではもっと奇妙な事象が発生していたのだが、伊砂にはそれに気づくような余よ裕ゆうはなかった。
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　こ……これは！


　香月の眼前に現れたのは、狗く牙が絶だちの劔つるぎ、玉響。


　香月が愛用していた刀だ。


　駿の体内に呑み込まれてしまった刀だ。


　その玉響の柄つかが、いま駿の背中からせり出してきている。


　ど、どういうことだ？　ひょっとして、いま駿が弱なゆ竹たけを呑み込んでいるから、代わりに玉響が押しだされた……のか!?


　そうかもしれない。


　そうでないかもしれない。


　香月には真相が判わからない。


　だが、今は真相を追つい及きゆうしている場合ではないことだけは判っている。


　香月はそっと右手を伸ばし、駿の背中から飛びでている玉響の柄を握にぎった。


　握った腕うでに力を込こめ。


　そして柄を引くと。


　玉響はなんの抵てい抗こうもなく引き抜けた。


　駿の体から刀身のすべてが現れ。


　次の瞬間には、玉響は完全な形で香月の右腕に収まっていた。


　しっくりくる。手に馴な染じむ。玉響だ。間ま違ちがいなく玉響だ。


　愛用の刀を取り戻もどした香月は、自分の体に力が漲みなぎるような心強さを感じた。


　それに。


　刀が熱を持っているように思えた。


　それは駿の体温の温ぬくもりか、それとも駿の優しさの体現か。


　駿に出で遭あったあの日からの様々な出来事が、香月の脳内を駆かけ巡めぐる。





　結界を張っていたにも拘かかわらず、自分に気がついた駿。


　狗牙滅めつ殺さつの現場を見られたため、駿を殺そうとした自分。


　非情にも彼の心臓に玉響を突き刺さし。


　しかし彼は、死ぬどころか玉響を体内に呑み込んでしまい、平然と生きていた。


　その後、すぐに別の狗牙に襲われ。


　狗牙の攻撃をかわし。


　遊眞が駆けつけ。


　それからだ。


　香月と駿が時間を共有するようになったのは。


　香月と駿が暮くらしを共にするようになったのは。


　秩ちち父ぶにある遊眞の道場兼けん自宅で寝ね起おきを共にし。


　一いつ緒しよに高校へ通学し。


　剣けん術じゆつの修しゆ行ぎようを共にし。


　食事の支度をし、片付けをし。


　泣いたり笑ったり怒おこったり。





　香月は、ふっと微笑ほほえんだ。


　いや、泣いたことはないか。





　そして今回、駿は遊眞の配はい慮りよで狗牙絶ち衆ではないにも拘わらず、この合宿に参加することになった。


　此こ処こでふたりは死線を共に越えた。


　互たがいを気き遣づかい、互いを庇かばい、互いを護まもろうとして必死になった。





　気がつけば、自分が過ごす時間のうちの大半が駿と共にあった。


　そのことに香月は改めて驚おどろかされる。


　感心してしまう。


　遊眞と美玖以外の者を近づけることを好まなかった香月だが、駿と共にある時間は不快ではなかった。


　不快どころか、ごく自然に過ごせていた。


　駿の優しさと強さに感じ入ったこともある。


　駿のすけべえさに怒ったこともある。


　駿の無神経さを詰なじったこともある。


　駿の冷静な思考力を讃たたえたこともある。


　今はっきりと判った。


　自分にとって駿が大事な人間であることを。


　駿は「もっと香月と一緒にいたい」と言ってくれた。


　香月も同じだ。


　駿と共に笑いたい。


　駿と共に感じたい。


　駿と共に歩きたい。


　駿と共に生きていきたい。


　だから。


　香月は刹せつ那なの間まに回想した過去を思考の外に追いやり、現実に目を据すえた。


　だから駿は護る。わたしが駿を護る。なんとしてでも護る。


　香月は顔を上げ、伊砂の様子を窺うかがった。


　彼女は茫ぼう然ぜん自じ失しつの表か情おで……駿のことを見ているようだ。


　そうだろうな。刀が体に呑のみ込まれていくなどという奇き妙みよう奇き天て烈れつな現象を目まの当たりにすれば、誰だれだってそうなる。あのときのわたしもそうだった。


　香月は柄を握る手に一いつ瞬しゆんだけ力を込めたが、直ぐに力を抜いて。


　駿の体の陰かげから躍おどりでた。


「伊砂ぁぁぁぁっっ」


　玉たま響ゆらの切っ先を下げたまま滑すべるように伊砂との間合いを詰つめた香月は、手首を返し、刀を持ちあげた。


　伊砂が我に返る。


　だが、新たな疑問に囚とらわれた伊砂は、香月の斬撃に対応できなかった。


　香月の持っていた狗牙絶ちの劔──弱竹は、刀身のすべてが駿の体内へ消えようとしているのに、香月は手に刀を持っているではないか。


　伊砂には、此処に来る前に駿が香月の玉響を呑み込んでいたことなど夢む想そうだにできない。


　狗牙絶ちの劔の鞘さやであるという駿の特とく殊しゆな体質のことなど想像できない。


　伊砂は驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめて叫さけんだ。


「貴様、どうして刀を持っているっっ!?」


　それが伊砂の発した最後の言葉だった。
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　香月は伊砂の右みぎ肩かたに刀を振ふりおろし、袈け裟さ懸がけに斬きって捨てた。


　肉と骨を断たつ不気味な音が響ひびき。


　真っ赤な血が迸ほとばしり。


　右肩から腹までを斬り裂さかれた伊砂の体は、血と臓物を撒まき散らしながら、ゆっくりと倒たおれ込んでいった。
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　返り血を浴びながらも残心の構えを取っていた香月は、やがてゆっくりと構えを解とき、そのまま後あと退ずさって駿の前まで戻ってきた。


　駿はまだ立っている。


　立ち尽つくしている。


　すでに弱なゆ竹たけは柄つか頭がしらを残すのみだ。


　血振りをした香月は、納刀しようとして途中で動作を止めた。


　そうだった。鞘は弱竹の物だ。玉響は収まらない。


　右手に刀を提さげたまま、香月が駿に向き直った。


「ど……どうだ、香月、俺の読みどおりだ……ったろ」


　荒あらい息を吐はきながら駿が自分の体内に消えていこうとしている弱竹を指さした。


　これこそが乾けん坤こん一いつ擲てきの駿の策略。


　いや、策略というほどの確信があったわけではない。


　どちらかというと、一か八かの博ばく打ちだった。


　だが、駿は賭かけに勝った。


　予測どおり、刺さった弱竹は体内に潜もぐり込んでいった。


　予想どおり、駿の生命が危険に晒さらされることはなかった。


　駿が弱竹を呑み込むのを目もく撃げきした伊砂は、大きく動どう揺ようし、大いに混乱した。


　その隙すきを衝ついて、香月が逆転の一打を放つ。


　それがふたりの狙ねらいだった。


　狙いどおりにはいかなかったが、結果として香月は勝てた。


　香月は大きく安あん堵どの息を吐はいた。


「読み以上だな。弱竹を呑み込むところまでは君の読みどおりだったが、まさか玉響が現れるとは思わなかった」


「ああ、そっちは……俺も吃驚びつくりさ」


「本当に大だい丈じよう夫ぶか？」


「うん、なんというか……ちょっと苦しいっていうか気持ち悪いっていうか。でも大丈夫だよ。最初から判わかっていれば、覚かく悟ごしていれば、このくらいは我が慢まんできる範はん囲いだ」


「強いな、駿は」


「いやいや、強いのは香月だろ」


　ちらっと伊砂の遺体に目をやった駿は、ひとつふたつと深呼吸した。


「伊砂さんを、あんな見事に斬り倒したじゃないか」


　香月が、くすっと笑った。


「いや、わたしが言う強さというのは、そういう意味ではない」


「え？　じゃあ、どういう意味？」


　と言う駿の問いに答えず、香月はもう少しで駿の体内に消えようとしている弱竹の柄つかの後こう端たんに手を伸のばし、摑つかんで引いてみた。


「やはり止まらないのだな」


「俺も『止まれ』と念じているんだけど、なんの影えい響きようもないな」


　そのとき、棚倉兄妹が食堂に駆け込んできた。


「大丈夫、香月さん……って、ああっっ!?」


　ふたりは大きく仰のけ反ぞった。


「香月さんが駿さんを刺し殺してるっっ！」


「駿さん、どさくさに紛まぎれて香月さんに何かエッチなことをっ!?」


「するかっっっ！」


「あ……あれ、生きてる？」


「え？　でも刀が……って、ええっっ!?」


　とうとう柄頭までもが駿の腹部に呑み込まれてしまった。


　弱竹は完全にその姿を消した。


　雅美と暁壬が駆かけ寄よってきた。


　駆け寄ってきて、駿の背後を覗のぞき込む。


「見えない。何もない」


「どう……なってるの？」


　この世のものとも思えない奇きっ怪かいな現象を目の当たりにした兄妹は、恐きよう怖ふと驚愕に顔を歪め、ぶるっと身を震ふるわせた。


　香月が小さなため息を吐つく。


「まぁ、見られてしまったから包つつみ隠かくさず言うけれど」


　香月は、軽く駿の体を右手の甲こうで叩たたいた。


「これが駿の能力。これがあるからこそ、駿は狗牙絶ち衆の合宿に呼ばれたんだ」


「へぇぇぇ」


「ふぇぇぇ」


　ふたりが目を丸くして駿を見ていると。


「それより！　君たちが此こ処こへ来たということは、岩洞に勝ったんだな!?」


「もちろんよ。でなきゃ、此処には来られないわ。香月さんも大勝利だったみたいね？」


「大勝利ではないが、なんとか勝てたよ」


　と言って、伊砂の遺体を指さした。


「凄すご……」


　雅美と暁壬が息を呑のむ。


　駿がふたりに怒ど鳴なるように訊きいた。


「おい、明と美玖ちゃんはどうした!?」


　雅美が手を挙げ、ふたりを制するように言った。


「ああ、はいはい、慌あわてない騒さわがない」


　すかさず暁壬がフォローする。


「もちろん、ふたりとも無事よ」


　ふたりの言葉を聞いて、駿と香月が安堵の息を吐いた。


「というか、わたしたち美玖ちゃんに助けられたの。彼女がいてくれなかったら、今いま頃ごろはふたりとも黄よ泉みの国よね。ねえ、雅美」


「そうだね。桃もも山やま美み玖く様々だよね」


「どういうことだ？」


　香月が怪け訝げんそうな表か情おになる。


　駿も同様だ。


「つまりね、岩洞の奴やつをやっつけたのは美玖様だってことなんだよ？　凄いでしょ」


「あなたが胸を張るところでは全然ないけどね、雅美」


　香月と駿が顔を見合わせる。


「美玖ちゃんもう動けるのか？」


「いや、だとしても……岩洞を倒した？」


「そうよ。凄かったわよ、美玖ちゃん」


　首肯うなずき合った駿と香月は、


「とにかく美玖の様子を見に行こう」


　と食堂を後にしようとしたのだが。


　低い小さな呻うめき声で、その存在を思いだした。


「一乗寺さん、まだ生きている！」
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　四人が一乗寺を囲んで容よう態だいを診みているときに、美玖と明が食堂までやってきた。


「美玖！」


「美玖ちゃん！　明も！　よかった。無事でよかった」


「姉あね様さまも駿様も！」


「あ～～、安心して腰こしが抜ぬけそう」


　伊砂の遺体にちらっと目をやって香月の勝利を確認した明は、泣きそうな表か情おで、よかったよかったと美玖に抱だきついた。


　無事な再会を喜んだ駿と香月、美玖と明だが、何い時つまでも喜んではいられなかった。


　香月はもう一度、一乗寺の傍かたわらに跪ひざまずいて彼の体を覗き込んだ。


「伊砂に不意を衝かれたにしては致ち命めい傷しようだけは免まぬかれたようだ。さすがに一乗寺さんというところだな。しかし出血が……。このままでは確実に失血死する。今すぐ本格的な治ち療りようをすればなんとかなりそうなんだけど、ここでは無理だし、かといって救急車を呼ぶこともできない」


　険けわしい顔つきで香月が周りに立っている仲間の顔を見み渡わたした。


　そうか。電話がないんだっけな、此こ処こ。そして携けい帯たい電話も圏けん外がいだ。


　駿は改めて自分たちの置かれた境きよう遇ぐうにぞっとした。


　香月が苛いら立だちを露あらわにして吐き捨すてる。


「くそっ、仲間が生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわだというのに、わたしたちには何もできることがないのか！」


　明も。


　美玖も。


　雅美も。


　暁壬も。


　絶望的な表か情おで項うな垂だれるだけだった。


　そのとき。


　遠くからエンジン音が聞こえてきた。


　全員が、はっと顔を上げる。


　全員が耳を澄すませていると。


「間ま違ちがいない。車のエンジンの音だ。少しずつ大きくなっている。つまり……此処へ近づいてきている」


「まさか、新あら手ての狗牙とか？」


　駿が不安そうな表情でそう訊くと。


　香月は駿の問いには答えず、床ゆかに置いておいた抜き身の玉響を手にして、ゆっくりと立ちあがった。


「様子を見てくる」


「俺も行くよ」


「あたしも行く」


「わたしたちも。ねえ、雅美」


「そうだね、行くよね、暁壬」


「あ、いえ、姉様」


「どうした、美玖？　辛つらいのなら、おまえは此処に残っていていいぞ。誰だれかひとり、つけておくから。そうだな、明、君に……」


「いえ、そうではなくて」


「は？」


「あの音は……たぶん先代様です」


「な……なんだってぇぇ!?」


　香月が驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめている。


　何い時つも沈ちん着ちやく冷れい静せいな香月にしては珍めずらしい。


　っていうか、こんなに驚おどろいてる香月を見るのは初めてかもしれないな。いや、俺を刺さした後も驚いていたっけな。しかし。


　何がそれほど香月を驚かせたのだろうと、駿が美玖のほうを見やると。


「先代様の乗っていた車のエンジン音とエキゾーストノートだと思うです」


「だ、だけど、どうして此処に先代様が!?」


　香月が目を白黒させている。


　あ、面おも白しろいなぁ。こんな香月を見られるチャンスはもうないかもなぁ。何い時つもなら俺の視線に気づいて何か言ってくるところだけど、今はそれどころじゃないみたいだしな。


　驚き慌あわてふためく香月を、じっくりと観かん賞しようさせてもらおうと思う駿だった。


「それはわたしにも判らないですが、でも、この音はそうだと思うです」


「そうか。さすがに美玖だ。中一のくせに平気で車を運転するだけのことはあるな」


　と香月が感心すると。


「なんだって!?　美玖、おまえ、無む免めん許きよ運転の常習者だったのかよ!?」


　と明が突つっ込こんだ。


「いえ、明さん、無免許といっても私有地の中だけの話ですから、たぶん道交法違い反はんにはならないと思うですけど」


「いやいや、美玖、ときどきお師様を助手席に乗せて最寄りのスーパーへ買い物に行っているのをわたしは知っているぞ」


　と香月も突っ込んできた。


　美玖が人差し指を唇くちびるに当て、真しん剣けんな表か情おで応こたえた。


「姉様、それを言っちゃ駄だ目めです」


　指を唇から離はなした美玖は、きっと、と言葉を継ついだ。


「お師様が連れん絡らくしてくださったのではないですか？　先代様、確かニセコにいらっしゃったですから」


「此処とニセコは近いのか？」


　と香月が訊きいた。


　地理が不得手だという香月に比べ、美玖は割と得意だったから、彼女は自信満々で香月の問いに答えた。


「それほど近くないはずです。でも、他の狗牙絶ち衆を何ど処こかから寄よ越こすよりは早いかもしれないです。ただ、どうしてこの場所が判ったのかというのがよく判りませんけど」


「そうか。まぁ、理由は後でご本人に確認すればいい。とりあえずわたしは先代様を出で迎むかえに行くよ」


「なぁなぁ美玖、先代って？」


「お師様のお師様のことですよ、明さん」


「つまり、舘かん山ざん寺じ遊眞さんのお師し匠しようさんってことか」


「はい、そうです」


「うわ、凄そうだな」


「べつに凄くはないですけど……いえ、凄いかもしれないですね。なんといっても、あのお師様のお師様なのですし」


　と苦笑した美玖は、香月に向かって言った。


「姉様、わたしも行きますです」


「あ～～、あたしもあたしも！」


　すかさず明が手を挙げる。


　すると兄妹きようだいも。


「僕も」


「わたしも」


「仕方ないな。此処にいても我々にできることはなさそうだし、みんなで行こうか」


　香月、駿、雅美と暁壬の四人は廊ろう下かを走り玄げん関かんホールへと駆かけた。


　明は美玖に手を貸し、ふたりはホールまでゆっくりと歩いた。
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　四人が建物の玄関から外に飛びだした。


　空はもう明るくなっていた。


　東半分は青く、西半分は群ぐん青じよう色いろに変わっている。


　ところどころに雲が浮うかんでいるのも視認できた。


　森の中から鳥の囀さえずりが聞こえ。


　涼すずやかなその囀りを打ち消すように、エキゾーストノートが響ひびいてくる。


　車はすぐ其そ処こまで近づいているようだ。


　美玖と明が玄関に姿を現した直後に、森の中の道から駐ちゆう車しや場じようを兼かねた空き地に一台のワゴンが猛もうスピードで進しん入にゆうしてきた。


　確かに香月にも見覚えのある車だった。


　車は急停止したが、ＡＢＳがついているのでタイヤはロックしない。


　車が完全に停とまるとライトが消えた。


　直ぐにドアが開き、革ジャンを羽は織おり色の濃こいサングラスをかけた瘦やせて背の高い男が運転席から下りてきた。


　穿はいているのは細身のジーンズだ。


　一見、四十代半ばから後半くらいに見えるが、本当のところはどうなのか、駿にはよく判らない。


　全身から発散する空気に独特の凄味が感じられた。


　右手に得え物ものを持っているところは、今は引退したとはいえ元狗牙絶ち衆である。


「先代様！」


　手を振ふった香月が男の下もとへと駆け寄っていった。


　明が傍らの美玖に訊きいた。


「あの人が香月さんと美玖の師匠の師匠？」


「そうですよ、明さん」


「強そうだよね？」
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　と雅美が呟つぶやくと、それを聞きつけた美玖は、


「お師様と同等かそれ以上に強いですよ」


　と首肯うなずいた。


「ってことは」


　暁壬が、はぁぁ～～っっ、と長いため息を吐ついた。


「わたしたち、これで助かったのね」


「よかったよね、暁壬」


「よかったわ、本当に」


　明も宙を見上げてため息を吐いた。


　なんとか生き延びて。


　ようやく助かって。


　これでこの地じ獄ごくから出て行ける。


　喜びが爆ばく発はつしてもよさそうなものなのに、駿も棚倉兄妹も、全身を脱だつ力りよくさせてため息を吐くばかりだった。


　香月の呼びかけに、男はサングラスを外して満面の笑みを浮かべ、駆け寄ってきた香月に向かって両手を広げた。


「なんだ、元気そうじゃねえかよ、香月」


　男の直前で足を止めた香月は、ご苦労様です、と低頭した後、顔を上げた。


　香月の顔には笑顔が浮かんでいる。


　本当に嬉うれしそうな笑顔だ。


　ふぅん、遊眞さんと香月もだけど、あの人も……。


　あの先代も含ふくめて天てん心しん無む明みよう流一派といえばいいのだろうか、香月や遊眞たちの強固な結びつきが感じられて、駿は少しだけ自分が余よ所そ者ものであるという疎そ外がい感かんを味わった。


　香月は笑顔のまま首肯うなずいた。


「美玖もいますよ。怪け我がをしていますけど」


「怪我？　大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「いちおうは」


　振り返った香月が、美玖！　と呼んだ。


　明に支えられていた美玖が、一歩、二歩と進みでて、男に向かって低頭した。


「遠くまでご苦労様です、先代様」


　美玖に倣ならって明も頭を下げる。


「お疲つかれ様さまっす」


「今のが鞍くら馬ま明あきらです」


　あちこちが破れたり穴が開いたりしている美玖の血ち塗まみれの道着や袴はかまを見た先代が眉まゆを顰ひそめる。


「おい美玖、なんか酷ひどそうじゃねえか？　大丈夫なのか？」


「あの……わたしは大丈夫です」


「なんだ、恰かつ好こうの割には元気そうだな」


　男は安あん堵どの息を吐はいたが。


　とたんに香月の表か情おが曇くもった。


「いえ、あの、美玖は元気というか、元気でいたらおかしいというか……」


「んん？　そりゃどういう意味でぇ？」


「それは話せば長くなるので、また改めて」


　一いつ瞬しゆん、怪け訝げんそうな表ひよう情じようを作った男だったが、香月が改めてと言うのならそれでいいか、と思い直した。


「にしても、おまえらが無事ってことは、伊砂と岩洞を殺やったってことだな？　遊眞から話を聞いたときゃあ、どうなることかと思ったんだが」


「不本意ながら斬きりました」


「結局、俺は間に合わなかったわけか」


　男は小さく舌打ちした後、香月に対して拝おがむように右手を挙げた。


「すまなかったな、香月。遊眞が言ってきた所在地が大おお雑ざつ把ぱすぎて時間を食っちまった。あいつ、東京の感覚で物言ったんだろうが、こっちじゃあ同じ町内のご近所さんまで車で三十分、一時間なんてことはよくあるからな。それに、森に入ったところでは狗牙が襲おそってきやがってよ」


「え？　狗牙に!?　何匹びきいましたか？」


「五匹だったわ。子が一人に孫まごが四匹。しかし、子が孫を指し揮きしてる……みたいな統制の取れた感じだったのが奇き妙みようっちゃぁ奇妙だったんだがな」


　やはり、まだ森にいたのか、狗牙は。


　おそらく森への侵入者を排はい除じよする役割だったのだろう。


　あるいは、森から逃にげだそうとする狗牙絶ち衆を襲う役割か。


「それで余計に時間を食っちまった。いや、本当に悪かったわ」


「いえ、そんなことは。わざわざ来ていただけて嬉しいです」


　男は香月の頭に軽く右手を乗せた。


「それにしても香月、あのふたり、伊砂と岩洞を斬ったか。てぇしたもんじゃねえか」


「あ、違ちがいます。わたしが斬ったのは伊砂だけです。それもぎりぎりでした。駿の機転と覚かく悟ごがなければ、どうなっていたことか」


「しゅん？」


「はい、葛かつら城ぎ駿です。ちょっといろいろありまして、今はお師様のところでわたしや美玖と一いつ緒しよに修しゆ行ぎようしています。駿！」


　香月が駿を手招きした。


　駿がのたのたとふたりに近づいていく。


　その後ろから棚倉兄妹もついてきた。


「こちらが先代様の舘山寺秋あき築づきさんだ」


「葛城駿です、初めまして」


　駿が頭を下げると、男は眼を細め、値ね踏ぶみするような視線を向けてきた。


「ほう、あんたが。俺はこれでも遊眞の剣けんの師匠なんだよ。よろしくな」


「よろしくお願いします」


「で、こちらが棚倉雅美と暁壬兄妹」


「雅美でぇす」


「暁壬でぇす」


「話には聞いてたが、本当によく似てやがんな」


「あれ？　お聞き及およびでしたか、僕らのこと？」


「ああ、双ふた子ごみたいにそっくりなヘンタイ兄妹がいるってな」


「「酷ひどっ」」


　雅美と暁壬が揃そろって仰のけ反ぞった。


「ところで」


　秋築がもう一度、全員を見み渡わたした。


　自分の前に居並んでいる香月、駿、棚倉兄妹。


　少し離はなれたところに立っている明と美玖。


「これだけなのかい、香月？」


　香月が暗い表か情おになった。


「はい。あとは殺され……いえ、ひとり、まだ息のある者がいるのですが、ここでは治ち療りようができなくて……」


「誰だれでぇ？」


「一いち乗じよう寺じさんです」


　秋築が小さく唸うなった。


「あいつか。怪け我がはどの程度だ？」


「傷自体は致ち命めい傷しようではないと思うのですが、出血が酷いのです。早く止血しないと危ないと思うのですが、わたしたちには……」


「そうか。ちと待ってな」


　車内へと引き返した男は、ドアを閉しめると、中で何かをしていた。


　しばらくしてから、男はエンジンを切って車外へと出てきた。


　手に四角い箱を携たずさえている。


　手て提さげの金庫のようにも見えるが。


「いま無線で確認した。救急車が近くまで来てるから、おっつけ此こ処こにやって来るだろう。それまでに俺が応急処置をしておこう」


　男が右手の四角い箱を持ちあげてみせた。


　なるほど、あれは救急箱か、と駿は納なつ得とくした。


　香月が驚おどろきの表か情おになる。


「救急車ですか!?」


「ああ、念のために遊眞が民間の奴やつを手配しておいたんだよ。俺が現地の様子を確認した後に連れん絡らくを取ることになっていてな。今は森の外に待機しているんだそうだ」


　香月の顔が明るくなった。


「一乗寺さん、助かるかもしれないぞ、駿」


「そうだな。助かってくれるといいな」


「よし、案内しろや、香月」


「此方こちらです」


　明と美玖が道を譲ゆずるように下がった。


　香月が秋築を先導して建物の中に入ると、駿と棚倉兄妹が急ぎ足で後を追いかける。


　最後に美玖と明がゆっくりと歩いて食堂へ戻もどっていった。
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　意識が薄うすれているものの、一乗寺はまだ息があった。


　秋築は救急箱の中から大きなステープラーのような物を取りだし、薬を塗ぬり込んだ傷口をそれで留とめ、包帯を思い切りきつく巻いた。


「昔むかしは針と糸で縫ぬったものだがよ、こっちのほうが手っ取り早いからな」


　立ちあがった秋築は、軽く伸のびをして言った。


「あとは専門家に任せるしかねえな。輸血が必要だが、血の用意はしてあるだろうから、まぁ、なんとかなんだろ」


　足あし下もとに横たわる一乗寺を見下ろしたまま、秋築は、香月、と呼んだ。


「はい、先代様」


「状じよう況きよう説明が聞きてぇな。どこかふたりになれるところはねえか？」


「客室を使いましょう」


　振ふり返った香月は、駿と美玖を呼んで、


「ちょっと先代様に報告をしてくる。救急車が来るまで、此処で一乗寺さんを見ていてくれないか」


　と頼たのんだ。


「ああ、判わかった」


「了りよう解かいです、姉様」


　そのとき、秋築は間近に立った美玖を見て、彼女の怪我がそうとうに大きくて深いものであることに改めて気づいた。


　それにしては、美玖は平気そうに動いている。


　道着や袴はかまについた血も、どうやら誰かの返り血というだけではないようだ。


　香月が後で話したいと言ったのは……これか？


　秋築はもう一度、美玖の様子を観察する。


　もちろん、彼女に気づかれるような下へ手たは打たない。


　俺の想像どおりだとすると、なるほど、こりゃ難むずかしい問題を孕はらんでいやがるな。


「駿」


「なに、香月？」


「先ほどまで使っていた部屋に行く。何かあったら呼んでくれ」


「うん、判ったよ」


　香月と秋築は連れだって食堂から出ていった。


　残された五人、駿、美玖、棚倉兄妹、明は、ひっくり返った食しよく卓たくを起こし、椅い子すを適当なところに置いて腰こしを下ろす。


　駿は伊砂の遺体からできるだけ離はなれたところに座った。


　しかし、血の臭いは如何いかんともし難がたい。


　居い心ごこ地ちの悪さを我が慢まんして座ったものの、できれば何ど処こか別の部屋に移動したいというのが本ほん音ねだった。


　彼の隣となりには美玖が。


　美玖の横に明が。


　三人に正対するように雅美と暁壬が椅子を置いて腰を下ろした。


「ようやく終わったね」


　誰に言うともなく、雅美がそう言った。


「ああ、そうだな」


　と応こたえた駿は、大きなため息を吐ついた。


「これで俺たちは助かった……んだな」


「なんだか気が抜ぬけちゃってさ、体に力が入らない感じ」


　と明が言うと、雅美が頭を搔かいて首肯うなずいた。


「そうだねぇ。今までは緊きん張ちようの連続だったから、いったん緩ゆるむと戻れないっていうか」


「俺なんか、気が抜けるというより、もう腰が抜けそうだよ」


　駿がそうぼやくと、なんとなく判るなぁ、と明が賛意を表した。


「しかし……長い合宿だったな。なんか、もう此処で一ヶ月くらい過ごした気がするぞ」


「長くて辛つらくて苦しい合宿だったわね。わたしなんか、本当にあと少しで死ぬところだったし」


　そう言うと、暁壬は美玖に向かって大きく腰を折り、頭を下げた。


「今こうしていられるのも美玖ちゃんのおかげだわ」


「本当にねえ。暁壬は、もう美玖ちゃんに足を向けて寝ねられないよね」


「いえ、そんなことないですよ。あまり……気にしないでください」


「ううん、美玖ちゃんはわたしの命の恩人。わたし、これからの人生を美玖ちゃんの奴ど隷れいとして生きてもいい覚かく悟ごだわ」


「要らないです～～」


　あはは、と軽い笑い声が響ひびいた。


「にしても、あの人、舘山寺秋築さん、恰かつ好こういいな～～」


「なんだ、明はああいう渋しぶいオジさんタイプが好みなのかよ」


　と駿がからかうと。


「うん、好み好み」


「あ……そう」


「美玖、今度、正式に紹しよう介かいしてよ～～」


「明さん、いくらなんでも年が離れすぎです」


「いま幾いくつなの、あの人？」


「五十を幾つか越こえたくらいだと思いますです」


「そうは見えないな～～。四十ちょっとって言われても納得しちゃう」


　わざとらしく腕うで組ぐみした明が、駿に目を向けてきた。


「ねえ、駿さん、やっぱ渋くて恰かつ好こういい男がいいよねぇ？」


「なんでそういうことを俺に訊きく？　嫌いやみか？　皮肉か？」


「そんなことないよ～～。あたし、駿さんも恰好いいと思うよ」


「それこそ、どんな皮肉だよ」


「皮肉じゃないってば。本心本心」


「噓うそっぽいなぁ、明は」


「本当だってば」


「信じられん。っていうか、どうしていきなりそんなに評価が上がるんだ!?」


「だって、今回の事件での駿さん、恰好よかったじゃない」


「あたしもそう思うです」


「だよな、美玖」


「わたしも、かな」


「だよな、暁壬」


　女性陣じん三人から思わぬ高評価を受けた駿は、却かえって焦あせってしまう。


「みんな、本気か？」


「本気、本気」


　すると、女性陣だけでなく男からも評価の声が上がった。


「僕も、駿さん、いかしてたと思う」


　雅美おまえの高評価は要いらん。


「あたし、香月さんがいなかったら、駿さんの彼女に立候補してもいいくらいだよ？」


　マジかよ、明!?


「わたしも姉様がいなければ、立候補してたかもです」


　マジですか、美玖ちゃん!?


「そうね。駿さんが香月さんと別れたら、わたし、立候補してもいいかな」


　などと、暁壬が上うわ目め遣づかいに駿を見た。


　意外と色っぽくて駿はたじたじだ。


「僕は男だから、香月さんがいても立候補していいよね？　ねぇ、駿さん？」


「雅美は、香月がいるとかいないとか言う以前に門もん前ぜん払ばらいだ！」


「あ、酷ひどいなぁ」


「酷いのはおまえだ！」


　皆みなから笑い声が上がった。


　久しぶりに聞く明るい笑い声だった。


　ひとしきり笑った後、明がぽつりと言った。


「それにしてもさ、今回の一件、結局どういうことだったんだろうね？」


　明のその思いは皆に共通の疑問でもある。


　そのとき、救急車のサイレンの音が遠くから聞こえてきた。


「あ、来たみたい」


　全員が腰を浮うかせた。
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　ふたりは部屋の入り口に立って、倒たおれている岩洞の首無し遺体を見下ろしていた。


「そうか。ここにはこれがあったのだな。うっかりしていた」


　呟つぶやいた香月は、隣に立つ秋築を見上げた。


「場所を変えます？」


「……だな。しかし、見事な斬きり口だ。これをやったのが美玖なのか？」


「のようですね」


「あんな怪け我がをしていて、よく勝てたもんだな」


「そう……ですね」


「ま、いいわ。隣の部屋にするか」


　踵きびすを返した秋築は、隣の部屋の扉とびらを開けて室内を覗のぞき込む。


「座って話をするだけなら使えそうだな」


　秋築が室内に足を踏ふみ入れ、その後から香月が続いた。


　彼女は静かに扉を閉しめ、奥に向かった秋築を追う。


　秋築は窓際の椅子に腰を下ろした。


「何か飲みますか？　食堂からお茶か何かを持ってきますけど」


　と香月が声をかけると、秋築は軽く手を振った。


「いや、いいわ。それより、とっとと話を進めようや」


　丸テーブルを挟はさんで向かいの椅子に腰を下ろした香月が、合宿が始まってから……いや新千ち歳とせ空港に着いてから今までのことを、急ぎ足で報告する。


　質問を挟まず、じっと香月の話を聞いていた秋築だが、途と中ちゆうから次第に難しい顔つきになっていった。


「…………というのが、おおよそ、此こ処こで起きた事件の経過と顚てん末まつです」


「なるほどなぁ。狗牙が集団で。あり得ねえ話だな。もっとも、俺のときも統制の取れた動きをしてやがったが……。あり得ねえといやぁ、美玖もだな」


　秋築は右手で自分の顎あごを撫なでていたが。


「さっき見た限り、いつもとまったく変わっちゃいねえようだったが」


「ええ、何も変わっていません。ですが、あのような回復力はあり得ないことですから、そこが奇き妙みようというかなんというか」


「そうか。こいつぁひょっとして……」


「何か心当たりがありますか？」


「ひとつだけな。いずれにせよ、美玖についちゃあ、しばらく様子を見守るしかないだろうな。で、今度はこっちの話だがな」


　秋築が上体を乗りだした。


「はい？」


「宿老おとな衆しゆうの神かみ木き森もり守かみが裏切りやがったんだと」


「なんですって!?」


　実際に会ったことはないが、その名前は香月も何度か遊眞から聞いたことがある。


「あいつ、札さつ幌ぽろのホテルに呼び寄せた遊眞を襲おそってきてな」


「！！！！！」


　香月は思わず腰を浮かせていた。


「で、遊眞に返り討ちに遭あったわけだがよ」


「あ……そうですか。よかった」


　安あん堵どの息を吐はき、香月が腰を下ろす。


「おいおい、うちの遊眞が神木なんぞに殺やられるわけねえだろ」


「あ、はい、そうですね」


「おまえが心配そうな表か情おしたことは黙だまっててやる」


　にやにやと笑いながら秋築がそう言うと、香月は真ま面じ目めな表情で小さく頭を下げた。


「お願いします」


「でな、神木に致ち命めい傷しようを負わせた遊眞は、どういうことか尋じん問もんを始めたんだと」


「尋問……ですか」


「尋問だ」


「どういう方法で尋きいたのか、あまり想像したくないですね」


「まったくだ。遊眞の奴やつ、野や蛮ばんで乱暴でドＳエスだかんなぁ。あ、俺がこんなこと言ったのは内ない緒しよだぜ？」


　香月としては苦笑するしかない。


「で、あれこれ尋きだした遊眞は、此処で伊砂と岩洞がおまえたちを皆みな殺ごろしにしようと企たくらんでいるのを知ったわけだ。そこで大急ぎで俺に連れん絡らくを寄よ越こした。遊眞は札幌で後始末があったからな。あいつ自身は北海道の地理に明るくねえ上に足持ってねえし。だから俺が先行して此処に向かったわけだ。思ったよりも時間を食っちまったのは、さっきも言ったとおりの理由なんだが」


「伊砂と岩洞だけでなく神木まで。ということは、これは個人的な裏切りではなく、組織的な裏切りということになりますか？」


「そういうことだな。他ほかでも何か動きがあったらしく、宿老衆も大混乱でな、現状、収拾がつかねえ状態みてえだわ」


　秋築は上体を戻もどし、両りよう腕うでを後頭部の後ろで組んで天てん井じようを見上げた。


「こうなると、引退した身だから俺には関係ねえとは言ってられねえだろうなぁ」


　香月の表か情おがぱっと輝かがやいた。


「お戻りになるのですね!?」


「仕方ねえやな」


「お師様も喜びます」


「どうだかな。年寄りは引っ込んでろって言いそうだけどな」


「口ではそう言うかもしれませんが、でも喜びますよ」


　くくっ、と秋築が笑った。


「まぁ、せいぜい十七代目様の邪じや魔まをしねえように気をつけるさ」


　そのとき、遠くからサイレンの音が聞こえてきた。


　秋築が腰こしを上げた。


「来たようだな。あ、香月、今の話な、神木の裏切りの件、他の連中には黙っててくれ。美玖にもだぜ。折を見て俺から話すからよ」


「判わかりました」


　ふたりは部屋を出て食堂へと戻っていった。
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　救急車が慌あわただしく一乗寺を運び去っていった。


　一時、騒そう然ぜんとしていた元宿しゆく泊はく施し設せつにも再び静けさが戻ってきた。


　だが、それも束つかの間まのこと。


　やがて黒くろ塗ぬりのセダンやら白い大型のワンボックスカーやらが何台も駆かけつけ──パトカーは一台も混ざっていなかった──車から降り立った安全保障室の要員によって、元宿泊施設は完全に封ふう鎖さされた。


　彼らは犠ぎ牲せいとなった若手狗牙絶ち衆と伊砂、岩洞の遺体を回収し、戦せん闘とうの痕こん跡せきを消して回った。


　もっとも消そうとして消し切れるものではない。


　おそらくこの建物ごと消去することになるんだろうと秋築は言っていた。


　黒塗りの車の一台には遊眞が乗っていた。


　此処でのあれこれを実質的に指揮したのは遊眞である。


　狗牙絶ちの宿老衆である遊眞には、それだけの権限があるのだった。


　秋築が無線を使って香月や美玖、駿が無事なことを予あらかじめ遊眞に報しらせていたから、三人との再会の挨あい拶さつもそこそこに、遊眞は安保の要員に指示を出し、精力的に立ち働いていた。


　駿はそれをぼんやりと眺ながめながら、遊眞さんもやるときはやるんだなぁ、などと密ひそかに感心するのだった。


「駿」


「あ？　なに、香月？」


「いま君が考えたことはお師様に黙っていてあげよう」


「……どうして俺の考えたことが判るの？」


「君は思考や感情が顔に出やすいタイプだからな」


「あ……そう」


　美玖や明がくすくすと笑う。


　駿と香月、美玖に明、棚倉兄妹は、特にすることもないので改めて食堂に集まり、なんとなくお茶を飲んでいるところだ。


　すでに伊砂の遺体はなく、流れた血も洗い流されていた。


「でも、意外だな～～」


「何がだ、明？」


　と駿が訊きくと。


「舘山寺さんて随ずい分ぶんと小さいんだなぁって思って。話を聞いて、香月さんをさらに一回り大きくしたような高身長美人をイメージしてたのに」


「明」


「なに、香月さん？」


「いま君の言ったことも黙っててあげよう。その代わり、お師様本人の前では絶対に口にするなよ。せっかく生き残ったのに、お師様に殺されたくはないだろう？」


　明が短い悲鳴を上げ、周りから笑い声が上がった。


　秋築も遊眞の加勢に回っているので、いま食堂にはこの六人しかいない。


　共に死線を潜くぐり抜ぬけてきた六人。


　際きわどい状じよう況きように追い込まれながら、なんとか生き残った六人。


　六人の間には奇き妙みような連帯感、あるいは強固な身内意識が生まれていた。
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「やれやれ、ようやく一段落ついたわ」


　秋築と共に遊眞が食堂に姿を現した。


「ご苦労様です、お師様、先代様」


　立ちあがった香月が挨拶を送ると、残りの者も同様に立ちあがって、ふたりに向かって頭を下げた。


　余っている椅子を持ってきた遊眞と秋築が腰を下ろす。


「悪いな、香月、茶でも淹いれてくれねえか。酒でもいいが」


　と遊眞が言うと。


「お茶を！　淹れます」


　師し匠しようを睨にらんでから、香月が腰を浮うかせた。


「手伝うよ、香月さん」


　明が手を挙げ、続いて美玖も。


「わたしも手伝うです」


「美玖は怪け我が人だからいい。座ってろ」


「あ、はい」


「じゃあ、美玖ちゃんの代わりに俺が」


「いいよ。駿も座ってろ」


「ん……判った」


「おいおい、なんだよ、香月に駿ちゃんよう、おまえら目で会話なんかしちゃって。何い時つの間まにそんなに距きよ離りが縮まったんだ？」


「もちろん、ここで生死を懸かけて一いつ緒しよに闘たたかったからですよ、お師様」


　そう応こたえておいて、香月はキッチンへと向かう。


　遊眞はきょとんとした表か情おで、歩いていく香月の背中を見やった。


　香月と明の姿が消えると、遊眞は視線を巡めぐらせ、駿の顔を睨ねめつけてきた。


「あたしの知らない間に随分といい関係になりやがったようだなぁ？」


「え、いや、べつにそういうわけでは……」


「香月の奴があんなふうに素直に開き直るなんて、滅めつ多たにお目にかかれることじゃねえ。っていうか、本ほん邦ぽう初公開じゃねえか？」


「素直に開き直るって、日本語、変ですよ」


　苦笑しながら駿はそう突つっ込こむのだが。


「なんつ～か、以前にはなかったお互たがいの信しん頼らい感かんが醸じよう成せいされてるっつ～か、そういうのを感じるな、おまえらに」


「そうですか。でもそれは、さっき香月も言ったとおり、此こ処こで共に死線を潜って闘たたかった仲ですから、当然じゃないですか？　香月とだけじゃないですよ。美玖ちゃんや明や棚倉兄妹とも、俺は以前にはなかった信頼感で結ばれていると思ってます」


「お～～～～」


　雅美と暁壬が、ぱちぱちと拍はく手しゆした。


「駿さん、かっけ～～」


「当然だな」


「ふぅぅん」


　頭を引いた遊眞が、四人を見み渡わたした。


　なるほど、生死を懸けた闘いを経験してレベルアップしやがったか、ひよっこどもは。


「信頼感で結ばれる。いい言葉だなぁ。まるで俺とおめえみたいだな、遊眞ちゃんよ」


「あたしとあんたには、これっぽっちも信頼感なんかねえ」


　秋築が仰のけ反ぞった。


「うわ、酷ひでえこと言うな、此奴こいつ」


「当たり前だろ。飽あきたから引退するとか言って人に仕事押しつけて、ひとりだけ北海道へ引っ込んじまうような奴やつのどこを信頼しろってんだよ!?」


「そう言うなよ、遊眞。これからはまたちゃんと手伝うからよぉ」


「ったり前だっつ～の。また逃にげだしやがったら、おまえの大事な大量のエロＤＶＤ群、火ぃ点つけて全部燃やすぞ」


「それだけは勘かん弁べんしてくれや～～」


　遊眞と秋築のやり取りを、美玖がにこにこと笑いながら見守っている。


　その視線が、家族を見ているような、本当の親を見ているような温かなものであることに駿は気づいていた。


　また少し、駿は疎そ外がい感かんを味わった。


　お茶の入った湯飲みを盆ぼんに載のせ、香月と明が戻ってきた。


　皆みなに湯飲みを配っている香月を見て、駿の疎外感は消えた。


　俺は。俺は此処で香月と新しい関係を築くことができた。だから、これからその関係をしっかりとしたものに作りあげていけばいいんだ。今まで長い時間を共有してきた香月と遊眞さんや秋築さん、美玖ちゃんのようにはいかなくたって、俺と香月の新しい関係を、これから。


　駿と香月の新しい関係。


　それは家族というにはまだ遠く。


　かといって恋こい人びとというにはまだ拙つたなく。


　けれど、この先、共にありたいと言った駿の言葉に噓うそはなく。


　わたしも同じだと肯がえんじた香月の気持ちに後こう悔かいはなく。


　ふたりは刀と鞘さやとして、この後、共に生き、共に闘っていくことになるのだろう。


　それを思うと、駿は少し誇ほこらしい気持ちになる。


「ほら、駿、お茶」


「……あ、ありがとう」


「どうした、ぼけっとして」


「いや、ちょっと気が抜けちゃって」


　照れ笑いを浮かべて駿が頭を搔かくと。


「駿」


　真しん剣けんな香月の声に、駿は思わず彼女の顔を振ふり仰あおぐ。


「え？　なに？」


「ありがとう」


「な……どうしたの、香月？　改まっちゃって」


　駿の問いかけに答えず、香月は秋築と言い合っている遊眞に声をかけた。


「お師様」


「ん？」


　振り返った遊眞に向かって、香月は清すが々すがしい顔で言った。


「わたしは、どうやら自分の鞘を見つけたようです」


「……は？」


　一いつ瞬しゆん、怪け訝げんそうな表情になった遊眞だが。


「あ～～、狗牙絶ちの劔の話か？　駿ちゃんの体から出てきたんだってな、玉たま響ゆら」


「ああ、いえ、その話ではなく、わたし自身の話です」


「はぁ？」


　遊眞がまた怪訝そうな表か情おに戻もどった。


「つまりですね、なんといえばいいか」


　遊眞から視線を外した香月は、ちょっと顔を赤らめ鼻の頭を搔いたりしている。


「要するに」


　すぅと大きく息を吸った香月は、そのまま一気に吐はきだした。


「駿がわたしの鞘さやだということです」


「お？」


　頭を引いた遊眞が香月と駿を交こう互ごに見やった。


「ちょ、ちょっと、香月？」


　駿は大いに焦あせったが、香月は堂々と言葉を継ついだ。


「ですから、これからは刀であるわたしは鞘である駿と共に歩いていきたいと、そう思うのです」


　香月の力強い宣言に遊眞が呆あつ気けに取られていると。


「素晴らしいです、姉あね様さま。とうとうついにふたりは恋人宣言ですね」


「あ、いや、美玖、べつに恋人とかそういうのではないのだけれど」


「え～～、今の、恋人宣言だよねぇ？」


　と明が目を輝かがやかせて周囲を見渡し。


「どうして女の香月さんが刀で、男の駿さんが鞘なんだろう？」


　と雅美が首を捻ひねり。


「そうよねぇ。ふつう、男が刀で女が鞘よね。男女の機能的見地から言って。ほら、刀を、鞘に、収める、みたいな～～」


　雅美が右の人差し指を、左手の親指と人差し指で形作った輪の中に入れてみせる。


「暁壬、なんだかいやらしいよ、それ～～」


　爆ばく笑しようが湧わき起こった。


　美玖まで笑っている。


　いや、そのジョークで笑っちゃっていいのか美玖ちゃん。中一なのに。


　赤面しながら、駿は内心で突っ込んだ。


「ああ、判った判った」


　遊眞が香月に、いいから座れと促うながした。


「まぁ、香月が刀で駿ちゃんが鞘だってのはこっちの話だから、おまえらが知らなくても当然なんだがな」


　と言って遊眞が兄妹きようだいを見た。


「そうなんですか～～？」


　どういう意味だろうね？　と兄妹は互たがいの顔を見やって、もう一度、首を捻った。


　狗牙絶ちの劔を呑のみ込んでしまう駿の体質を「鞘」と言い表していることにまでは兄妹も気が回らなかったようだ。


「それよりも香月。要するにふたりはデキちまったってことなんだな？」


「お師様、下品ないい方をしないでください！」


「そうですよ。デキたとか、そういうんじゃないですからね」


　と香月と駿は抗こう議ぎするが。


「ああ、はいはい、デキるのはこれからな」


「ですから……」


　文句を言おうとする香月を遮さえぎって、遊眞が駿に笑いかけてきた。


「そうかそうか。駿ちゃん、とうとう香月の分ぶ厚あつい鎧よろいを脱ぬがせたか。祝しゆう着ちやく祝着」


「な、なんのことですか？」


「はは、なんでもねえよ」


　機き嫌げん良さそうに笑った遊眞は、よっしゃ！　と立ちあがった。


「札さつ幌ぽろに戻ったら、すすきのに繰くりだすか。駿ちゃんと香月のデキちゃった記念に、みんなで祝しゆく杯はいを上げんぞ」


「ですから、デキちゃったわけではありませんてば！」


　という香月の猛もう抗こう議ぎなどどこ吹ふく風で、遊眞は勝手に話を進めていく。


「何が食いたい？　蟹かにか？　寿す司しか？　ジンギスカンで生ビールでもいいな。ああ、予算のことは気にするな。うちの爺じじいの奢おごりだかんな」


「やった～～！」


　雅美、暁壬、明が跳とびあがって喜んでいる。


「蟹かにカニ～～、僕、たらば蟹が食べたいです～～」


　雅美が踊おどりだした。


「おい、ちょっと待て、遊眞。なんで俺の奢りなんだよ!?」


「いいじゃねえか。これまでひとりで好き勝手遊んできたんだ。あんたが遊んでるときに苦労してきたあたしたちに礼をするのが当然だろ」


　秋築が、やれやれと肩かたをすくめる。


「しようがねえな。嬢じようちゃんにかかっちゃあ、俺も形無しだわ」


「よっしゃ～～。じゃあ、『氷ひよう雪せつの門』に行って、たらば蟹の姿すがた盛もりに挑ちよう戦せんだ！」


「お～～～～！」


　大いに盛りあがっている遊眞や明、棚倉兄妹の脇わきで香月と駿は苦笑するしかなかった。


「香月」


「あ……何かな、駿」


「香月の鞘としてはまだまだ足りない俺だけど、今後ともよろしく」


　駿がそっと右手を差しだすと。


「わたしだって足りないところばかりだよ、駿。でも、足りないところはこれからふたりで補っていけばいいんだ」


　香月がそっと駿の手を握にぎった。


　香月の心と体の温もりが、掌てのひらを通して駿に流れ込む。


　手を握ったままふたりが見つめ合っていると。


「おいおい、妬やけるな、まったくよぉ」


「姉様、駿様、素敵です」


「あ、あれ？」


　いつの間にか、みんな騒さわぐのを止めて、駿と香月に見入っていた。


　駿と香月は慌あわてて手を放し、互たがいにそっぽを向く。


　明や棚倉兄妹が盛さかんに囃はやし立てる。


「今年の夏は暑くなりそうだなぁ、美玖？」


「秩ちち父ぶ地方は猛もう暑しよ日びの連続になりそうですね、お師様」


　そう言って、美玖は無む邪じや気きに笑った。





　自分の身に降りかかった運命の行方ゆくえを、これから自分が辿たどるであろう険けわしい道のりを、美玖はまだ朧おぼろ気げにしか判っていない。
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　舘かん山ざん寺じ遊眞あそまの自宅は秩ちち父ぶの市街地から離はなれた山間部に建たっている。


　山間部というか、山の中に。


　路線バスの終点の先にある山を含ふくめた辺あたり一帯が、丸ごと舘山寺家の──つまり現当主である遊眞の──土地だということだった。


　バスの転回所があるところで公道は途と切ぎれ、そこから先は私道になる。


　私道は舗ほ装そうがされていない。


　普ふ通つう車しや同士でもすれ違ちがいに苦労するような一・五車線幅はばの細い凸でこ凹ぼこ道みちが、右に左に屈くつ曲きよくしながら山の上へと続いている。


　いつもは遊眞所有の軽トラックが通るだけだから、すれ違いの心配をする必要はない。


　しかし、今日は珍めずらしく軽トラック以外の車が道を登っている。


　舘山寺秋あき築づきの４ＷＤワゴンだ。


　運転席には秋築が座ってハンドルを握にぎっている。


　助手席にいるのは遊眞だ。


　秋築はジーンズに革ジャンという若々しい出いで立ち。


　一方、遊眞はひらひらした可愛かわいらしいミニのドレスだ。


　小こ柄がらな遊眞には似合っていると言えなくもない。


　黙だまっている限り。


　ワゴンの後部座席には明あきらと棚たな倉くら兄妹きようだいが座っていた。


　少し後ろから遊眞所有の軽トラックが追走している。


　軽トラを運転しているのは美み玖くで、助手席に駿しゆんと香か月づきが体を密着させて座っていた。


　本来はふたり乗りの軽トラックに三人も乗っているのだから、一いつ般ぱん道を走ればたちまち道交法違い反はんを問われるが、ここは私道なので誰だれかに文句を言われることはない。


　とはいえ、助手席にふたりも乗れば体が密着してしまうのは致いたし方かたのないことで、駿的にはむしろ歓かん迎げいすべき事態なのだが、あまりにあからさまに歓迎すると香月から何か言われそうで、できるだけくっつくのを我が慢まんしていた。


　とはいえ、逆方向へ逃にげようとすると運転席には美玖がいるので、其方そちらに体を預あずけるのも憚はばかられる。


　駿は必死になって右手で車の天てん井じようを支え、左手でダッシュボードを支え、両足を強く踏ふん張ばり、体が右にも左にも倒たおれないように頑がん張ばっていた。


　ワゴンの後部座席で背後を振ふり返った明が感心した声で言った。


「美玖の奴やつ、本当に車を運転してるよ。凄すごいなぁ」


「香月さんによると、運うん転てん免めん許きよを持っているにも拘かかわらず助手席に踏ふん反ぞり返って美玖ちゃんに運転させてる人がいるらしいからね。必要に迫せまられて覚えたんだよね、きっと」


　雅まさ美みがそう応こたえると、ワゴンの助手席のシートを大きく後ろに倒たおして踏ん反り返っていた遊眞が顔を巡めぐらせた。


「ほほぉ、とんでもねえ奴がいるんだな。で、誰のことだい、そりゃ？」


「あ……誰のことだか僕にはさっぱり判わからないです。香月さんに訊きいてください」


「雅美、香月さんに責任を押しつけて逃にげれば遊眞さんには殺されなくても、結局、香月さんに殺されるわよ？」


「大だい丈じよう夫ぶだよ、暁あき壬み。直接聞かれなければ、知らぬ存ぜぬで押し通すから」


「酷ひどい人だな～～」


　明が呆あきれた表か情おで呟つぶやいた。


「そうね。どちらかというと雅美は卑ひ怯きようで卑ひ劣れつで、男としては最低の部類に入るわよね」


「暁壬のその容よう赦しやのない毒舌こそ最低最悪の部類だと思うんだけぐぼぁっっ」


　いきなり鳩尾みぞおちに肘ひじを叩たたき込まれた雅美が、鳩尾を押さえ腰こしを折り曲げようとして、シートベルトに体の動きを邪じや魔まされた。


「ぐはぁっ、息が詰つまるっ、首も絞しまるぅっ」


「はっはっはっ、若い奴らは元気があっていいよなぁ」


　運転席で秋築が豪ごう快かいな笑い声を上げた。


「おい、おっさん、余よ所そ見みすんな」


「おいおい、通い慣れたこの道を、俺が運転間ま違ちがうとでも？」


「もうあんたも年だからな。ブレーキとアクセル踏み間違えるかもしんねえだろ」


「俺はまだ呆ぼけちゃいねえぜ」


「呆けた奴は、自分じゃたいていそう言うらしいぜ？」


「相変わらず口が悪いな、おめえは。そっちの双ふた子ごもどきの女子といい勝負じゃねえか。どうして女ってのは、こうも口が達たつ者しやなんだか」


「本当ですよね～～。女子はみんな口から先に生まれてくるんじゃないかって、そんな感じげぼぁっっっ」


　腹を押さえた雅美はシートベルトに固定されないようにゆっくり静かに上体を折り曲げ、げほげほと咳せき込んだ。


「おいおい、口も達者で手も早いって、遊眞の子分みたいな嬢じようちゃんだな。そんなんだと、遊眞みたいに、いつまで経たっても彼氏のひとりもできねえぜ？」


「黙れ、エロ爺じじい！」


「え～～、それはヤだなぁ」


「おまえも殴なぐるぞ、双子妹」


「暁壬で～す」


「じゃあ、暁壬を殴り殺す」


「やめてぇぇ」


「どんどんやっちゃってください、舘山寺さんごばぁっっっ」


「ああ、舘山寺がふたりになったから、あたしのことは遊眞でいいわ」


「了りよう解かいでぇす、遊眞さぁん」


「こっちは、くそ爺でいいぞ」


「いいわけあるか！」


「だから、前見て運転しろ」


　車の中は騒そう々ぞうしいことこの上ない。


　やれやれ、賑にぎやかだなぁ。


　ひとり蚊か帳やの外状態の明が、またちらっと背後に目をやった。


　軽トラックはつかず離れずについてくる。


　ワゴンがさほどスピードを出していないとはいえ、大したものだと明は感心する。


　いや、中一の運転に感心しちゃっていいのかどうか判らないんだけど。


　やがて二台の車は、山の中腹のやや開けた平へい坦たんな場所に出て停まった。


　右手に二階建ての木造家屋がある。


　少し離れたところにも平屋の小さな建物が。


　あっちの二階建てが住居なんだな。あの小さいのは物置か何かかな？　ってことは道場は別の場所にあるのか。


　明は、そう当たりをつけたのだが。


　天てん心しん無む明みよう流りゆうの場合、屋外での修しゆ行ぎようが基本であり、香月曰いわく「全山これ道場」なのだが、明はまだそのことを知らない。
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　北海道での例の合宿からすでに十日が経っていた。


　その間に、秋築は車をフェリーで東京まで運んできていた。


　あの場で言ったように、狗く牙が絶だち衆しゆうとして復帰するためである。


　美玖の怪け我がは、ほとんど全快といってもいいくらいによくなっていた。


　信じられない回復力だ。


　驚きよう異い的な復元力だ。


　死んでもおかしくない怪我だったのに。


　よしんば助かっても、普ふ通つうの人なら一ヶ月ほどは病院のベッドに縛しばりつけられていただろうに。


　それがいつもと変わらない生活ができるまでに回復しているのだから。


　すでに昨日きのうからは、まだ軽くだが剣けんの修行を再開していた。


　元の高校まで通うのが大変なので、駿は両親に連れん絡らくを取って、地元の高校に転校したところだった。


　両親の説得が大変だったが、遊眞と秋築が上う手まくフォローしてくれ、しかも責任を持って駿の面めん倒どうを見ると約束してくれたので、最後には両親も認めてくれた。


　むろん、香月も一いつ緒しよに転校した。


　香月にとっては元の高校に戻もどる形となった。


　いきなり転校していった香月が、いきなり戻ってきた。


　おまけに何ど処この誰だか判らないが、仲のよさそうな男子と共に。


　ということで、密ひそかに香月のファンだった男子学生が騒さわいだりしたのだが、それは本編に関係ないのでおいておいて。


　あの事件直後は狗牙絶ち衆全体が混乱していた。


　宿老おとな衆しゆうの何人かが仲間を裏切って狗牙と結び、別の狗牙絶ち衆を襲おそっていたからだ。


　その襲しゆう撃げきで命を落とした狗牙絶ち衆が何人もいた。


　死なないまでも、怪我をしてしばらく第一線に立てない者も多く出た。


　宿老衆の何人かが死傷した上に、仲間の裏切りという衝しよう撃げき的な事態を前にして、狗牙絶ち衆はほぼ機能停止という状じよう況きように陥おちいってしまった。


　その混乱を抑おさえるべく動いたのが、遊眞と秋築だった。


　一いつ旦たんは引退した身とはいえ、天心無明流の十六代目、宿老衆だけでなく狗牙絶ち衆全体に広く顔が利きく秋築の存在は、遊眞にとって実に大きな助けとなった。


　事の真相が判らないまま右往左往していた狗牙絶ち衆に連絡を取り、大まかな状況を説明し、内ない諜ちようの安あん保ぽとも折せつ衝しようを重ねた遊眞と秋築の働きのおかげで、ようやく狗牙絶ち衆の動どう揺ようも収まってきていた。


　そこで遊眞と秋築は、あの事件の関係者を集め、改めて今後の方針を示そうとした。


　集められたのは駿と香月、美玖だけではなかった。


　明と棚倉兄妹も呼ばれていた。


　三人が呼ばれたのは、一緒に合宿で生死を共にした仲間だから話を聞く権利があるだろうということに加え、三人の師し匠しようが事件の余波で活動できなくなっているからだった。


　明の師匠は裏切り者と共に襲ってきた狗牙によって殺された宿老衆に代わって東海方面を仕切らなければならなくなり、明の面倒を見ている余よ裕ゆうがなくなった。


　棚倉兄妹の師匠は狗牙の襲撃で重傷を負って入院していた。


　遊眞は他の宿老衆に断ことわって、しばらく三人を自分のところで預かることにした。


　明も雅美も暁壬も遊眞の申し出に異存があろうはずもなく、どころか彼女の心こころ遣づかいに感謝し、喜んで彼女の招集に応じたのだった。
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　遊眞の自宅の玄げん関かんに足を踏み入れた秋築が、懐なつかしいな、と声を上げた。


　秋築は右手に狗牙絶ちの劔つるぎを提げている。


　彼だけでなく、全員がそれぞれ狗牙絶ちの劔を手にしていた。


「我が家やに戻ってきたって気がするなぁ」


　後ろから遊眞が秋築の背中を押した。


「いいからさっさと上がれよ。後ろがつかえてるだろうが。それに、ここはもうあんたの家じゃねえ」


「判ってるよ、遊眞。おまえに売ったんだもんな」


「そうだよ。もうここはあたしの家だ。自分の家みたいな大きな顔すんなっつ～の」


「そうかそうか。じゃあ、俺は客なんじゃねえか。客にはもっと丁てい寧ねいに接しないとな」


「客でもねえ。ただの元住人だ」


　いいから早く上がれと遊眞が秋築を追い立てている後方、玄関のすぐ外で、駿が香月に小声で訊きいた。


「なあ、香月、家を売ったってのは？」


「元々は、此こ処こ、先代様の家なんだよ。家というか、山全体も。狗牙絶ち衆を引退することになったとき、お師様に譲ゆずったんだ。でも、ただ譲じよう渡とすると高額の譲渡税がかかるので、お師様が先代様から買ったと、そういうこと」


「買った？　いくら街から離はなれていても、家と山のセットだと、かなりするんじゃ？」


「ローンを組んだそうだよ」


「っていうか、前から不思議だったんだけど、遊眞さんってさ、どうやって収入を得ているわけ？」


「お師様は、何件か不動産を持っているんだ。マンションとかアパートとかを」


「マジ？」


「それらも先代様の持ってる物件の中の幾いくつかを買ったんだけどね。家賃収入がそこそこの額になるんだそうだよ」


「すげえなぁ」


「あとは、地元で剣けん道どうや居い合あいを教えたり。まぁ、そちらは雀すずめの涙なみだらしいけれど」


「剣道？」


「地元の学校や警察署に呼ばれて、ときどき剣道や居合を教えているのだよ。お師様は全剣連の剣道五段を取っているからね。腕うで前まえ的には五段なんてことはないんだけど、まだ年が若いから。それに『段位取るのが面倒くさい』んだそうだ。あと、対外的に居合を教えるときは、天てん道どう無む心しん流りゆうという名を名乗っている。さすがに天てん心しん無明流の看かん板ばんは出せないから。そちらは全剣連に所属してないから、八段を名乗っているよ。もっとも八段でも実力に比せば低いけどね。わたしに言わせれば、お師様は十三段くらいだ。いや十三怪かい談だんかもしれない」


「十三階段？　死し刑けい台だいへの？」


「いや、お化ばけや怪かい物ぶつの話のほうの怪談」


　ぷっっ、と駿が噴ふきだすと。


「なに笑ってやがるんでぇ！」


　遊眞に蹴けられた。


「痛たたた」


　膝ひざを折って蹴られた足を撫なでながら、駿が抗こう議ぎの声を上げる。


「いきなり何するんですか！　遊眞さんに蹴られたら足が折れちゃいますよ」


「安心しろ。手加減……っつ～か、折れない程度に足加減してやってるから。あたしの気遣いに感謝しろよ」


「どうして人を蹴って自じ慢まんげに胸張ってるんですか!?　というか、俺は何な故ぜいきなり蹴るのかと訊きいているんですけど」


「笑ったから」


「笑ったら人を蹴るんですかっ!?」


「あたしのことを笑ったんだろ？」


「…………」


「やっぱそうじゃねえかぁぁ。このっ、このっ、このっ」


「痛い痛い痛い！　助けてぇ香月ぃぃ」


「お師様、もうそのくらいで」


「っていうか、抑そもそも、おまえが何か言ったんだろ！」


「…………」


「目を逸そらせるなよ、香月」


「ほれほれ、遊眞、もうその辺で勘かん弁べんしてやんなって。下へ手たなとこ蹴って葛かつら城ぎ君が不能になっちゃったら、孫まごの顔、拝おがめねえぞ？」


　いきなり動作を止めた遊眞が、舐なめ回すような視線を香月と駿に這はわせた。


「な……なんですか、お師様!?」


「孫……孫なぁ。ま、香月はあたしの子供みたいなもんだし、そのうちちゃんと養よう子し縁えん組ぐみしようと思ってるから、確かに孫だわな」


　にんまりと笑った遊眞は、香月の肩かたを、ぽん、と軽く叩たたいた。


「期待してっからな」


「何を期待されてるんですか、わたしはっ!?」


「駿ちゃんもな」


「お、お任せください」


「そして駿も任されるなっっ！」


「あの、姉あね様さま、その際には詳くわしい経過を教えてくださいね」


「教えるもんか、美玖っ」


　其そ処こここから笑い声が上がった。





　　　　４




　遊眞の家のリビングに全員が集合した。


　みな、フローリングの床ゆかに置いた座ざ布ぶ団とんやらローソファやらに思い思いに座っている。


　開け放した大きな窓から見える木々の緑が目に眩まぶしい。


　濃のう厚こうな緑の薫かおりを乗せた風が室内に吹ふき込んできて、実にいい気持ちだ。


　香月と美玖が全員分のお茶を淹いれてキッチンから出てきた。


　全員の分のお茶が行き渡わたると、一同を見渡せる位置に座ざ椅い子すを置いた遊眞が、


「じゃあ、始めるか」


　と開会を宣言する。


　それで明も棚倉兄妹も居住まいを正す。


「まず、最初に」


　居い並ならぶ一同を見渡した遊眞は、ゆっくり嚙かみ締しめるように言った。


「一乗寺はなんとか助かったわ」


「お～～～～」


　香月も駿も、明も棚倉兄妹も、安あん堵どと喜びの声を上げていた。


　雅美と暁壬は拍はく手しゆなんかしてる。


「っても、そうとうに際どかったからな。ようやく集中治ち療りよう室しつを出たところで、まだ身動きもままならないみたいだけどな」


　湯飲みを持ちあげお茶を一口、二口と啜すすった遊眞は、湯飲みを置いて言葉を継ついだ。


「この人手不足の折、彼奴あいつが使えないってのは痛いんだが、まぁ、しようがねえな。気長に治るのを待つしかねえ」


「狗牙絶ち衆として復帰は可能なんですね？」


　と香月が念押しした。


「可能だとは思うが、復帰が何い時つになるかは判りゃしねえな」


「そう……ですか。でも、復帰できるのなら一安心です」


　ため息を吐ついた香月に向かって、遊眞が揶や揄ゆするように言った。


「どうしたい、香月？　彼奴の怪け我がに何か責任を感じてるのか？」


「そうですね。多少の責任を感じないわけにはいきません。もう少し上う手まく立ち回れていたなら、彼もあんな大おお怪け我がをしないで済んだかもしれませんから」


「いやでも、仕方がなかったと思うぞ、香月」


　と駿がフォローを入れると。


「そうだな。仕方なかったんだ。そう思うしかねえ。一乗寺だけじゃない。椥なぎ辻つじも鳴なる滝たきも上かみ桂かつらも……あれは仕方がなかったんだよ」


　と遊眞も慰なぐさめてくれた。


「むしろ此奴こいつらを」


　遊眞は、明、雅美、暁壬の三人を指し示した。


「救ったことをこそ誇ほこれ、香月」


　うんうん、と三人が首肯うなずいた。


「僕たち、香月さんや駿さん、美玖ちゃんに救われたんだよね。ねえ、暁壬？」


「そうそう。三人はわたしたちの命の恩人だから」


　確かにそうだ。香月さんと駿さん、それに美玖がいてくれなきゃ、あたしなんか、とっくに死んでいた。


　明はあのときのことを思いだし、ぶるっと身み震ぶるいする。


「そうだ、香月だけじゃねえ。駿ちゃんも美玖も含ふくめて、おまえたち三人は、できる限りのことをしたんだ。いや、できないことまでも成なし遂とげたと言っていい。あまりくよくよ考えるな」


「ありがとう……ございます」


　香月が神しん妙みような表か情おで頭を下げた。


「いいこと言うじゃねえか、遊眞。さすがに俺の娘むすめだな」


　と秋築が横から口を挟はさむと。


「他ひ人と事ごとのコメントしてるんじゃねえよ。あんたがもっと早く着いてたら、あと何人か救えたかもしれねえんだ。あんたは反省しろ」


「おいおい、俺が時間を食ったのは遊眞の指示した目的地が曖あい昧まいすぎたからだぜ。他人の失敗を論あげつらう前に、自分の失敗を反省しようぜ」


「黙だまれ。ＤＶＤ燃やすぞ」


「すみませんでした」


　自分の師し匠しようにもそれか。相手が誰だれであっても、遊眞さんの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度は変わらないなぁ、と感心してしまう駿である。


「さて、肝かん心じんの話に入るか」


　秋築を黙らせた遊眞は、鋭するどい目つきで一同を見渡した。


「狗牙絶ち衆の中の裏切り者の件だが」


　みな、はっとして顔を上げ、遊眞の口くち許もとに視線を集中させる。


「現状、宿老衆のうち、無事なのが五割、死傷者が三割、裏切り者が二割ってとこだな」


「そんなに、ですか？」


　香月が驚おどろきの表か情おになる。


　いや、香月だけではない。


　美玖も。


　明も。


　棚倉兄妹も。


　一様に驚きを隠かくせないでいる。


　驚かないのは駿だけだ。


　部外者だった彼は、狗牙絶ち衆の個人も組織も知らないので驚きようがない。


「宿老衆のうちの二割も驚きだが、その下の中ちゆう堅けんどころからも何人か出ていやがる。伊砂いすかや岩がん洞どうみたいにな。宿老衆よりも、むしろそっちのほうが大おお事ごとだわ。おかげで、いま実働部隊は以前の四割減、下手すりゃ半減だな。狗牙絶ちもままならねえ」


「あの、お師様」


「なんだ、香月？」


「伊砂や岩洞が狗牙と連つるんでいた……という事実は、どう理解すればいいのでしょう？」


「それも大事でなあ」


　腕うで組ぐみした遊眞は、難むずかしい顔つきになって唸うなるのだった。


「伊砂や岩洞に限らず、裏切り者どもは本当に狗牙と結んだらしい」


　香月や明、雅美に暁壬が愕がく然ぜんとした表か情おで遊眞を見つめる。


「今回の狗牙絶ち衆に対する複数の同時襲しゆう撃げきも、だから裏切り者と狗牙との共同作戦になっていたわけだ。おかげで予想以上に此方こちらの被ひ害がいが大きくなった」


「いったいどうして狗牙なんかと手を結ぼうとしたのです？」


　重ねて香月がそう訊きくと。


「神かみ木きの野や郎ろうも言ってたんだがな、『時代は変わった』というのが連中の言い分らしい」


「いえ……意味が判わかりませんけれど」


「あたしにだって判らねえ。だが連中は、人に仇あだ為なす狗牙を狩かるよりも、狗牙と手を結んで人の上に立つほうが楽しいとでも考えたようだな」


「ますます意味が判りません」


「狂きよう人じんの言うことの意味なんか判るもんかい」


　と遊眞は吐き捨すてた。


「誰が言いだしたのかは判らねえし、誰が主導したのかも、まだよく判らねえ。だが、狗牙絶ち衆の一部が仇きゆう敵てきである狗牙と手を結んだというのは紛まごう事なき現実だ。今後はその前提で動かないと、こっちも痛い目見るぜ」


　香月、明、棚倉兄妹は表か情おを強こわばらせて小さく首肯うなずいた。


「あの、遊眞さん」


「なんでえ、駿ちゃんよ？」


「香月たちが彼処あそこで感じた、狗牙の匂においがしない狗牙……というのにはどういう意味があるんです？」


「それだ」


　遊眞は残りのお茶を一息に飲み干して、乱暴に湯飲みを床に置いた。


「裏切り者よりも何よりも、現状、そっちが一番の大事だわ」


「つまり？」


「これは神木からちらっと聞いただけなんだがな。あいつ、もう虫の息だったし、意味がよく判らない部分もあるんだが、要するに、狗牙の中に、そういう特とく殊しゆな真祖が生まれたってことらしい」


「なんですって!?」


　香月が思わず腰こしを浮うかせかける。


「本当ですか、お師様!?」


「今のところ真しん偽ぎは不明だ。だが、おまえたちが彼処で確かに狗牙の匂いのしない狗牙と闘たたかったってぇんなら、本当なんだろうな」


「それは……間ま違ちがいないと思います」


　香月が明や棚倉兄妹の顔を見やった。


「うん、あたしも感じました。っていうか、感じなかったって言うべきなのか」


「そうだね。狗牙の匂いのしない奴やつらがいたよね」


「いたわね、確かに。上桂さんを殺やった奴なんか、まさにそれだったもの」


「ってことでだ、その真祖の系統の狗牙は、子も孫も匂いがしない可能性が高い」


　香月たちが蒼そう白はくになる。


　それは狗牙絶ち衆にとって、とてつもなく厄やつ介かいな事態であるからだ。


　人間界に隠かくれ潜ひそんでいる狗牙を狩ることができるのは、狗牙絶ち衆が狗牙の匂い、気配を察知できるからこそ。


　それなのに、独特の匂い、気配のしない狗牙が現れたとなると、今までのように狗牙を狩ることができなくなる。


「神木曰いわく、其奴そいつが『新時代の狗牙』だってぇんだがな。まぁ言ってみりゃあ、ウイルスが突とつ然ぜん変へん異いを起こして、それまで効きいたワクチンが効かなくなるような新種ができる……みたいなもんか？」


「しかし、そんな話、聞いたことがありませんよ」


　香月がそう言うと。


「それがそうでもねえのさ」


「え!?」


「ここから先は美玖の件にも絡からんでくるんだがな」


　と遊眞が言った途と端たん、皆みなの目が美玖に集中する。


「実は、みんなにゃ黙ってたけどな、美玖が全快したんで、少し実験をしてみたんだ」


　香月、駿、明、棚倉兄妹が美玖に向けていた視線を遊眞に戻した。


「ちょいとな、美玖を斬きってみた。もちろん美玖の了りよう解かいをちゃんと取った上だぜ」


「そ……それで、どうなりました？」


　と香月が身を乗りだした。


「多少の切り傷なら瞬しゆん殺さつ……じゃねえ、瞬しゆん復ふくだな。もう人間の治り方じゃねえ。実際問題、現地じゃ内臓まで破は壊かいされたのに治ったんだろ？　つまり、美玖はもうそれだけの耐たい性せいを、回復力を持ち合わせていると考えるべきだな。破壊された内臓が修復されるくらいなんだ、腕うでを一本斬り落としても生えてくるんじゃねえか」


「ま……まさか、お師様……」


　香月は眉まゆを顰ひそめて遊眞と美玖を交こう互ごに見た。


「いやいや、さすがにそれは試せねえけどな」


　香月が安あん堵どの息を吐はいた。


「本来ならこれは狗牙絶ち衆の未来を左右するような大事だ。綿密に、詳しよう細さいに、調査診しん断だん実験するべき事案だが、今はそれどころじゃねえからな。それに、美玖を人体実験の材料として差しだすのも嫌いやなんでな、今のところ他の宿老衆には言ってねえ」


「それは……それに越こしたことはないと思いますが、いいんですか？」


「いいも悪いも、組織がガタガタだからな、しようがねえじゃねえか。このことを知っているのは此こ処こにいるメンバー以外では一乗寺だけなんだろ。彼奴の口から誰かに伝われば応対せざるを得ないが、それまではあたしらの心の中だけに留とどめておこうと思っている。いいか、おまえら？」


　遊眞が、香月、明、雅美、暁壬を順じゆん繰ぐりに見み渡わたした。


　四人は首肯うなずいて賛意を表した。


「要するに、美玖は突然変異を起こした新しい狗牙絶ち衆って考えるしかねえ。狗牙の匂いのしない新しい狗牙が生まれたのに対応して、狗牙絶ち衆にも新しい狗牙絶ち衆が誕たん生じようしたと考えりゃ、辻つじ褄つまが合うだろ？」


　顔を戻した香月が力なく首を左右に振ふった。


「いえ……さっぱり意味が判りません」


「だからさ、新種のウイルスに対たい抗こうするために新しいワクチンが開発されるじゃないか。そういうことだな」


「喩たとえとしては判りますが、現実問題として、そんなことがあり得るんでしょうか？」


「現実問題として、美玖がそうじゃねえか」


「それは……そうかもしれませんが……」


「それに、これはまったく前例がないってわけでもねえんだ」


「え？　本当ですか!?」


「あたしは知らなかったんだがな。師匠が心当たりがあるって言うからよ。ってことで、ここからは師し匠しように引ひき継つぐわ」


　と言って、遊眞は秋築を指し示した。


　それまで黙って遊眞の話を聞いていた秋築は、空になった湯飲みを持ちあげ、


「香月、もう一いつ杯ぱい、いいか？」


　とお代わりを要求した。


「あ、はい、ただいま」


「じゃ、ちょっと休きゆう憩けいすっか」


　と遊眞が言って、話は一時中断した。
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　新たに淹いれたお茶を香月と明とで配った。


　遊眞は、


「あたしはビールがいい」


　と要求したのだが、香月によって拒きよ否ひされた。


　意外とあっさり遊眞は諦あきらめた。


　さすがに此処には身内以外の三人──明、雅美、暁壬──がいるので、何い時つものような勝かつ手て気き儘ままな態度は少し抑おさえられているようだった。


　皆みながお茶に口をつけるのを待って、遊眞が呼びかけた。


「さてと、じゃあ、話を続けようか。師匠、頼たのむ」


　全員の視線が秋築に集中した。


「今から二百年以上も昔むかしの話だがね、今回の美玖によく似にた前例があったらしいんだわ」


「二百年前ですか!?」


　明や棚倉兄妹が目を丸くしている。


「そう、江え戸ど時代の話だ。俺はまだ生まれてないがね」


「つまんねえ冗じよう談だん言ってないで、さっさと話を進めろ」


　と遊眞から突つっ込こみが入った。


「へぇへぇ」


　秋築は肩かたをすくめて話を再開させる。


「信しな濃のの国に住んでいた狗牙絶ち衆だっていうんだがな、そいつはあるときの狗牙絶ちに失敗して瀕ひん死しの重傷を負った。ところが」


　秋築は意味ありげな表情で皆みなを見渡す。


「普ふ通つうだったら疾とうに死んでるような大おお怪け我がをしたにも拘かかわらず、その狗牙絶ち衆は死ななかった。彼はその後、以前にも増まして多くの狗牙と闘い、これを殲せん滅めつしたそうだ。で、問題はだ、その狗牙絶ち衆、大怪我をして以降、何度怪我をしてもすぐに治ったってことなんだよ」


　香月がはっと息を呑のみ。


　美玖が目を見開き。


　明と棚倉兄妹は、そっと美玖を窺うかがった。


「そういう言い伝えがあるってのを、俺の師匠から聞いたことがあってな。まぁ、二百年以上も前の話だから、本当だったのかどうかは確かめようがねえ。俺は法ほ螺らだと思っていたんだが……かといって、全部が全部噓うそだったとも思えねえ。多かれ少なかれ事実を反映していたと考えても的外れじゃねえだろう。つまり、狗牙と闘って瀕死の重傷を負いながら死ななかったどころか、それ以降は常じよう人じん離ばなれした回復力をみせている。そんな狗牙絶ち衆がいたってことだ。だから美玖のことも前ぜん代だい未み聞もんってわけじゃねえんだよ」


　秋築の話を遊眞が引き取った。


「その言い伝えでは、その狗牙絶ち衆のことを『半はん感かん染せん』と言ってるそうだ。つまり、狗牙に伝う染つってるにも拘わらず、狗牙になり切らなかったってことだな。だから『半感染』なんだが、美玖の場合もそう考えると納なつ得とくできるだろ。さっきのウイルスの喩えを持ちだすなら、感染したけど病状が出ずに免めん疫えきができちまったってことだな」


「で、ですが、どうして美玖が……」


　という香月の疑問に遊眞は、知らねえな、と答える。


「たまたまなんだろ。たまたま美玖がそういう体質だったとしか言いようがねえ。ただ、さっき言った新しい狗牙な、狗牙の匂においがしない狗牙、狗牙の気配がしない狗牙、その誕生と前後してってのが気になるけどな」


「ど、どういう意味ですか？」


「だから、さっきも言っただろ。ウイルスの突然変異に対応して新しいワクチンが開発されるように、新しい狗牙が生まれたから、新しい狗牙絶ち衆も生まれた……と、そう考えることもできるって」


「ま、まさか」


「さて、どうだかな。本当のことは神のみぞ知るだよ。ただ、現実問題として美玖は常人離れした回復力を手に入れた。それは狗牙絶ち衆にとって歓かん迎げいすべきことだろ」


「歓迎すべきこと……なんですか？」


「歓迎すべきことだよ、むろん。それにな、狗牙に伝う染つるような状じよう況きようになったのに伝染らなかったってことは、今後も、もう伝染らないってことだ。まぁ、こっちは確かめようがねえんだがな」


　遊眞は、鋭するどい目で香月を見つめた。


「だからな、香月、おまえが美玖を斬らなかったのは正解だ。大正解だ。滅めつ多たに誉ほめねえあたしだが、今回だけは大絶賛だぜ。よく我が慢まんしたもんだ。そういう状況になったとき、おまえの性格からすると、どうあったって美玖を斬ってしまいそうなんだがな」


「あ……いえ、それは……」


　香月は冷ひや汗あせを浮うかべて固まってしまう。


　美玖を斬らなかったのは。


　美玖を斬らずに済すんだのは。


　駿のおかげなのだ。


　香月も駿も、まだ当時の詳くわしい経緯いきさつを遊眞に話してなかったから、香月の判断で美玖を斬らなかったと遊眞は思っているのだった。


「申し訳ありません」


　香月が遊眞に向かって低頭した。


「なんだ？　どうした？」


「じつは……」


　美玖が狗牙に伝染ったと思われたとき、自分がどういう行動に出たのかということと、駿が止めてくれなかったら、確実に美玖を斬っていたことを、香月は正直に話した。


「なんだ、そうだったのか。どうもな、香月にしちゃ臨りん機き応おう変へんな対応だなと思っていたんだがよ、駿ちゃんのおかげか」


「いや、べつに俺のおかげってわけじゃないですけど」


「いえ、間ま違ちがいなく駿のおかげです。わたしは……言葉では言い表せないほど駿に感かん謝しやしてます」


「お？　今日の香月は随ずい分ぶんと素直で殊しゆ勝しようじゃねえか」


　という遊眞の揶や揄ゆにも香月はたじろがない。


「わたしは何い時つも素直で殊勝ですが」


　なんだなんだ、素直っつ～か真まっ直すぐっつ～～か、ちょっと香月らしくねえ反応だな。どうにも、駿ちゃん、本当に香月の鎧よろいを脱ぬがしちまったんかな。


「ま、いいや。そういうことにしておこうか、香月」


　こうなると、次の興味は駿ちゃんが香月の制服を何い時つ脱がせるのかってことか。


　遊眞が、にんまりと笑った。


「楽しみだな、香月」


「は？　何がですか？」


「なんでもねえ」


「あの……」


　美玖が言葉を挟はさんできた。


「わたしも、駿様に感謝することにかけては姉あね様さまに引けを取りませんです。わたしがこうしてお師様の下もとへ還かえることができたのは駿様のおかげですから」


「あ、わたしもだな」


　と明が続いた。


「結局、わたしも駿さんに助けられたようなもんだし」


「僕らもだよね、暁壬」


「そうね、雅美。香月さんと美玖ちゃんが、駿さんに助けられたって言うなら、香月さんと美玖ちゃんに助けられたわたしたちも、結局は駿さんに助けられたってことよね」


　遊眞が、ぷっと小さく噴ふきだした。


「おいおい、モテモテだな、駿ちゃんよ」


「いや……まぁ、みんながそう言うなら、そうだってことで、へへへ」


「なんか増長してやがんぞ、此奴こいつ！」


「だって、命いのち懸がけで狗牙絶ちの刀を受け止めたんですから、ちょっとくらい増長したっていいじゃないですか」


「ああ、そうか。それもあったんだわな。いろんなことが次から次へと起こりまくりだな、まったく」


　遊眞は温ぬるくなったお茶の残りを口に運び、空になった湯飲みを床ゆかの上に戻もどした。


「やはり駿ちゃんは香月の鞘さやだったわけだ。それも証明されたな。いや、正確には」


　遊眞が駿と香月を見やってから言葉を継ついだ。


「あたしのところの狗牙絶ちの劔を収めることのできる鞘……ってことかもしれねえな。刺さしたのが伊砂だったにも拘わらず受け止めちまったんだからな。まぁ、物理的にはそうかもしれねえが、精神的には香月の鞘であることに間違いないな。なぁ、香月？」


「え……ええ、まぁ、そう……ですね」


　顔を赤らめた駿と香月がなんとなくお互たがいを見やっていると、雅美が不思議そうな表か情おで手を挙げた。


「『鞘』って、あのとき、香月さんが駿さんに刀を突き刺していたのと関係がある話なんですよね？　僕、未だに何がどうなっているのか、よく判らないんですけど～～」


「ほい、師匠、説明」


「なんだよ。俺に振ふるのかよ」


「面めん倒どうくせえことはあんたの受け持ちだ」


「相変わらず無ぶ精しようでいい加減な奴やつだな」


　ぶつぶつ文句を言いつつも、秋築は明と棚倉兄妹に、刀と鞘としてふたりで狗牙と闘たたかっていたという明治の頃ころの狗牙絶ち衆の話をしてくれた。


「え～～、それも初耳だなぁ」


　雅美や暁壬が目を丸くして驚おどろいている。


「……ってことでな、これも前例がある話だったわけだ。俺も遊眞から話を聞いたときは半信半疑だったんだが、玉たま響ゆらと弱なゆ竹たけを呑み込んだんだから、偶ぐう然ぜんでも奇き跡せきでもねえわな。遊眞はさっきああ言ったが、俺は葛かつら城ぎ君が伊砂が振るう弱竹をも呑み込んだのは、其奴そいつを香月が使っていたからじゃねえかと睨にらんでる。だから葛城君は香月の鞘なんだよ。香月は葛城君の刀なんだよ。どうしてふたりがそういう関係になれるのかは判らないが、事実は事実として認めるしかないわな」


　そうだわな、と遊眞が口を挟んだ。


「あたしや師し匠しようが駿ちゃんを刺すとどうなるかはまだ確かめてねえ。師匠が言うとおり、香月が使った刀でないと駄だ目めなのかもしれねえ。ひょっとすると、あたしが持ってる狗牙絶ちの劔ならどれでも呑み込めるのかもしれねえ。誰だれが刺してもな。どうだい駿ちゃん、ちょいと試してみねえか？」


　間かん髪はつを容いれずに、駿が右手を顔の前で振った。


「お断ことわりします」


「なんだよ、即そつ決けつかよ」


「そんな恐こわいこと、やれませんよ」


「香月がやってるじゃねえか」


「それは……その……」


　駿は、ちらっと香月の顔を見て、そして言った。


「香月だから」


「か～～～～っっっ」


　遊眞は手を額に置いて大げさに天を仰あおいだ。


「妬やける。妬けるねぇ、こんちくしょう」


「香月さんと駿さんが結ばれるのは運命だった……ってことなのかな？」


　と明が言うと。


「なんか、時空を超こえて再び結ばれるふたりとか、そういう感じ？」


　と雅美が続き。


「何度生まれ変わっても永遠に君を愛す、みたいな？」


　と暁壬が目を輝かがやかせた。


「そ、そんな大げさなものじゃないと思うけど」


　と駿が照れを隠かくせない表ひよう情じようで頭を搔かくと。


「確かに、そんないいものではないように思うな」


　と香月が肯こう定ていし。


「あれ？　そこで香月に肯定されちゃうと、俺の立場が……」


　明るい笑い声がリビングに響ひびいた。


　明も久しぶりに心から笑った気がした。


　笑うのと同時に、香月と駿の関係が羨うらやましくもなった。


　互たがいを信しん頼らいして、互いのために命をも懸かけられる。


　そんな相手がいることが羨ましい。


　何い時つか自分にも、そんな相手が現れてくれないものかと夢む想そうしてしまう。


　遊眞が珍めずらしく真ま面じ目めな顔で、珍しく重々しい口調で言った。


「駿ちゃんと香月が刀と鞘だとしても、それだけじゃ何も始まらねえ。ふたりの関係は、これからふたりが創つくりあげていくんだ。ふたりで創りあげていくんだ。だから、ふたりはいまスタート地点に立ったに過ぎねえんだよ。そのことを忘れるな」


　香月が、びしっと背筋を伸のばした。


「はい、お師様」


「駿ちゃんもな」


「はい、遊眞さん」


「せっかく巡めぐり会えたかけがえのない相手だ。辛つらいことも哀かなしいことも嬉うれしいこともいろいろあるだろうが、互いを思い遣やり、互いに尊重し合い、そしてふたりの物語を書いていけばいい。刀と鞘の物語をな」


　などと遊眞が上う手まいことまとめたところで、この物語は一段落つくことになる。
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　物語がここで一段落しても、彼ら、彼女らの狗牙絶ち衆としての務めは終わらない。


　遊眞も。


　秋築も。


　香月も。


　美玖も。


　明も。


　雅美も。


　暁壬も。


　そして、香月の鞘となった以上、駿も。


　今後も狗牙と闘い続けていくことになる。


　相手は狗牙だけではない。


　狗牙と手を結んだかつての狗牙絶ち衆とも闘わなくてはならないのだ。


　命を懸けて。


　人間社会の平和と安あん寧ねいを懸けて。


　それは今まで以上の厳きびしい闘いになることだろう。


　特に駿は。


　狗牙絶ち衆ではない駿は、鞘としての新たな自分の使命を重く重く感じている。


　それでも。


　彼の決意が折れることはない。


　彼の想いが揺ゆらぐことはない。


　香月と共にあれば。


　香月が側そばにいれば。


　彼女の鞘としての生を全まつとうできる気がするのだ。


　鞘である少年と刀である少女。


　ふたりの物語は此こ処こで終わり。


　そして新たに此処から始まる。


　葛城駿と修学院香月の闘いは、まだ続いていく。




狗牙絶ちの劔　完
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　駿しゆんや香か月づきが九死に一生を得た北海道での合宿から二ヶ月が経たった。


　今はもう八月の後半。


　連日続いた猛もう暑しよ日びはさすがに一段落。


　でも、まだまだ真夏日は続く、そんな陽気の中。


　駿や香月は夏休み真っ最中だが、遊眞あそまと秋あき築づきは毎日忙いそがしく飛び回っていた。


　仲間の裏切りと狗く牙がの襲しゆう撃げきで大混乱に陥おちいり、一時は戦力半減状態となってしまった狗く牙が絶だち衆しゆうだったが、ふたりの奔ほん走そうのおかげでようやく態勢の立て直しに成功しつつあった。


　混乱に陥ったのを契けい機きに、むしろ好機に、秋築と遊眞は狗牙絶ち衆を今まで以上に組織化する方向へと持っていった。


　それまでのような寄り合い所しよ帯たいではなく、それなりの指し揮き系けい統とうを持つ戦せん闘とう組織への脱だつ皮ぴを図ったのだ。


　道はまだ半ばではあるが、ふたりの改革は奏そう功こうしつつある。


　改革の一いつ環かんとして、幾いくつか人員の配はい置ち換がえも行われた。


　一いつ旦たん地元へと戻もどった鞍くら馬ま明あきらや棚たな倉くら兄妹きようだいが秩ちち父ぶの遊眞の家に居着くことになったのも、その結果である。


　己おのれの生死のかかった過か酷こくな状じよう況きようからの生せい還かんを果たしたという希け有うな経験の持ち主として、三人は仲間内から高く評価された。


　そこで宿老おとな衆しゆうは明たちを遊眞に預あずけて狗牙絶ちの経験を積ませ、同時に天てん心しん無む明みよう流りゆう居い合あいを習わせて、三人の戦せん闘とう力りよくをさらにアップさせようとしたのだ。


　三人は幹部候補生の扱あつかいを受けているといえる。


　それもこれも、遊眞と秋築の意図するところであった。


　今では三人は、天心無明流十七代師し範はん、舘かん山ざん寺じ遊眞の内うち弟で子し扱いとなっていて、香月や美玖、駿などと共に、居合を習っている。


　武術の素養のある三人は、たちまち駿を追おい越こしてしまった。


　もっとも、駿には居合の修行以外にもやることがあった。


　狗牙絶ちの劔つるぎの出し入れの修練である。


　具体的には、香月の玉たま響ゆらを体内に収め、そして思ったときに取りだせるようにする、というものだ。


　最初はなかなか思い通りにいかなかったのだが、二ヶ月間の特訓の成果もあり、今ではほぼ自由に出し入れが利きくまでになっていた。


　そうなると遊眞が黙だまっていなくて、彼女は、


「駿ちゃん、そろそろあたしの亢こう竜りゆうを呑のんでみねえか？」


　と迫せまってくるのだが、それに対して駿は、


「恐こわいから嫌いやです」


　ときっぱり断ことわっていた。


「なんでだよ!?　玉響、楽々と呑み込んでるじゃねえか！」


「だって、其その刀、長すぎますよ。なんか、呑んでる最中に背中から切っ先が飛びだしてしまいそうで」


「意気地なしめ。金○マついてんのか、てめえ！」


「うわぁ、酷ひどい言いがかりだ、それ」


　などというやり取りがあったりもしたが、結局、遊眞や美玖でも駿の体内に狗牙絶ちの劔を収められるのかという実験はまだ行っていない。


　というより、一度だけ遊眞が軽～く亢竜の切っ先を駿の胸に当ててみたのだが、簡かん単たんに切れたので、それ以降は断固として駿が拒こばんだというのが実情だった。


　それよりも、駿が狗牙絶ちの劔を自在に出し入れできるようになったという以上に重大な効能が、彼と香月の試し行こう錯さく誤ごの中で発見されていた。


　駿の体内に玉響を収め、狗牙絶ちの劔を持たない状態の香月が、新しい狗牙──つまり狗牙の匂においがしない狗牙──に対する探知能力を高めていることが判明したのだ。


　その探知能力は美玖レベルには遥はるかに及およばないものの、合宿のときにはまったくといっていいほど探さぐれなかったことを思えば、著いちじるしい進歩だった。


　香月自身にしても驚きよう愕がくの事実だが、遊眞や秋築にとっても青せい天てんの霹へき靂れきだった。


　むしろ嬉うれしい誤算といってもいいかもしれない。


「なるほど、持ち運びに便利だってことよりも、実はこっちが本命か!?　ひょっとしたら奴やつら、狗牙絶ちの劔に対して働きかけているのかもしれねえな」


　と遊眞は色めき立った。


「理由はまったく判わからないがな。まぁ、理由なんざどうでもいい。要は、これで美玖だけじゃなく香月も新種を追いかけることが可能になったってことだ。こいつは狗こ牙絶ちち衆らにとって大きなアドバンテージだぜ」


　此の事実が判明して以来、新種の狗牙に対する狗牙絶ちの成功率がかなり高まった。


　遊眞は香月と美玖の存在を有効活用して、新種の狗牙に対する反はん撃げきに出ていた。


　狗牙絶ちの実戦には、香月、駿、美玖と共に闘たたかう明と棚倉兄妹の姿もあった。
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　雅まさ美みは、駿や香月と共に同じ高校へ、暁あき壬みと鞍馬明は美玖と同じ中学へ通っている。


　秋築は通常、都内の「本部」に詰つめていて、遊眞の自宅にいることは少ない。


　この「本部」も狗牙絶ち衆の組織改革の一いつ環かんとして置かれたもので、すべての情報を本部に集め、各狗牙絶ち衆への指示も本部から行われることになった。


　本部には有力な宿老衆が交代で常じよう駐ちゆうすることになっていて、現役へ復帰した秋築も其そ処この要員というわけだ。


　従って何い時つも遊眞の家にいるのは、遊眞、香月、美玖、駿の四人に加えて、明と雅美、暁壬の三人で、都合七名だった。


　大おお所じよ帯たいとなった遊眞家の食しよく卓たくは何い時つも賑にぎやかで、むしろ騒そう々ぞうしくて、ゆっくりと食事ができない雰ふん囲い気きなのだが、今までずっとひとりで食事をしてきた駿は、この賑やかな食卓が嫌きらいではなかった。


　今夜も、居合の修行を終えた七人が遊眞の自宅のリビングに集まって夕食を摂とっているところだった。
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　遊眞家のリビングは吹ふき抜ぬけで天てん井じようが高く、床ゆかはすべてフローリング。


　どことなく木の薫かおりが漂ただよっている気がする。


　南と西の大きな窓を開け放せば、庭から爽さわやかな風が吹き込んでくる。


　広々としたリビングには、ローソファや遊眞専用座ざ椅い子す、座ざ布ぶ団とんなどが置かれ、壁かべ際ぎわには大型の液えき晶しようテレビが鎮ちん座ざしている。


　テレビから延のびた赤、白、黄のＡＶケーブルが何本も床の上を這はい、何台かのゲーム機に繫つながっている


　食事どきは背の低い大きな方ほう卓たく──足が折りたためるようになっている──を持ちだしてきてリビングの中央に置くことになっていた。


　七人はその方卓で食事をするのだが、もちろん遊眞の席はテレビの正面だ。


「おい、香月、チャンネル変えてくれ」


　リモコンは卓上に載っているにも拘かかわらず、遊眞は自分で取ろうとしない。


「お師様、食事しながらテレビ見るのは止やめませんか」


「いいじゃねえか、テレビくらい。テレビ見ながらゆっくり食べたほうが消化にいいってなもんだ」


「相変わらずお師様の屁へ理り屈くつは天下一品ですね」


「香月の容よう赦しやない突つっ込こみもな」


「美玖ちゃん美玖ちゃん、これあげる」


　暁壬が傍かたわらに置いてある自分の鞄かばんから何やら薄うすい本を取りだした。


「これ、とら○あなで売り切れになっている同人誌じゃないですか。どうしたんですか、暁壬さん？」


「やはは、入手するのに苦労したよ？」


　明が雅美の前に置いてあるソースの入った瓶びんに右手を伸ばす。


「雅美さん、ごめん、ソース取ってもらえる？」


「はい、どうぞ」


「ありがとう」


　明は受け取ったソースをおかずの載のった皿に、だぼだぼと注いだ。


「え～～っ!?　明ってば、てんぷらにソースかけるの？」


「そうだけど」


「変～～っ」


「変じゃないよっ」


「天ぷらには醬しよう油ゆだよ～～」


「そっちのほうが変だ！」


　うるせえな。もしくは喧やかましい。あるいは騒さわがしい。


　確かにひとりで食べるのよりは大勢で食べたほうが楽しいから賑やかな食卓は嫌いではないけれど、限度を超こえると困りものだと、少しうんざりする駿である。


　朝は学校があるから、みんな食べるのに忙しくて此こ処こまではうるさくないんだけどな。夕食は、居合の修しゆ行ぎようが終わった後だからというので、みんな解放感に浸ひたっているというか浮うかれているというか、いつもより口数が多くなる傾けい向こうにあるよなぁ。


　駿だけは、修行の疲つかれで口を開くのも億おつ劫くうなのだが。


　まぁ最近は毎晩こんなものだから、もう慣れちゃったけどな。


　そうして賑やかな、むしろ騒々しい食事が終わり、みんなが食後のお茶など飲みながらまったりしていると、唐とう突とつに遊眞がその提案をしてきた。


　提案というか、半強制だ。


　今夜も遊眞は甚じん兵べ衛え姿だった。


　他の六人は思い思いの私服だが、総じてラフな恰かつ好こうである。


　香月と美玖など、明や棚倉兄妹が来た後も、ジャージ姿で食事に臨のぞんでいた。


　一度、そのことを明に指し摘てきされた香月だが、


「此処で一いつ緒しよに暮くらすということは、もう家族ということだよ。家族の間で気を遣つかっても仕方がないだろう？」


　と平然と応こたえたものだ。


　食事時にもちょっとお洒落しやれなスカートを穿はいているのは暁壬くらいである。


「よぉ、みんな！」


　遊眞の大きな声に全員がおしゃべりを止める。


　フローリングの床の上に座ざ椅い子すを置いて座っている遊眞に、全員の視線が集中した。


　遊眞は全員の顔をゆっくりと見み渡わたすと、にんまりとほくそ笑んだ。


「明あ日すと明後日あさつて、ちょっと遠出して遊びに行くぞ」


「えぇ？」


　全員、驚おどろきの表か情おで遊眞を見ている。


「全員参加。拒きよ否ひ権けんは、なしだ」


　代表して香月が訊きいた。


「どうしたのですか、お師様、いきなり？」


「いやなに、さっき本部の師し匠しようとも電話で話したんだが、今のところ怪あやしい情報も入ってきてねえしな。おまえらも、もう夏休み後半だろ。何ど処こにも行かずに剣けんの修行と宿題だけで夏休みを終えるのも可哀かわい相そうそうだっていう、あたしの親心だよ」


　香月が疑い深そうな目になっている。


「その真意は？」


　遊眞はわざとらしく腕うで組ぐみをして、わざとらしく、はぁぁ、とため息を吐ついた。


「心外だな、香月。おまえらに楽しい夏の思い出を提供しようって本気で言ってるのに、そうまで邪じや推すいされたら、あたしの立場がねえよ」


　何い時つも軽い雅美が真っ先に乗ってきた。


「そうですよ～～、香月さん。ここは一つ、遊眞師匠の仰おつしやることに従ってですね、遊びに行きましょう～～。ねえ、暁壬？」


「そうね。二度と来ない貴重な十五の夏が毎日の決まり切ったルーティーンワークだけで終わってしまうなんて、悲ひ劇げき以外の何ものでもないわね」


　いや、十六の夏でも十七の夏でも二十の夏でも、二度と来ないのには変わりないけどな。


「わたしも何ど処こかに行きたいです」


　と美玖が手を挙あげた。


「池いけ袋ぶくろの乙女おとめロー……」


「一いつ泊ぱく二日もかけて行くところか！」


　美玖の希望は遊眞に一刀両断にされた。


「っていうか、そんなところで思い出が作れるのは美玖くらいなもんだ。却きやつ下か」


　駄だ目め押おしまでされた。


「うぅ、酷ひどいです、お師様」


　恨うらめしそうな表か情おで遊眞を見ている美玖を横目に、香月が訊いた。


「お師様のお心遣いは判わかりました。で、何処へ行こうと言うのですか？」


「夏はやっぱ海だろ」


「お～～～～っっっ」


　明や棚倉兄妹から歓かん声せいが上がったのだが。


「と思ったけど、ここからだと海は遠いかんな。温泉にしよう」


　確かに秩ちち父ぶは山の中で、海に出るには不便な地域だ。


　太平洋沿岸に出るには、千ち葉ばにしろ神か奈な川がわにしろ、その先、伊い豆ずにしろ、混雑した都内を抜けなくてはならない。


　しかも、都内までがまた遠い。


　高速道路から微び妙みように外れているのだ、秩父は。


　使うとしたら関かん越えつ自動車道なのだが。


　関越道に乗るまでに時間がかかるし、乗ったとしても、外がい環かん道どう、首都高速と走って混雑した都内を抜けるくらいなら、むしろ日本海側へ出たほうが早いくらいだ。


　茨いばら城きという手もあるが、まだ北関東自動車道が全通していないので、途と中ちゆう、必ず一いつ般ぱん道経由となるのが面めん倒どうだし、時間もかかる。


　ということで、唯ゆい一いつの運転手である遊眞は、もっと楽に行けるところにしようと言っているのだが、そんな交通事情など知らない三人から──何しろ三人は関東に来てまだ日も浅い──たちまちブーイングが巻き起こった。


「ぶ～～～～っっ」


「海がいいのに～～」


「うるせえな。誰だれが車を運転すると思ってんだよ」


「だってぇぇ」


「プールがあれば、べつに海じゃなくたっていいだろうが。温泉。プール。美う味まい日本酒。ひと夏の思い出作りにゃ、それで充じゆう分ぶんだ」


　すかさず香月が突っ込んだ。


「いえ、最後のはわたしたちには関係ありませんが」


「まぁ、僕は泳げるならそれでいいかなぁ」


　と雅美が首を捻ひねると。


「そうね。わたしの魅み力りよく的な水着を駿さんに披ひ露ろうできれば、わたしはそれでいいわ」


「え？　俺？」


「そうそう。見てみたいでしょ、わたしの水着姿」


「うん、いや、まぁ、そう……ねぇ」


「うわぁ、何その気き乗のり薄うすな態度は！」


「いや、だって……」


「香月さんの水着姿さえ見れば、それでいいとでも言うつもり!?」


「そりゃ香月の水着姿は見たいけどさ」


　などと駿は思わず本ほん音ねを漏もらしてしまう。


「瞬、君は……」


　あ、ヤバい。香月に怒おこられる!?


　慌あわてて口を噤つぐむ駿だが。


「わ……わたしなんかの水着姿を見たいのかな？」


　あれ？　なんか何い時つもとリアクションが違ちがうな？　ひょっとして、満まん更ざらじゃない？


　と思った駿は、ことさら大きく首肯うなずいてみせる。


「もちろんだとも。香月の水着姿を見られたら、俺の十七の夏は、一いつ片ぺんの悔くいも残らない充実した夏になるだろう」


「そ、そうなのか。いやでも、そんなに大したものではないんだが」


「いやいや、香月が大したものじゃなければ、此処にいる女じよ性せい陣じんはみんな取るに足りないものだって」


「んだとぉ」


　いきり立った遊眞が、びしぃっと駿を指さした。


「てめえ、あたしの魅み惑わく的な大人の水着姿を見て泣なき叫さけんでも知らねえからな」


　あなたの体型に、魅惑の大人水着は似に合あわないと思いますけ……。


　駿が気がついたときには、すでに遊眞は直すぐ隣となりにいた。


「あ痛いたたたた、遊眞さん、痛い痛い痛い！」


　右みぎ腕うでの肘ひじ関かん節せつを極きめられた駿が、左手で床ゆかを叩たたいてギブアップの意思表示をした。


　しかし、そんなことで遊眞は許してくれない。


　怒いかりの浮かんだ目で駿の肘を極め続ける。


「ちょっと遊眞さん、本気で痛いた痛いた痛いた、痛いんですけどっ！」


　涙なみだを浮かべて抗こう議ぎする駿を、暁壬と明が冷ややかな目で見下ろしている。


「駿さん、酷ひどいわね」


「駿さん、最低だな」


「お師様、もうその辺で」


　香月が取りなしてくれて、ようやく遊眞が駿を解放した。


　右腕をさすりながら、駿が弱々しい抗こう議ぎの声を上げる。


「まったくもう。腕が折れたらどうするんですか、遊眞さん。無茶しないでくださいよ」


「折れねえように痛めつけてるんだよ」


「鬼おにですか、あんたはっっ！」


　すると、駿の肩かたをとんとんと叩く者がいた。


「ん？　どうかした、美玖ちゃん？」


「駿様はビキニ海パンですか？」


　美玖は満面に笑みを浮かべてそう訊きいてきた。


　何故か鳥とり肌はだの立つ気がする駿だった。
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　ひと騒そう動どうが終わり、リビングに落ち着きが戻もどったのを見計らって、香月は遊眞に、もう一度訊いてみた。


「で、我々は何ど処こへ行くのですか？　というか、お師様は我々を何処へ連れていってくださるのです？」


「こっから高速を使って行けるところで、温泉があって、大きなプールがあって、美う味まい日本酒が手に入るとこっつったら、湯ゆ沢ざわだろ」


「湯沢？」


　地理が苦手な香月は、湯沢と言われてもあまりピンと来ないようで、頻しきりに首を捻っている。


「新幹線の駅だと越えち後ご湯沢だけどな」


「越後？　新にい潟がた県けんなんですか？　遠くないですか？」


「そんなに遠くねえよ。新潟県っつっても、いちばん群ぐん馬ま寄りだからな湯沢は。関越道で関越トンネルを抜ぬければ、最初のインターチェンジが湯沢だ」


「あ、そうなんですか」


「花はな園ぞのインターから湯沢インターまで百十キロほどだから、時間にすれば一時間ちょいってとこだ」


「そんなに近いのですか!?」


　駿にとっては大して驚おどろく知識ではないのだが、香月は本気で驚いているようだった。


「ま、あとで地図帳ででも確認してみろ。もう宿は押さえてあるからな。後で人数確定の電話を入れりゃＯＫだ」


　遊眞さん、こういうときだけは仕事が早いな。


　と駿が思った瞬しゆん間かんに、遊眞に睨にらまれた。


　ぶるぶるぶる。


　駿は何も考えていないとばかりに、烈はげしく首を左右に振ふった。


「遊眞さん、そこなら温泉とプールがあるの？」


　と雅美に訊かれ、遊眞は胸を張った。


「あるぞ」


「市民プールみたいな物？」


「市営じゃねえけど、それに近い物だな。ただ、その辺の市民プールみたいにこぢんまりした物じゃなくて、かなり大きな施し設せつだよ。室外にも室内にもプールあるし、ウォータースライダーまであるぞ」


「わぁ！　じゃあ駿さんと香月さんが一いつ緒しよにウォータースライダーを滑すべって、香月さんのビキニのブラが外れちゃって、きゃ～～！　みたいなイベントもあるんですね？」


「いや、そんなイベントは知らねえな」


「安心しろ、雅美。わたしの水着はビキニではない」


「あれぇ、そうなの～～？　がっかりだなぁ。ねえ、駿さん」


「俺に同意を求めるな。俺は香月の水着ならなんでもいいんだ」


「うひゃぁぁ」


　雅美が大げさに仰のけ反ぞった。


「熱い。熱いね？　一気にリビングの温度が上がった気がするよ」


「ねぇねぇ、香月さん、どんな水着なの？」


　と暁壬がにじり寄った。


「べつに普ふ通つうの水着だよ、暁壬。普通のワンピース。期待されても困る」


「そうなの～～？　あたしはビキニよ～～。明ちゃんは？」


「あたしだって普通の水着だよ」


「美玖ちゃんは？」


「スク水です」


　そう来たか。


　さすがに美玖だと感心する駿だった。


「そんな物で泳ぐの？」


「もちろん、名な札ふだ付きです」


「いえ、そんなことは訊きいてないけど」


　さすがの暁壬も、美玖の頓とん珍ちん漢かんな答えに目を白黒させている。


「で、駿様が競泳用のビキニ海パンなんです。飛び込んだら脱ぬげちゃわない？　っていうくらい小さな物です！」


「いやいや、美玖ちゃん、違うから。そんな物じゃないから。恐おそろしいことを力説しないでくれる？」


「え～～？　違うですか、駿様!?」


　そんなあからさまにがっかりした表か情おをされてもな。


「駿ちゃん、褌ふんどしは止やめとこうな」


「そんな物を穿はくわけないでしょ！　遊眞さんこそ、美玖ちゃんと一緒になってスク水は止めてくださいよ？　似合いすぎて困りますから」


「んだとぉぉ」


「痛い痛い痛い痛い！　足が折れる折れる折れる！」


　駿に４の字固めをかけながら、遊眞が周りを見み渡わたした。


「ってことだから、みんなは今のうちに準備をして、早めに寝ねろ」


「痛い痛い痛い！」


「明日あしたは朝イチから行動するからな。起きなかった奴やつは放置だ。必然的に留守番だ」


「痛い痛い痛い痛い！」


「あれ、でも、お師様？」


「どうしたい、香月」


「七人いますが、車は？　まさか五人は荷台に……」


「だから痛いってばぁぁ。俺を無視して普通に会話するなぁぁ」


「んなわけ、あるか。ちゃんと馴な染じみのところでレンタカーを借りるから安心しろ」


「あ、ならばいいのです」


「いいわけあるかぁぁ。助けてくれぇぇ香月ぃぃぃ」


「まぁ、お師様なら手加減を知っているから、足が折れることはないよ、駿」


「香月も酷ひでぇぇぇ」


「頑がん張ばってくれ、駿」


「駿様、考えが変わったら何い時つでも言ってください。ビキニ海パン、用意しますです」


「要いらねぇぇぇ」


「元気でね、駿さん」


「「お疲つかれ様さまでっす～～」」


「おまえら、最低～～」


　苦く悶もんに顔を歪ゆがめてのたうつ駿だけを残し、皆は支度をしに部屋に引ひき揚あげていった。
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　翌早朝。


　遊眞の知人が届けてくれたレンタカーに乗って、一同は遊眞の自宅を後にした。


　車は三ナンバーのミニバンで、七人乗りだから乗車人員に問題はないのだが、全員分の荷物を積み込むのにちょっとした苦労が要った。


　車は秩父市街を抜け、国道１４０号に出て、一路花園インターチェンジを目指す。


　花園インターから関かん越えつ自動車道に乗ってしまえば、遊眞が言ったように、湯沢インターまでは一時間と少しの高速走行だ。


　夏休みとはいえ、平日の朝である。


　高速はそれほど混んでなく、遊眞は車を快調に飛ばす。


　渋しぶ川かわ伊い香か保ほインターから先はアップダウンがきつく、カーブの多い区間になる。


　山やま裾すそを縫ぬうように走り、遥はるか眼下の川を橋で跨またぎ、やがて車は赤あか城ぎ高原サービスエリアに乗り入れた。


　この辺は霧きりの名所なのだが、よく晴れた夏の日の朝には無む縁えんの話だ。


　赤城サービスエリアで三十分ほどの休きゆう憩けいを入れた後に出発。


　やがて行く手を遮さえぎるように上じよう越えつ国境の高こう峻しゆんな山さん岳がくが迫せまってくる。


　その山腹を貫つらぬいているのが、全長十キロメートルにも及およぶ日本最長の関越トンネルだ。


　トンネルの入り口に差しかかったときに、突とつ然ぜん、雅美が叫さけんだ。


「高速道路なのに信号がある！」


「ああ、あれは中で事じ故こが起きたときに後続の車がトンネルに入らないようにするための信号だな。何しろ長いからな、此このトンネル。事故が起きたときに次々に車が突つっ込こんでいったら、大だい惨さん事じになるだろ？」


　ハンドルを握にぎったまま遊眞がそう応こたえると雅美たちが、なるほど～、と首肯うなずいた。


　長大な関越トンネルを潜くぐる途と中ちゆうで新潟県に入った。


　トンネルを抜けるのに十分と少し。


　抜ければ、其そ処こはもう新潟県湯沢町だ。


　トンネルから先は、だらだらとした下り区間が続く。


　途中、右手にスキー場のゲレンデが見える。


　もちろん、この季節に雪があろうはずもなく、ただの緑の斜しや面めんだ。


　スキー場が後方へと走り去ると、直ぐに湯沢インターチェンジまで二キロという緑色の標識が目に飛び込んできた。


　花園インターから二時間足らずで、七人を乗せた車は湯沢インターに到とう着ちやくした。
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　インターチェンジを下り、国道17号に出て、直ぐに右折。


　そこから二、三分も走っただろうか。


　魚うお野の川の清流を渡わたった車は、本日最初の目的地──開園したばかりのプールの駐ちゆう車しや場じように滑すべり込んだ。


「近いんだね」


「緑が豊かよね」


「秋になれば全部紅こう葉ようするのかな」


「空が青いな～～」


「太陽が眩まぶしいです」


　などとはしゃぎながら、皆は車を降りて更こう衣い室のある建物へと向かう。


　一同は建物の手前で二対五に分かれた。


　つまり、男だん性せい陣じんと女性陣とにだ。


　着き替がえを終えた者からプールに出て後続部隊を待つことにして、七人は更衣室へと消えていった。


　まだオープンしたばかりの時間なので、男子更衣室はそれほど混んではいなかった。


　香月の水着がどんな物か、気になるというか楽しみというか、少し落ち着かない気分の駿だが、今はそれよりも気になることがある。


　ロッカーの前に荷物を置いた駿は、声を潜ひそめて雅美に訊いた。


「おい、雅美。念のために訊いておくが、おまえの水着、まさか女性用のビキニとかじゃないだろうな!?」


「う～ん、それも考えたんだけど」


　考えたのかよ！


「でも、此こ処こでそれをやると遊眞さんに殴なぐり殺されそうだから、遠えん慮りよしました」


　つまり、遊眞さんの脅きよう威いがなければ実行していたんだな。


　怖おぞ気けを震ふるう駿である。


　女性用ビキニは諦あきらめたとして、いったいどんな水着を持ってきたんだ、こいつは!?


　新たな不安に苛さいなまれる駿だったが。


　雅美がバッグから取りだした水着は、ごくごくノーマルなトランクスタイプだった。


　なんだ、普通じゃん。


　駿は大きく安あん堵どの息を吐はいた。


「駿さんも早く着替えてプールに行こうよ」


「あ……ああ、そうだな。そうしよう」


　香月の水着姿を早く拝みたいし。


　駿も持ってきた水着──トランクスタイプ──に手早く着き替がえ、バスタオルを持ってプールサイドに出ていった。
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　外に出た駿は、改めて上空を見上げる。


　空はあくまでも青く、浮うかぶ雲はどこまでも白く、輝かがやく太陽は眩しく、まさに夏の休日に相応ふさわしい天気だった。


　近くに見える背の低い山の木々も、陽光を受けて濃こい緑色に光ってる。


　陽光がじりじりと肌はだを焼き、立っているだけで汗あせが浮かんでくるほどだ。


　駿は周りを見渡すが、女性陣はまだ誰だれもいなかった。


「やっぱり女子の着替えには時間がかかるね」


　という雅美の意見には駿も賛成したい。


　待つことしばし。


　最初に現れたのは遊眞と美玖だった。


「よう、ふたりとも早いな」


　と手を挙げる遊眞の水着は黒のワンピース。


　ワンポイントに赤いバラの刺し繡しゆうなんかが縫ぬい込まれているのがお洒落しやれっぽい。


　意外と似合ってる、というのが駿の印象だ。


　そして美玖のほうは。


　本気でスク水かよ。


　昔むかしのスク水のように厚ぼったい生地ではなく、競きよう泳えい水着のような薄うす手での生地で、しかも紺こんではなく水色なので、見た目、あまり野や暮ぼったくはない。


　しかし、名前の入った名札が腰こしの辺あたりにあるのは、やはりいただけないと駿は思った。


　それほど時間を置かずに残りの三人が姿を現した。


　明はオレンジ色のごくノーマルなワンピースタイプ。


　暁壬は宣言どおりのビキニだった。


　しかも、赤。


　かなり目立っている。


　しかし。


　最後のひとりはもっと目立っていた。


「か、香月……それ……」


　駿は震える手で香月を指さした。


「暁壬に比べればあまりに普ふ通つうだろう？　駿の期き待たいに添そえなくて申し訳ない感じだ」


　どこが普通なんだ～～っっっ!?


　駿は全力で突っ込んでいた。


　ただし脳内で。


　香月が着ていたのは競泳水着だったのだ。


　紺がベースで青と白のラインが交差し、腰の左右の部分は白という、三色で構成されたその水着。


　確かにビキニではない。


　確かにワンピースだ。


　しかし、その生地はあくまで薄く。


　股こ間かんはあくまで切れ上がり。


　昨今流行はやりの全身を覆おおうタイプではないから、太ふと腿ももも腕うでも肩かたも大いに露ろ出しゆつしている。


　駿は涙なみだを流して喜んだ。


　ただし脳内で。


　来てよかった、ありがとう、遊眞さん。


「どうかしたのか、駿？」


「いや、どうもしない。全然どうもしない」


　そう応こたえつつも、駿は遊眞に向かって思い切り頭を下げていた。


　ただし脳内で。


「うわぁ、香月さん、恰かつ好こういいな～～」


　雅美が感かん嘆たんの声を上げた。


「そうだよな～～。香月さん背が高いから、こういうの似合うよな～～」


　と明が追つい随ずいすると。


「悪かったな、背が低くて」


「あ、そういう意味じゃないですってば。遊眞さんは大人っぽくて色っぽくて別の意味で恰好いいですし」


「べつにいいんだよ、明。おべんちゃらを言わなくても」


「だから、おべんちゃらじゃないですってば」


「そうよね。遊眞さん、素敵よね。ねえ、雅美？」


「うん、そうだね。いいよね、暁壬」


「えっと、わたしはどうですか？」


　と美玖が訊きいてきた。


「あ……うん……可愛かわいいんじゃないかな？」


「そうね、可愛いわね。中学生にはこのくらいがいいかもね」


　おまえも中学生だったはずだがな。


「よし、じゃあ泳ぐか。まだ人も少ないし、今のうちなら全力で泳げるぞ」


　いえ、こういうプールで全力で泳ぐのは周りの人に迷めい惑わくだから止やめてくださいよ。


　と思う駿だが、口に出しては言えなかった。


　先頭切ってプールまで歩み寄った遊眞は、準備運動もせず、いきなり飛び込んだ。


「お～い、早く来い。気ん持ちいいぞ～～」


　水の中から顔を出した遊眞が手を振ふっている。


　後に続こうと走り寄る雅美や暁壬を香月が制止した。


「こら、ふたりとも、ちゃんと準備運動をするんだ。ほら、駿、君も」


　香月の指導で準備運動をこなした六人は、次々にプールに飛び込んだ。
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　泳ぎ疲つかれた駿はプールを上がり、プールサイドに敷しいたビニールシートに腰を下ろす。


　みんな、元気だなぁ。やっぱり一いつ般ぱん人の俺とは基き礎そ体力が違ちがうな。


　泳いだり潜もぐったりビーチボールで遊んだりしている他たの六人を駿がぼ～っと見ていると、やがて香月も上がってきた。


　肌はだに密着している濡ぬれたハイレグ競泳水着から水すい滴てきが滴したたっている様は、なんというか、破は壊かい力りよく満点の魅み惑わくの光景だった。


「どうした、駿？」


「いや、ちょっと泳ぎ疲れてさ」


「もう？」


「子供の頃ころから鍛きたえてる香月たちと俺とじゃ、ＨＰの数値が十レベルくらい違うぞ。というか、職業が違うのか？　村人と竜りゆう騎き士しくらい」


「意味が判らないよ」


　笑いながら、香月は水泳帽ぼうを外した。


「それに、駿も鍛え始めたじゃないか」


　と言って香月も駿の隣となりに腰を下ろす。


　彼女の濡れた長い黒くろ髪かみが駿の体からだに触ふれそうだ。


　あまりに近いその距きよ離りに、駿の心臓が高鳴ってしまう。


　どぎまぎしながら応こたえる。


「お、俺は、まだ始めて三ヶ月かそこらだからな。みんなにはとうてい追いつけない」


　タオルを手に取った香月は、濡れた髪の毛を丁てい寧ねいに拭ふいている。


　そのちょっとした仕草も、なんだか艶つやっぽい。


　駿は思わず視線を逸そらせてしまった。


「……ところで、香月」


　そっぽを向いたまま、駿は素そ朴ぼくな疑問を口にする。


「どうして競泳水着なのさ？」


「ん？　ああ、これか」


　香月は自分の水着に目を落としてから、駿の疑問に答えた。


「どうもね、他ほかの水着では体に着けている気がしないというか。ぎゅうっと締しめつけられている感覚がないと、なんとなく不安なんだ」


「ふぅん。でも、学校の水泳の授業はスクール水着だろ？」


　残念ながら、水泳の授業では香月と一いつ緒しよになったことのない駿だった。


「あんなゆるゆるの水着では泳げないよ。水泳部員と一緒にこれで泳いでる」


　頑がん固こ者ものだなぁ。


　と思う反面、香月らしくていいなとも思う。


　駿は顔を戻もどして、なおも訊きいた。


「じゃあ、暁壬みたいなビキニはどうよ？」


「論外だな」


「そう言い切るってことは……着たことがあるのか？」


「いや、ないよ。とてもじゃないが恐こわくて着られない」


「一度でいいから見てみたいな、香月のビキニ姿」


「見たい……のか？」


「見たいなぁ」


「では……そのうちにな。ただし、ビキニでは泳げないぞ。着てるだけだ」


「それで充じゆう分ぶんだよ」


　などと駿と香月が顔をつき合わせて話し込んでいると。


「ひゅ～～ひゅ～～」


「暑いわねぇ。むしろ熱いわねぇ」


「何ふたりでいちゃいちゃしてやがんだよ！」


　何い時つの間にか、みんなが戻ってきていた。


「べっ、べつにいちゃいちゃなんかしてませんよっ」


「そうかぁ？」


「そうです」


「ま、いいや。駿ちゃん、ちょっと飲み物買ってきてくれや」


「え？　いいですけど、お金が」


　遊眞は胸むな元もとに手を突つっ込こんで、何かを取りだした。


「ほれ、小銭ならある」


　どうやら紐ひもで首からぶら下げた小銭入れを、胸元、水着の中に隠かくしていたようだ。


「大だい胆たんなことしますね、遊眞さんも」


「駿ちゃんひとりじゃみんなの分持てないだろうから、誰だれか手伝ってやれ」


「では、わたしが」


　香月が立ちあがった。


「ああ、まぁ、ふたりで仲良く行ってこい」


　駿と香月に向かって、遊眞は小銭入れを投げて寄よ越こした。


「あたしは麦茶か何か、甘あまくない奴やつ」


「あ、じゃあ僕は紅こう茶ちや、お願いします～」


「わたしも紅茶。ミルクティーでお願いします」


「わたし、スポーツドリンクがいいです」


「あたしはミネラルウォーター。よろしく、駿さん、香月さん」


「おお。少し待ってろ」


　駿と香月は飲料の自じ販はん機きを求めて建物のほうへと歩きだした。
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「しかし、平和だな～～」


　自販機に小銭を投入しながら、駿がそう言うと。


「まぁ、たまにはこういう休日もいいのではないかな。わたしは素直に喜んでいるよ」


「もちろん俺だって喜んでるけどさ。たまにじゃないほうが、もっといいけどな」


　がこん、がこんと音を立てて缶かん飲いん料りようが落ちてくる。


「けど、あれだよな、あの北海道の合宿が、なんかもう夢ゆめの中の出来事みたいだよ」


　と駿が言うと、香月は小さなため息を吐ついた。


「そうだな。いま思い返してみても、わたしたちが彼処あそこから無事に生せい還かんできたのは本当に僥ぎよう倖こうだったと言える」


「そう。一歩間ま違ちがえていたら、俺たちも彼処で屍しかばねになっていた。それが、いま、此こ処こでこうして遊んでる。なんかさ、彼処で死んだ奴らに悪いような気がして……」


　自分の脳裏に犠ぎ牲せいになった三人、椥なぎ辻つじと鳴なる滝たきと上かみ桂かつらの顔が浮うかび、駿は微かすかな痛みと鈍にぶい疼うずきを胸に感じた。


「駿、相変わらず君は善いい奴だな」


　そう言う香月の顔には、微かな笑みが浮かんでいる。


「けれど、君が気にすることはない。わたしも事件の後はいろいろと考えたり悔くやんだりしたけど、でもいくら考えても死んだ者は戻ってこない。それにだ、狗牙絶ち衆は闘たたかいの中で命を落とすことを覚かく悟ごしている。その危険を承知で狗牙絶ち衆をやっている。それが我々の選んだ道、いや運命さだめなのだから」


「狗牙絶ち衆の選んだ道……運命さだめか」


「そうだよ、駿。確かに彼処では何人もの仲間が死んだ。だけど、我々は生き残ったんだ。わたしや美玖、そして明や棚倉兄妹は君が救ったと言っても過言ではない。君は胸を張りこそすれ、自分を責める必要などこれっぽっちもないんだよ。今日のところは夏の休日を思い切り楽しめばいい」


　駿の顔にも笑みが浮かんだ。


「やっぱり香月も善い奴だよな」


「え？　いや……べつに、そんな……」


「そうだな、そうしよう。ってことで、俺は夏の休日を思い切り楽しむために香月の水着姿を思い切り観かん賞しよう……」


　と駿が言った瞬しゆん間かんに香月の右手が動いていた。


　とすっっ。


「ぐわぁぁっっ、目がっ目がぁっっ」


　缶飲料を放りだし、駿は両目を押さえてその場を七しち転てん八ばつ倒とうする。


「あ……」


　自分の行動に香月自身が驚おどろいていて、チョキの形をした右手を呆ぼう然ぜんと見つめている。


「なっ、いきなり何するんだっ！」


　ようやく転がるのを止めた駿が、顔を上げ、香月を睨にらみつける。


「ご、ごめん。何か言いようのない殺気を感じて、つい体が勝手に動いてしまった」


「勝手に動いたじゃないよ！　目が潰つぶれたらどうすんだっっ!?」


「きっ君の視線がいやらしいのがいけないんだ」


「なんだとぉ!?　夏の休日を思い切り楽しめと言ったのは香月じゃないか」


「言ったが、わたしの水着を思い切り観賞しろとは言ってないぞ」


「いいじゃないか。今日の俺のいちばんの楽しみは香月の水着姿なんだから」


「あ……いや……その……そう……なのか」


「そうそう。だからもっと見せて」


「駿、君は～～……」


　香月が獰どう猛もうな獣けもののような唸うなり声を上げると、背後から聞き慣れた声が上がった。


「ひゅ～～ひゅ～～だねぇ」


「熱いなんてものじゃないわね」


「見ちゃいられないな」


「地球温暖化の最大の原因は姉あね様さまと駿様にあるのではないですか」


「どうしておまえらが此処に～～っ!?」


「遊眞さんが『缶飲料買うだけに何い時つまでかかってんだ。あいつら、ふたりだけになったのをいいことにイチャついてんじゃねえか？　ちょっと捜さがしてこい』って」


　と雅美が応えると、すかさず暁壬が続いた。


「遊眞さん、『イチャついてたら殴なぐってよし』とも言ってたわね」


「殴ろうとして香月さんに反はん撃げきされると、あたしたち死んじゃうから殴らないけどさ」


　明がそう言うと、またも暁壬が。


「でも、なんだか言いようのない怒いかりを感じるのもまた事実だわ。駿さんくらいなら蹴けり倒たおしてもいいかしら？　そんな気分」


「いいわけあるかっっ」


「じゃあ、ほら、早く戻りましょ。遊眞さん、ご立腹よ？」


「ああ、判ったよ」


　散らばった缶かん飲料を駿と香月が急いで拾い集める。


　冷えた缶の手て触ざわりが気持ちいい。


　ふと駿が空を見上げると。


　青く澄すんだ空に、何い時つの間まにか白く巨きよ大だいな入道雲が湧わいているのが目に入ってきた。


　眩まぶしいな。本当に眩しい。景け色しきもそうだけど、こうして生きていること自体がなんだか眩しい感じだ。


　駿は生まれて初めて生きている悦よろこびというものを実感したような気がした。


　こういうのを束つかの間の戦士の休息って言うのかもな。って、俺は戦士じゃないけどさ。


　戦士であるか否かは別にして、かけがえのない十七歳の夏を生きている悦びと楽しさを駿は確かに感じていた。
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　遊眞が予約した宿は、基本的に和風の造つくりながらモダーンな要素を取り入れた、洒落しやれた雰ふん囲い気きの旅館だった。


　夕食は和わ洋よう折せつ衷ちゆうの創作会席料理で、味も品数も量も満足のいく物だった。


　七人は食しよく事じ処どこで夕食をいただき、自分たちの部屋に戻もどってきた。


　駿と雅美の泊とまる部屋は十畳じようの和室だが、女じよ性せい陣じんが泊まる此の部屋は、畳たたみ敷じきの部屋と、もうひとつベッドルームがある和洋室で、かなりの広さを誇ほこっている。


　七人はその広い和室──十二畳あった──に集まって、だらだらと食後のひとときを過ごしているところだった。


　夕刻に一度入浴しているので、全員が浴衣ゆかた姿すがただ。


　最初、遊眞が、


「ふたりと五人で分けるなら、駿ちゃんと香月、とそれ以外のほうがいいんじゃねえか？　なぁ、香月？」


　と言ったのだが、それに対する香月の応こたえは、当然のことながら、


「お断りします」


　というものだった。


「おいおい、駿ちゃん、香月の野や郎ろう、あんなこと言っちゃってるぜ」


「いえ、俺もそれはちょっと遠えん慮りよしたいと」


「なんだよ、せっかくひと夏の甘あまい体験がし易やすいように配はい慮りよしてやってるのに」


「みんながすぐ隣となりにいるのに、そんな体験ができますかっっ！」


「ほほぉ？　じゃあ、あたしらがいなけりゃしてもいい覚かく悟ご完かん了りようってか？」


「あ……いえいえ、そういうわけでは……」


「まぁ、いいけどな。じゃあ、そっちは駿と雅美、こっちが残り五人だ」


　ということで部屋割りが決まり、荷物を置いた七人は部屋で一服すると、さっそく露ろ天てん風ぶ呂ろに浸つかったりしたのだった。


　夕食まで部屋でだらだら。


　夕食の後も、こうして部屋でだらだら。


　そして、食後、およそ一時間が経過し。


　浴衣で畳に寝ね転ころがってテレビを見ていた遊眞が、むっくりと立ちあがった。


「温泉、行くぞ」


　待ってました、と雅美も立ちあがる。


「遊眞さんが立ちあがるのを今か今かと待ってたんです、僕。食後、すぐにお風呂に行くかと思っていたのに」


「馬ば鹿かだな。食後すぐに風呂になんか浸かったら体に悪いだろが」


「あ、そういうものですか？」


「そういうもんだ。それに、宿に着いた後も少し休きゆう憩けい入れただろ？」


「ええ、はい、確かに。あのときもすぐにお風呂に行くかと思ってましたけど」


「あれもな、旅先で宿に着いてすぐに風呂に行くのは体への負担が大きいんだよ。少し休んで、心身が落ち着いてから入らないと、却かえって疲つかれちまうんだぜ」


　雅美が目を丸くして驚いている。


「へぇぇ、勉強になったな、僕」


「まぁ、社会で生きてく上では役に立たない無む駄だ知識だけどな」


「遊眞さんて、無駄知識だけは豊富に持ってそうですよねげふぅっっ」


　腹を押さえた雅美が膝ひざから頽くずおれた。


「食べた物が出ちゃうぅぅ」


「そんなもったいないことしやがったら、吐はいた物、もう一度食わせるぞ」


「酷ひどいぃぃぃ」


「何い時つも思うんだけどな、おまえは一言多いんだよ、雅美」


「そうね。というか、雅美の場合、二言くらい多いけどね」


「暁壬にだけは言われたくない～～」


　必死で立ちあがった雅美は、遊眞に向かって、ごめんなさい、と頭を下げた。


「お詫わびに、お風呂で遊眞さんの肩かたをお揉もみしますよ～～。リクエストがあれば、肩以外でも～～」


「あん？　てめえ、それって、女風呂に入ろうって言ってんのか？」


「駄だ目め？」


「駄目に決まってんだろうが！　そんなに肩揉みたきゃ、駿ちゃんの肩でも揉んでろ！」


「え～～、楽しくないな、それ～～」


　すると、いきなり美玖が立ちあがった。


「あ、わたし、其方そちらに入ってもいいですか？」


「え、美玖ちゃん来るの？　じゃあ、ふたりで体を洗いっこしようか、駿さん？」


「阿あ呆ほかっ！　するかっっ！」


「がっかりです～～」


「遊眞さん、美玖ちゃんの教育方針を見直したほうがいいんじゃ？」


　と駿が顔を向けると。


　遊眞は肩をすくめて首を横に振ふった。


「もう手て遅おくれだな」


「酷いです～～」


　あちこちから笑い声が上がり。


　楽しくも長閑のどかな休日の夜だった。


　だが、そこに。


　携けい帯たいの呼びだし音が鳴なり響ひびいた。


「ん？　あたしか」


　遊眞が部屋の隅すみに投げてあったポーチに歩み寄り、中から携帯を引っ張りだして液えき晶しよう画面を覗のぞき込む。


「師し匠しようからか。ってことは……やれやれだな」


　小さなため息を吐ついて、遊眞が携帯を耳許に持っていった。


「はい、遊眞。どうした、師匠？」


　相手──秋築の言葉に耳を傾かたむけている遊眞の表ひよう情じようが、みるみる引ひき締しまっていくのに駿は気がついた。


　まさか、何か起きたのか？　という駿の悪い予感は大当たりだった。


　携帯電話の終しゆう了りようボタンを押した遊眞は、自分を注視している六人の顔をゆっくりと見み渡わたして、そして。


「悪い、明日あしたの予定はキャンセルだ」


　と宣告した。


　明日は温泉街にあるロープーウェーで高原に上がって自然園を散さん策さくしたり、駅の近くにある美お味いしい蕎そ麦ば屋やで昼食を摂とったり、温泉街でお土産みやげを漁あさったりという楽しい予定を立てていたのだが。


「何がありました、お師様？　というか、狗牙が？　我々が現場に向かうのですか？」


「そういうことだ、香月」


　珍めずらしくがっかりした表か情おを隠かくさないで、遊眞は吐はき捨すてるように言った。


「まったく、せっかく楽しい夏の休日を過ごしてるっていうのに、選よりに選ってこのタイミングで事を起こしやがるか、狗牙の野郎どもめ」


「場所は何ど処こなのです？」


「志し賀が高原だとよ」


　今ひとつ地理が得意ではない香月が救いを求めるように周りを見ているので、代わりに駿が会話を引き継いだ。


「確かに、此こ処こからだと距きよ離り的てきにはそれほど離はなれていませんね」


「そういうこと。まぁ、車で走ると直線距離よりもだいぶ遠回りになるんだが、それでも東京から出で張ばるよりは近いしな。『湯沢にいるなら丁ちよう度どいい、其そ処こからそのまま現地に向かえ』だってよ」


　いざというときに備え、みな狗牙絶ちの劔は持ってきているから、旅先から狗牙絶ちに向かうことも可能ではあるが。


「師匠の野郎、血も涙なみだもねえな」


　いきなり休日を強制終了されたら、遊眞だって恨うらみ言ごとのひとつくらい言いたくなる。


「しかたないですよ。ここには狗牙絶ち衆が六人もいるんですから」


「まあな。いま関東にいる戦力の半数ほどが此処にいるわけだからな」


　志賀高原の所在を追求するのを諦あきらめた香月が顔を上げ、遊眞に訊きいた。


「現地へ向かうのは我々だけですか？」


「いや、ヨッコと鎮まもるが来るってよ」


「増ぞう援えんが遙よう瑚こさんと鎮さん。本格的な狩かりですね。つまり、連中の仕し業わざだと？」


　香月が言う「連中」とは、狗牙の中で勃ぼつ興こうしているらしい新勢力のことだ。


　今までの狗牙のように、人の社会に隠かくれ棲すみ、なるべく目立たないように人を喰くうのではなく、大っぴらにあからさまに人を喰う狗牙たち。


　北海道で遭そう遇ぐうした、狗牙の匂においを持たない狗牙たち。


　狗牙絶ち衆の一部と手を結び、狗牙絶ち衆とあからさまに敵てき対たい闘とう争そうする狗牙たち。


　それらの狗牙のことを便べん宜ぎ上じよう「新勢力」と呼び、昔からの狗牙のことを「旧勢力」などと呼んで区別しているのだった。


「どうかな。それは現場に行ってみなくちゃ判らないが、師匠から聞いた話だと、短時日に多くの犠ぎ牲せい者しやが出てるらしいから、新勢力の可能性が高そうだな」


　どっちにしろ、と遊眞は大きく伸のびをした。


「狗牙は狩るだけだ。それがあたしら狗牙絶ち衆に課せられた責務だかんな。何い時ついかなる場所であろうとも、狗牙がいるなら、狩りだして殺す。雨が降ろうと風が吹ふこうと槍やりが降ろうとな。それがあたしらの運命さだめさ」


　全員が真しん剣けんな表か情おで、はい、と首肯うなずいた。


「ま、それはそれとして。今夜のところは残り少ない休日を楽しもうや。もう今夜は動きようがねえからな。明日の朝食を食べたら出るとしよう。それまでは休日だ。ってことで、温泉に行くか」


　遊眞が女子五人を引き連れて部屋を出ようとするので、駿と雅美も腰こしを上げた。


　部屋を出た駿と雅美が、自分の部屋にタオルを取りに行こうとすると。


「駿ちゃん駿ちゃん、女子の露ろ天てんを覗のぞくなら気づかれないように上う手まくやれよ。あたしは見て見ぬふりをしてやっからよ」


「しませんよっ」


「なんだったら、香月とふたりだけで貸し切り家か族ぞく風ぶ呂ろを使うか？　そのくらいの金なら出してやるぜ？」


「使いませんから要いりませんよっ」


「せっかくひと夏の思い出作りを手伝ってやろうって言ってんのに」


「そういうのを大きなお世話って言うんです」


「まぁ、いいけどな。夏休みはもう残り少ないんだ。悔くいのないように過ごせ」


「あ、はぁ」


「香月もな」


「え……ええ」


「さぁ、露天風呂だ。あ、途と中ちゆうの自じ販はん機きで缶かんビール買うぞ、缶ビール」


「うぃ～っす」


「言っとくが、おまえは駄だ目めだぞ、雅美」


「ケチ～～」


　そうしてまた皆みなで露天風呂に浸つかり。


　風呂から上がって、部屋に戻もどり。


　テレビを見たりカードで遊んだり、たわいもない会話を交わしたり。


　束の間の休日の夜はゆっくりと過ぎていった。


　そして、夜も更ふけた頃ころ。


　遊眞は部屋を抜ぬけだした。


　ひとりではない。


　美玖を伴ともなって。
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　遊眞は人ひと気けのない薄うす暗ぐらいロビーのソファに腰をおろし、無言で天てん井じようを見上げている。


　その直ぐ隣となりには美玖がいた。


「あの、お師様、お話ってなんでしょうか？」


　美玖に訊かれ、遊眞はようやく口を開いた。


「あんな、美玖」


「はい？」


　持ってきた缶かん飲いん料りようの中身を一口飲んでから、遊眞は言葉を継ついだ。


「最近の狗牙絶ちを見ていて感じたんだがな、おまえ、少し粗あらいぞ」


　美玖が少し驚おどろいた表か情おになった。


「そ……そうですか？」


「ああ、そうだ。斬きられても突つかれても多少の怪け我がなら直すぐに治っちまうという余よ裕ゆうが、逆におまえの闘たたかいを粗くしてるんだな。自分で気がつかねえか？」


「すみません。そんなつもりはなかったですけど」


「だったら自覚しておいたほうがいい」


　遊眞は美玖のほうを見ないで、正面を向いたまま話を続ける。


　フロントの奥おくにいるはずの宿の人間に気を遣っているのか、遊眞の話し声は囁ささやくような小ささだった。


「あの一乗寺も、おまえのことは他言しないでおくと約束したからな。おまえのことは、あたしたち以外には誰だれも知らないんだ。だからおまえは、おまえの秘密を誰かに勘かんづかれるようなことをしちゃなんねえんだ。並なみ外はずれた治ち癒ゆ力りよくを手に入れたからこそ、逆に毛ほどの傷も負うんじゃねえ。あたしはな、おまえを実験材料になんかにしたくないんだ」


「……気をつけますです、お師様」


「そんな体になっちまった以上、おまえがこれから歩んでいく先には、険けわしく厳きびしい道が待ってるだろう。けどな、恐おそれることはない。おまえにはあたしや師匠がいる。香月や駿ちゃんもいる。明や棚倉兄妹だって、おまえの力になってくれるだろうさ。だから自分を信じて、仲間を信じて、闘っていけばいい」


「あ……ありがとうございます」


　遊眞を見つめる美玖の目が少し赤い。


「人生なんてな、個人の力じゃどうしようもねえときがよくあるのさ。それを運うん命めいなんて言っちまうのは少しお気楽すぎるかもしれねえが、でもな美玖、まかり間ま違ちがえば彼処あそこで死んでいたおまえが今ここにこうして生きているのは、きっと運命なんだ。おまえと一いつ緒しよにあたしや香月や駿ちゃんがいるのも、また運命なんだ。おまえが負った運命は随ずい分ぶんと過か酷こくで重いものだが、運命に抗あらがわずに、かといって運命から逃にげださずに、自分の手で未来を切り開いていけ。おまえならできるはずだ、美玖」


「はい……」


　遊眞は缶の中身を飲み干すと、空になった缶を静かに卓たくの上に置いた。


「さて、そろそろ部屋に戻るか。香月の奴やつに気づかれると、今まで何処で何をしてたんだってうるさく訊かれるからな。応えるのが面めん倒どうくさい」


　真剣な面持ちを崩くずさなかった美玖の表ひよう情じようが少しだけ緩ゆるんだ。


「姉様は、お師様のことが大好きなんです」


「なんだ、そりゃ」


「わたしも、お師様のこと、大好きですよ」


　立ちあがった遊眞が、ぽりぽりと頭を搔かいている。


「あ～～、ま、光栄な話だが、おまえらに告られてもな」


「そうですね。姉様には駿様という素す敵てきな彼氏ができたことですし、お師様も早く素敵な彼氏を作ったらどうでしょう？」


「大きなお世話だな、美玖っ」


「うふふっ」


　無む邪じや気きに笑う美玖を見て、遊眞は感かん慨がいに耽ふける。


　本当に美玖は死んでいたのだ。


　半感染などという奇き跡せきが起きなければ、彼女は還かえってこられなかった。


　いや、抑そもそもそれ以前に駿が香月の刀を呑のみ込むという出で鱈たら目めな奇跡が起きなければ、誰ひとりとして還ってこられなかった。


　奇跡。


　それは人じん智ちを超こえた力。


　神の見えざる手にも等しい何者かの力、何者かの意志で、駿も香月も美玖も生かされたのではないかとさえ思える。


　ま、神も仏も信じないあたしだが、美玖を生かしてくれた何者かの意志ってのは信じてもいい気がするな。
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　翌朝。


　朝食を一番早い時間帯にしてもらった遊眞たちは、手早く食事を済ませ、出発の支度にとりかかった。


　とはいえ、元々が旅支度をして出てきているわけだから、することは着き替がえて荷物を車に積み込むというだけの話。


　準備を終えた六人は、遊眞が宿の精算を済すませるのを駐ちゆう車しや場じようで待つことにした。


　頭上には今日も夏空が広がっている。


「また暑くなりそうだね～～」


　雅美がうんざりした表情でそう言うと、ペットボトルに入った冷えた麦茶を飲みながら駿が応えた。


「でも、行き先が志賀高原だから、ここよりは涼すずしいんじゃないか。向こうは標高千二百メートル以上あるはずだから。それよりも今回はどんな狗牙絶ちになるのか、俺はそちらが気になるけどな」


「新種が相手みたいだしね」


　と、これは暁壬。


　すると香月が引き取った。


「なに、今回も今までとそう変わらないさ。みんな、もうそれなりの経験を積んできているんだ。いつもどおりの心構えで臨めばいいだけだよ」


「そうだね。むしろ、せっかくの休日を切りあげて志賀高原まで出かけるんだから、狗牙を逃にがさないようにしないと駄だ目めだよね」


　雅美がそう言うと、明が、大だい丈じよう夫ぶだよ、と首肯うなずいた。


「こっちには美玖がいるんだし。なぁ、美玖？」


「はい、任せてくださいです。運命は自分の手で切り開かなきゃなりませんから」


「は？　なんの話？」


　戸と惑まどった表情で明が美玖を見るが。


「頑がん張ばりましょうね、明さん」


「あ……ああ」


　そのとき、宿の玄げん関かんの自動ドアが開いて、支し払はらいを済ませた遊眞が出てきた。


　気がついた香月が、


「お疲つかれ様です、お師様。ありがとうございました」


　と頭を下げる。


　みな香月に倣ならって一いつ斉せいに頭を下げた。


「お疲れ様です～」


「ご馳ち走そう様さまでした～」


「ありがとうございました～」


「なに、気にするな」


　遊眞は皆みなにひらひらと手を振ふって、そして力強く言った。


「じゃ、出発するぞ。みんな車に乗れ」


「お～～っす」


　遊眞が手にしたリモコンキーを操作してドアロックを外すと、六人は次々に車に乗り込んでいった。


　運転席に収まった遊眞がキーを差し込み、エンジンをかける。


「じゃあ、出発だ。気合を入れていけ～～」


「お～～～～っっす！」


　車は宿の駐車場から勢いよく走りだしていった。





　香月と駿の、そして美玖の、長い長い闘いはまだ始まったばかりだ。






　あとがき







　読者参加型企き画かくとしてスタートした本作＝「狗く牙が絶だちの劔つるぎ」も、この巻で無事に最終巻を迎えることができました。舞まい阪さかにしては珍めずらしく（？）ちゃんと（??）完結しまし……たね？　いや、お話的にはまだまだ先のある形ですが、作品としてはちゃんと終えられたかなと思っています。応おう援えんしてくださった読者の皆みな様さま、選せん択たく肢し選びに葉書を送ってくださった読者の皆様、ありがとうございました。


　振ふり返ると、いつもと違ちがう形で何かやってみたいという漠ばく然ぜんとしたアイディアから生まれた本企画であり本作品であったわけですが、その特質ゆえに、いろいろと苦労させられました。


　いちばん厳しかったのが、読者投票によって進むべき選択肢を決めるというシステム上、投票結果が出ないと原げん稿こうを書けないという制約です。もちろん、ある程度までは予測して構想を立ててはいるものの、決め打ちするわけにもいかず。アンケートの速報を待って、投票数にある程度の差がついているのを確かく認にんしてから書きだすことになるため、毎回毎回、締め切りぎりぎりで四苦八苦する羽目になりました。が、まぁ、それも今となってはいい思い出です。って、遠い目をするほど昔のことじゃないですが。


　あと、掲けい載さい誌し＝『ドラゴンマガジン』が途と中ちゆうから隔かく月げつ発売になったのだけど、今にして思えば結果的にそれで助かったのかもしれない。それだけ大変だったのですよ。あのまま毎月発行が続いていたら、どこかでパンクしていたかも。


　それにしても、元ネタからの豹変（？）ぶりには、いま振り返っても笑える。いちばん最初の企画書だと銃ガンアクションものだったなんて、誰だれが信じられようか（笑）。


　何な故ぜ変わったかというと、銃ものだと、ラノベ業界には大たい家かというかエキスパートというかオーソリティというか、とにかくめちゃくちゃ詳くわしい人がたくさんいるので、わたしでは太た刀ち打うちできないだろうというのが大きな理由。で、たまたま習い始めていた居い合あいへシフトしたわけで。いやぁ、日本刀はいいよね。日本刀も美しいけど、日本刀持っている女の子も美しいよね、セーラー服と日本刀、相あい性しよう抜ばつ群ぐんじゃね？　とかそういう邪よこしまな理由もあったかもしれない。


　その後、「バクマン」で、シュージンが「『少年ジャンプ』で日本刀の出てくるマンガはヒットしている法則」を見つけたのを読んで、心強く思ったものだった（笑）。


　という過去の振り返りはそろそろ終わって、この先の話。





　富士見ファンタジア文庫の担当氏とは、次のネタの仕し込こみについて、いろいろあれこれ話をしているところ。まだ決まってはいないけど候補は絞しぼり込まれた……かな？　きっとおそらく来春～来夏には新作をお届けできるのではないかな。かな？　まぁ、舞阪という作家の存在意義は主流に乗らない（乗りたくても乗れない）というところにあるので、内容的には学園モノにはならないだろうな。というか、学園モノのネタも出したんだけど、ボツだった（笑）という。


　というわけで、ファンタジアの次回作のネタがまだ決まっていないため予告ができない。仕方がない、他のシリーズの予定でも書きますか。


　今月＝十一月には三十日（たぶん）に幻げん狼ろうファンタジアノベルスから「青あお屋や敷しき殺人事件──壊こわし屋や翔しよう子この事じ件けん帖ちよう　上巻」が発売になります。ファンタジー要素と本格ミステリー要素を取り入れ混ぜ合わせた舞阪的意欲作（笑）です。よかったら、ぜひ。


　来月＝十二月にはファミ通文庫から「鋼鉄はがねの白し兎ろ騎う士さ団ぎ」の短編集が発売になります。ただし、わたしが原稿を締しめ切りまでに書きあげれば、という前提条件付きですが……。十二月ですから、いつもの発売日＝三十日より発売が少し早まりますから、ご注意あれ。注意といえばタイトルも少し変わるはず。まだ発表はできないですが、少なくとも「鋼鉄の白兎騎士団短編集」というタイトルではないはずなので、こちらもご注意あれ。


　そして「青屋敷殺人事件──壊し屋翔子の事件帖　下巻」も、ほぼ同時期に発売になるでしょう。当然のことながら、わたしが原稿を締め切りまでに書きあげれば、という前提条件付きだけど……。


　来年＝'10年の一発目は、今のところ二月の「サムライガード５」になりそうな気がしないでもないけど、さてどうだろう。


　で、こうやって改めて確認してみると、年内にあと三冊分の原稿（「白兎」の短編集と「青屋敷」の下巻と「サムガ５」）を書かなくてはならないことに気がつく。まぁ、白はく兎とはファミ通のウェブサイトに載のせた三本があるので、丸々一冊書く必要はないのだけど、それでもかなり切せつ羽ぱ詰つまった状じよう況きようじゃね？　ここまで厳しいスケジュールは初めてかも。徳とく俵だわらに足がかかってる感じ。八割方自じ業ごう自得なので誰かに文句を言うわけにもいかないし、黙もく々もくと粛しゆく々しゆくと原稿を書くしかないですが、でも本を読む暇ひますらないのは、かなりよくない状態。なんとか改善したいと思うのだけど、時間を捻ひねりだすには、もう睡すい眠みん時間を削けずるしかない。それだけは嫌いやなので（笑）、このまま綱つな渡わたりで突つき進むしかありませぬ。


　一週間くらい車を走らせて各地を巡めぐりたいとか、一週間くらい電車に乗って各地を巡りたいとか、一週間くらい温泉でのんびりしたいとか、一週間くらい読書三ざん昧まいで過ごしたいとか、一週間くらいスキー場にこもってスキー三昧したいとか、一週間くらいカラオケ屋に籠こもってカラオケ三昧したいとか（いやそれは無理！）、まぁ夢とか希望はいろいろあるんだけど夢や希望がせいぜい一週間なのが、我ながら可愛かわいいというかセコいというか。


　そういえば、せっかく買ったデジタル一眼レフカメラ、未まだほとんど活かつ躍やくの場面がないという、あまりに哀かなしい事実にいま気がついた。これもなんとかしたい。


　そういえばといえば（変な日本語）免めん許きよの更こう新しんに行かなきゃとか、人間ドックに申し込まなきゃとか、あれの取材に行かなきゃとか、いろいろ「しなきゃならぬ」ことも多いのだけど、やっぱり時間がねぇ。足りないねぇ。クロックアップのスキルとか、マジで習得したいわ。





　ということで、そろそろまとめに入るけど。あ、その前に告知をば。


　舞阪百貨店別館、オープンしました。


　　　　　　 ↓


http://maisaka100ka.opal.ne.jp/diary/diary





　別館といっても、ただの日記です。しかも、最近忙いそがしくて毎日更新は無理とか、これもいろいろ哀しいことになってますが、よかったら遊びに来てください。


　さてでは、最後に謝しや辞じを連ねて終わりにすることといたしましょう。


　前々担当Ｔ野様、前担当Ｋ藤様、現担当Ｋ松様（しかし、それほど長くない連載中に担当さんが二回替わるというのもな）いろいろとありがとうございました。


　イラスト担当、うなじ様、超ちよう忙しい中、連載のカラーや挿さし絵えに文庫のカラーや挿絵と、まさしく八はち面めん六ろつ臂ぴの奮ふん闘とうぶり、本当にお疲つかれ様でした。うなじ様のキャラ絵は超絶カッコよくて、毎回毎回、とても楽しみでした（もう香か月づきたちに会えないのが少し寂さびしい）。


　そして繰り返しになりますが、投票に参加してくださった『ドラゴンマガジン』の読者様＆このシリーズを文庫で買ってくださった読者様、本当にありがとうございました。「狗牙絶ちの劔」はこれで終わりますが、すぐに新ネタを引っさげてファンタジア文庫に戻もどってくるつもりです。そのときは、また応援よろしくお願いします。


　では「青屋敷殺人事件　上・下」と「鋼鉄の白兎騎士団短編集」でお会いしましょう。








　二〇〇九年十月吉日




舞阪　洸　　





初出
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